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【目　次】
基本政策１　未来の希望が輝くまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

1 婚活支援事業（蓮田で家族になろう。事業）
政策調整課
商工課
子ども支援課

10

2 不妊治療費助成事業 子ども支援課 10
3 母子保健推進事業 子ども支援課 10

4 ワーク・ライフ・バランスの推進事業
庶務課
商工課
子ども支援課

11

5 乳幼児とのふれあいの推進事業
学校教育課
保育課

12

6 定住・子育て応援促進サイトの運営事業
政策調整課
広報広聴課

12

7 子育て世代包括支援センター整備推進事業 子ども支援課 12
8 予防接種事業 子ども支援課 13
9 乳幼児健康診査事業 子ども支援課 13
10 小児救急医療体制の充実 健康増進課 13

11 食育の推進事業

健康増進課
学校教育課
子ども支援課
社会教育課

14

3 母子保健推進事業（再掲） 子ども支援課 14
12 子どものための教育・保育給付事業 保育課 15

13 ブックスタート事業（はすぴぃのふれあい子育て「はじめての絵本」）
子ども支援課
社会教育課

15

14 子ども読書支援センター（多世代交流サロン）整備事業 社会教育課 15
(1) 子育て支援 15 子ども・子育て支援事業計画の推進 子ども支援課 16

16 こども医療費助成事業 子ども支援課 17
17 保育料の経済的負担の軽減 保育課 17

18 多子世帯応援事業
子ども支援課
保育課

17

19 幼稚園就園奨励費の補助 保育課 17

20 待機児童対策の推進事業
子ども支援課
保育課

18

21 保育サービスの充実
子ども支援課
保育課

19

22 民間事業者等による放課後児童健全育成事業 保育課 19
23 ファミリー・サポート・センター事業の推進 子ども支援課 19
24 家庭保育室の支援事業 保育課 20

25 病児・病後児保育事業
子ども支援課
保育課

20

26 保育士、学童保育所指導員等の研修の充実 保育課 21
27 発達や個性に応じた保育内容の充実 保育課 21
28 公園整備事業 みどり環境課 22
29 子育てにやさしい公共施設などの整備事業 庶務課 22
30 子育て情報誌発行事業 子ども支援課 22
31 公開型地理情報システム整備事業 都市計画課 22
32 子ども110番の家推進事業 学校教育課 23
33 子育て世帯向け防災訓練事業 危機管理課 23

34 公共施設の安全対策の充実

教育総務課
学校教育課
子ども支援課
保育課

23

35 児童虐待防止対策事業 子ども支援課 24

36 子どもの貧困対策事業
福祉課
教育総務課
子ども支援課

24
(6) 子どもの権利の保障

2 子育て環境の整備

(2) 子育ての負担軽減

(3) 保育環境の充実

(4) 子どもと出かけられる環境の整備

(5) 安心・安全

1 結婚～乳幼児の子育て支援

(1) 結婚、出産、子育ての切れ目のない支援

(2) 子どもの健康

(3) 幼児教育の充実促進
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

37 青少年健全育成支援事業 子ども支援課 25
38 公民館などを利用した子ども向け講座の開催 社会教育課 25

39 学校施設の活用
社会教育課
文化スポーツ課

25

40 放課後子供教室の実施 保育課 26

41 地域子育て支援拠点施設の充実
学校教育課
子ども支援課
保育課

27

42 地域で支える子育て支援事業 保育課 27
7 子育て世代包括支援センター整備推進事業（再掲） 子ども支援課 28

43 子育てサークルの育成支援事業
子ども支援課
保育課
社会教育課

29

44 子育て活動促進事業
子ども支援課
社会教育課

29

45 母子愛育会活動支援事業 子ども支援課 30
46 家庭教育支援事業 子ども支援課 30

47 地域交流機会の創出
社会教育課
文化スポーツ課

30

48 小・中学校人権教育推進事業 学校教育課 31
49 心の教育・教育相談体制づくり事業 学校教育課 31
50 発達支援センター推進事業 学校教育課 31
51 特別支援教育推進事業 学校教育課 31
52 健康教育推進事業 学校教育課 32
53 小・中学校水泳指導民間連携事業 教育総務課 32
54 退職教員による定期的補充学習推進事業 学校教育課 32
55 はすだっ子ペンの達人！事業 学校教育課 32
56 理科支援員の全校配置 学校教育課 32

57 少人数学級の学年拡大
教育総務課
学校教育課

33

58 中学校部活動推進事業 学校教育課 33
59 外国語指導助手招致事業 学校教育課 33
60 外国語指導助手小学校配置推進事業 学校教育課 33
61 小・中学校英語教育推進事業 学校教育課 34
62 中学校国際親善訪問団派遣事業 学校教育課 34
63 小・中学校大規模改修事業 教育総務課 35
64 小・中学校校庭整備事業 教育総務課 35
65 学校給食の充実 教育総務課 35
66 小・中一貫教育モデル校指定事業 学校教育課 35
67 情報化推進事業 学校教育課 36
68 就学援助費の支給事業 子ども支援課 36
69 地域ぐるみの子ども安全推進事業 学校教育課 36
70 交通指導員の配置事業 自治振興課 36
71 開かれた学校づくり 学校教育課 37
72 コミュニティ・スクール導入事業 学校教育課 37
73 教職員の資質向上 学校教育課 37

(4) 環境教育の推進 74 農地や林などを活用した環境教育推進事業 学校教育課 38

4 学校教育の充実

(1) 教育内容の充実

(2) 教育環境の充実

(3) 学校の教育力の向上

3 地域や家庭における子育て支援

(1) 健全育成

(2) 子育て支援拠点施設の整備・利用促進

(3) 地域の関係機関と連携した子育て支援
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【目　次】
基本政策２　健康で安心して暮らせるまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

75 意識啓発・広報活動推進事業

庶務課
商工課
福祉課
社会教育課

39

76 福祉教育の推進・福祉意識の醸成事業
学校教育課
社会教育課

40

77 地域交流機会の提供事業
長寿支援課
保育課

41

78 多世代交流の促進事業
学校教育課
保育課

41

79 自治会の活動支援事業 自治振興課 41
42 地域で支える子育て支援事業（再掲） 保育課 42
80 社会福祉協議会との連携強化による福祉サービスの充実 福祉課 43

81 地域活動・ボランティア活動の推進事業
福祉課
健康増進課
長寿支援課

43

82 地域活動の担い手の育成事業
福祉課
長寿支援課
学校教育課

44

44 子育て活動促進事業（再掲）
子ども支援課
社会教育課

45

83 障がい者支援体制の確立（自立支援給付事業） 福祉課 46
84 障がい者支援体制の確立（地域生活支援事業） 福祉課 46
85 蓮田市障がい者就労支援事業 福祉課 47
86 障がい者作業所等運営支援事業 福祉課 47
87 はなみずき作業所及び複合施設整備事業 福祉課 47
88 高齢者の生きがい支援事業 長寿支援課 48
89 シルバー人材センター支援事業 長寿支援課 48
90 高齢者の総合相談・権利擁護事業 在宅医療介護課 49
91 高齢者見守り支援ネットワーク事業 在宅医療介護課 49
92 在宅医療・介護の連携体制の充実 在宅医療介護課 49
93 公共交通整備事業 都市計画課 50
94 高齢者援護・措置事業 長寿支援課 50
95 介護保険事業（介護保険運営事業） 長寿支援課 51

96 介護保険事業（地域支援事業）
長寿支援課
在宅医療介護課

51

97 介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業） 在宅医療介護課 52
98 心の健康相談事業 健康増進課 53
99 がん検診事業 健康増進課 53
100 特定健康診査、特定保健指導事業 健康増進課 54

(2) 地域の健康づくりの推進 101 健康づくり推進事業 健康増進課 55
102 地域救急医療体制の充実 健康増進課 56
92 在宅医療・介護の連携体制の充実（再掲） 在宅医療介護課 56

(1) 国民健康保険制度の適正な運営 103 国民健康保険の適正な運営 国保年金課 57
(2) 後期高齢者医療制度の適正な運営 104 後期高齢者医療広域連合との連携 国保年金課 57
(3) 国民年金事務の円滑な運営 105 国民年金事務 国保年金課 58
(4) 生活困窮者支援（生活保護） 106 生活保護制度の適正な運営と自立支援 福祉課 58
(1) 地域における防犯対策の推進 107 防犯対策推進事業 危機管理課 59
(2) 防犯体制の充実 108 警察署の誘致 危機管理課 60
(3) 防犯対策の推進 109 街路灯整備推進事業 自治振興課 60

5 各種社会保障制度の適正な運営

6 防犯対策の推進

4 健康づくりの支援

(1) 心と体の健康づくり

(3) 地域保健医療体制の整備

3 高齢者支援

(1) 生きがいづくり・社会参加の促進

(2) 生活（自立）支援・権利擁護の充実

(3) 介護保険制度の適正な運営と推進

2 障がい者支援

(1) 自立支援体制

(2) 社会参加に向けた環境整備

1 地域でともに支え合う福祉の推進

(1) 相互扶助意識の高揚

(2) 地域福祉環境の整備

(3) 地域福祉活動の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

110 防災備蓄倉庫及び防災資機材の整備事業 危機管理課 61
111 自主防災組織育成事業 危機管理課 61

112 公共建築物の耐震補強整備事業
庶務課
建築指導課

62

113 木造住宅耐震診断・耐震改修補助事業 建築指導課 62
114 老朽管更新事業 水道課 62
115 公共下水道整備事業 下水道課 63
116 消防施設整備事業 消防課 63

117 排水路施設等整備事業
農政課
道路課

64

118 地域防災計画の改定と各種マニュアル整備事業 危機管理課 65
119 遠隔地自治体との災害支援体制の充実 危機管理課 65
120 情報伝達体制整備事業 危機管理課 66
121 情報セキュリティ対策の整備 電算課 66
122 新型インフルエンザ等対策の整備 健康増進課 67
123 消防設備整備事業 消防課 68
116 消防施設整備事業（再掲） 消防課 68

(2) 救急体制の充実 124 救急体制の強化 消防課 68
125 消防団の活性化推進事業 消防課 69
126 消防訓練等実施事業 消防課 69
127 交通安全施設等整備事業 自治振興課 70
128 放置自転車対策の推進事業 自治振興課 70
129 交通安全啓発事業 自治振興課 70

130 通学路の安全確保事業
自治振興課
道路課
学校教育課

71

131 消費生活相談事業 商工課 72
132 消費者教育推進事業 商工課 72

基本政策３　学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

133 生涯学習推進事業 社会教育課 73
134 生きがいづくりと社会参加推進事業 社会教育課 73
88 高齢者の生きがい支援事業（再掲） 長寿支援課 73
135 図書館システムの最適化及び学校図書館資源共有化推進事業 社会教育課 74
136 図書館機能・サービスの充実 社会教育課 74
137 総合文化会館運営事業 文化スポーツ課 75
138 ハストピアサポーターズ事業 文化スポーツ課 75

139 文化財啓発事業
学校教育課
社会教育課

76

140 国指定史跡黒浜貝塚整備・活用事業 社会教育課 76
141 市内貝塚群国指定史跡化推進事業 社会教育課 76
142 埋蔵文化財保存事業 社会教育課 77
143 市指定文化財保存修復事業 社会教育課 77

144 国際交流推進事業
自治振興課
学校教育課

78

59 外国語指導助手招致事業（再掲） 学校教育課 78
60 外国語指導助手小学校配置推進事業（再掲） 学校教育課 78
61 小・中学校英語教育推進事業（再掲） 学校教育課 78
62 中学校国際親善訪問団派遣事業（再掲） 学校教育課 78
145 スポーツ団体育成・支援事業 文化スポーツ課 79
146 スポーツ・レクリエーション普及事業 文化スポーツ課 79
147 スポーツ・レクリエーション指導者の育成 文化スポーツ課 79
58 中学校部活動推進事業（再掲） 学校教育課 79

(2) スポーツ施設整備の促進 148 スポーツ施設整備事業
みどり環境課
文化スポーツ課

80

3 国際交流・多文化共生 (1) 地域交流・多文化交流の促進

4 スポーツ・レクリエーションの振興
(1) スポーツ・レクリエーション活動の促進

2 地域に根差した文化の継承と活用

(1) 芸術・文化活動の振興

(2) 歴史・文化の保全と活用

1 生涯学習を通した生きる力の育成
(1) 生涯学習体制の充実

(2) 学習環境の充実

9 交通安全対策の推進 (1) 交通安全対策の充実

10 消費生活保護 (1) 消費生活の安全確保

8 消防・救急体制の充実

(1) 消防体制の充実

(3) 地域における消防力の充実

(1) 防災対策の推進

(2) 災害に強いまちづくりの推進

(3) 危機管理体制の確立

7 防災対策・危機管理体制の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

149 人権教育・啓発推進事業
庶務課
社会教育課

81

150 いじめ防止対策推進事業
庶務課
学校教育課

81

6 平和行政の推進 (1) 平和意識の高揚 151 平和行政推進事業 庶務課 82
152 男女共同参画への意識づくり 庶務課 83

4 ワーク・ライフ・バランスの推進事業（再掲）
庶務課
商工課
子ども支援課

83

(2) 相談体制等の充実 153 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり
庶務課
子ども支援課

84

基本政策４　地域の資源が活
い

きるまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 企業立地促進 154 産業基盤整備事業

農政課
商工課
都市計画課
産業団地整備課
建築指導課

85

(2) 創業支援 155 創業支援事業 商工課 86
156 中心市街地の活性化推進事業 商工課 87
157 商工会との連携支援事業 商工課 87
158 商業団体活性化推進事業 商工課 87

159 新サービスエリア活用事業
農政課
商工課
都市計画課

88

160 あらゆる世代の就業支援事業

商工課
福祉課
長寿支援課
子ども支援課

89

155 創業支援事業（再掲） 商工課 89

161 地域資源の活用による蓮田ブランドの発掘・活用
広報広聴課
農政課
商工課

90

162 はすだFutureプロジェクト支援事業 商工課 90

163 特産品振興事業
農政課
商工課

91

164 産業振興支援事業 農政課 91

165 道の駅「はすだ」推進事業
農政課
商工課
道路課

91

166 土地改良基盤整備推進事業 農政課 92
167 環境にやさしい農業への取組 農政課 92
168 地産地消の推進事業 農政課 92
169 農産物直売所の整備事業 農政課 92
170 ふれあい農園管理運営事業 農政課 92
171 交流ふれあい支援事業 農政課 93
172 新規就農総合支援事業 農政課 93
173 梨農家担い手確保事業 農政課 93
174 貸農園事業 農政課 93
175 農業経営の法人化事業 農政課 93

3 農業の振興 (1) 都市型農業の振興

1 産業の創出支援

2 産業育成・支援

(1) 産業振興・経営基盤の強化

(2) 就労支援

(3) 地域資源の活用

5 人権教育・啓発の推進 (1) 人権意識の高揚

7 男女共同参画の推進
(1) 男女共同参画の促進
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【目　次】
基本政策５　潤いのある快適なまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 地球温暖化対策の推進 176 自然エネルギー活用システム設置費補助金交付事業 みどり環境課 94

177 花と緑のまちづくり事業
自治振興課
みどり環境課

95

178 自然環境保全支援事業 みどり環境課 95
179 黒浜沼周辺整備事業 みどり環境課 95

180 山ノ神沼周辺整備事業
みどり環境課
農政課

96

181 環境教育・環境学習推進事業 みどり環境課 97
74 農地や林などを活用した環境教育推進事業（再掲） 学校教育課 97

(1) 循環型社会の推進 182 資源リサイクル奨励金交付制度 みどり環境課 98
183 蓮田白岡衛生組合運営事業 みどり環境課 99
184 農業集落排水整備事業 下水道課 99
185 合併処理浄化槽設置整備事業 下水道課 99
115 公共下水道整備事業（再掲） 下水道課 100
186 環境衛生支援事業 みどり環境課 101
187 環境美化推進事業 みどり環境課 101

(1) 空き家等対策の推進 188 空き家等対策事業
危機管理課
みどり環境課
建築指導課

102

189 放射線測定事業

みどり環境課
学校教育課
保育課
消防課

103

190 給食用食材の放射性物質検査事業
教育総務課
保育課

104

191 土地利用計画の見直し 都市計画課 105
192 地区計画の策定 都市計画課 105

193 西口再開発ビル整備推進事業

庶務課
市民課
在宅医療介護課
西口再開発ビル
開設準備室
子ども支援課
保育課

106

194 拠点地域づくりの推進

政策調整課
都市計画課
文化スポーツ課
関係各課

107

195 スマートＩＣ整備推進事業
都市計画課
道路課

108

196 幹線道路の整備推進
都市計画課
道路課

108

197 橋りょう整備事業 道路課 109
198 生活道路整備事業 道路課 109
199 道路補修・排水整備事業 道路課 109

117 排水路施設等整備事業（再掲）
農政課
道路課

110

165 道の駅「はすだ」推進事業（再掲）
農政課
商工課
道路課

110

200 ＪＲ宇都宮線利便性向上事業 都市計画課 111
93 公共交通整備事業（再掲） 都市計画課 111
201 健全な上水道事業の経営 水道課 112
114 老朽管更新事業（再掲） 水道課 112
115 公共下水道整備事業（再掲） 下水道課 113
184 農業集落排水整備事業（再掲） 下水道課 113
185 合併処理浄化槽設置整備事業（再掲） 下水道課 113

6 上水道の安定供給と下水処理の推進

(1) 上水道の整備・充実

(2) 下水道の整備・充実

5 道路・交通網の整備
(1) 道路・橋りょう等の整備

(2) 公共交通の利便性の向上

3 安心・安全な生活環境

(2) 放射線対策の推進

4 魅力あるまちづくりの整備

(1) 快適で暮らしやすいまちづくりの推進

(2) 魅力ある拠点づくりの推進

2 環境衛生の推進
(2) ごみ・し尿処理体制の充実

(3) 環境美化活動の充実

1 環境保全の推進
(2) 環境地域活動の充実

(3) 環境教育の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

202 公園リノベーション事業 みどり環境課 114
203 キッズパークはすだ事業 みどり環境課 114
28 公園整備事業（再掲） みどり環境課 114

177 花と緑のまちづくり事業（再掲）
自治振興課
みどり環境課

115

179 黒浜沼周辺整備事業（再掲） みどり環境課 115

180 山ノ神沼周辺整備事業（再掲）
みどり環境課
農政課

115

166 土地改良基盤整備推進事業（再掲） 農政課 116
170 ふれあい農園管理運営事業（再掲） 農政課 116
171 交流ふれあい支援事業（再掲） 農政課 116
174 貸農園事業（再掲） 農政課 116

基本政策６　地域活動が活性化されたまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

204 コミュニティ活動への支援事業 自治振興課 117
79 自治会の活動支援事業（再掲） 自治振興課 117
205 ＮＰＯ・市民活動支援事業 自治振興課 118
206 市民協働推進事業 自治振興課 118
207 市民イベント等支援事業 政策調整課 118
42 地域で支える子育て支援事業（再掲） 保育課 118

43 子育てサークルの育成支援事業（再掲）
子ども支援課
保育課
社会教育課

119

44 子育て活動促進事業（再掲）
子ども支援課
社会教育課

120

45 母子愛育会活動支援事業（再掲） 子ども支援課 120

47 地域交流機会の創出（再掲）
社会教育課
文化スポーツ課

120

69 地域ぐるみの子ども安全推進事業（再掲） 学校教育課 121

81 地域活動・ボランティア活動の推進事業（再掲）
福祉課
健康増進課
長寿支援課

121

82 地域活動の担い手の育成事業（再掲）
福祉課
長寿支援課
学校教育課

122

138 ハストピアサポーターズ事業（再掲） 文化スポーツ課 122
146 スポーツ・レクリエーション普及事業（再掲） 文化スポーツ課 123
162 はすだFutureプロジェクト支援事業（再掲） 商工課 123

177 花と緑のまちづくり事業（再掲）
自治振興課
みどり環境課

123

208 情報公開制度の充実 庶務課 124
121 情報セキュリティ対策の整備（再掲） 電算課 124
209 蓮田市都市計画図基本図作成事業 都市計画課 125
31 公開型地理情報システム整備事業（再掲） 都市計画課 125
67 情報化推進事業（再掲） 学校教育課 125
120 情報伝達体制整備事業（再掲） 危機管理課 125

210 シティセールスの推進
政策調整課
広報広聴課

126

211 マスコットキャラクターや広報大使を活用したシティセールス推進事業
広報広聴課
商工課

126

212 パブリックコメント制度の充実 広報広聴課 127

6 定住・子育て応援促進サイトの運営事業（再掲）
政策調整課
広報広聴課

127

2 情報共有・情報発信

(1) 情報公開の充実・個人情報の保護

(2) 地域情報化の推進

(3) 広聴・広報の充実

1 市民協働の推進

(1) 地域コミュニティの活性化

(2) 市民活動・NPO活動の支援

7 公園の整備と緑地の保全

(1) 魅力ある公園の整備

(2) 農地・緑地の保全と創造
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

213 行政改革推進事業
政策調整課
関係各課

128

214 人材育成推進事業 秘書課 128
215 財政健全化事業 財政課 129
216 総合行政システム整備事業 電算課 129

(2) 施設の計画的な管理 217 インフラ維持管理の効率的なマネジメントの実施
庶務課
関係各課

130

218 中央公民館パーキングシステム導入・活用事業 社会教育課 131
53 小・中学校水泳指導民間連携事業（再掲） 教育総務課 131

(4) 行政組織の効率化・人材育成 219 蓮田市定員適正化計画及び蓮田市特定事業主行動計画の進行管理
政策調整課
秘書課

132

220 近隣市町連携事業
政策調整課
広報広聴課

133

221 長野県松川町（遠隔地自治体）等との友好交流
広報広聴課
学校教育課

134

84 障がい者支援体制の確立（地域生活支援事業）（再掲） 福祉課 134
92 在宅医療・介護の連携体制の充実（再掲） 在宅医療介護課 135
183 蓮田白岡衛生組合運営事業（再掲） みどり環境課 135
222 彩の国ロードサポート制度の推進 道路課 136

223 教育機関等連携事業
政策調整課
関係各課

136

224 民間企業等連携事業
政策調整課
関係各課

137

225 東埼玉病院周辺の活用の検討
政策調整課
関係各課

138

53 小・中学校水泳指導民間連携事業（再掲） 教育総務課 138
80 社会福祉協議会との連携強化による福祉サービスの充実（再掲） 福祉課 138

4 関係自治体・関係機関との連携

(1) 関係自治体との連携

(2) 関係機関との連携

3 健全・効果的な行財政運営

(1) 計画的・効率的な行財政運営

(3) 民間活力の導入
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

政策調整
課

33 婚活支援事業

　県が主体のSAITAMA出会いサポートセン
ターに参加しました。
　昨年に引き続き、青年会議所主催によ
り、婚活イベントを9月22日(日)に開催しま
した。

a 達成

　引き続き、SAITAMA出会いサポートセ
ンター運営協議会に参加するとともに、
青年会議所による婚活イベント実施を支
援します。

0

商工課 33 婚活支援事業

　9月22日(日)に青年会議所が実施した婚活
イベント「はすコン」について、「商業団
体活性化推進事業費補助金」を活用し事業
支援を行いました。4件のカップル成立があ
りました。

a 達成
　R2年度も青年会議所と連携して婚活イ
ベントを実施していきます。

200

子ども支
援課

33 婚活支援事業

　埼玉県で実施している「SAITAMA出会いサ
ポートセンター運営協議会」へ加入し、ス
ケールメリットを生かした支援を行いまし
た。

a 達成

　SAITAMA出会いサポートセンターに登
録する市民を増やすため、埼玉県と連携
し、SAITAMA出会いサポートセンターの
出張登録会を市内で開催します。

54

不妊治療
費助成事
業

　高額の治療費がかかる不妊治
療について、経済的負担の軽減
を図るため、治療費を一部助成
する。また、夫婦そろって不妊
検査を実施した時の検査費の一
部助成を行う。

子ども支
援課

34 不妊治療費助成事業
　R1年度は不妊治療費は延べ48件、不妊検
査費は延べ18件、不育症検査費は1件の助成
を行いました。

a 達成
　事業のPRを積極的に行い、制度を利用
していただけるように努めていきます。

2,752

母子保健
推進事業

　妊娠、出産その後の育児を安
心して行えるようにするため、
妊産婦の健康診査や育児相談、
訪問指導を実施するとともに、
両親学級の開催等子育てに関す
る学習機会の充実を図る。

子ども支
援課

37

77

・母子保健推進員によ
る訪問活動の推進
・母子愛育会活動支援
事業

　母子保健推進員の訪問活動や愛育会の活
動に関する相談に対し、各地区担当保健師
がきめ細やかに対応しました。
　母子健康手帳交付時に一緒に交付する妊
婦健康診査助成券について、市役所での交
付時には必ず面接し、妊婦健康診査の必要
性について説明しました。

a 達成

　母子保健推進員の活動、愛育会の活動
に各地区担当保健師が丁寧に対応してい
きます。
　妊婦健康診査助成券を利用し、安心安
全な妊娠生活を送れるようにサポートし
ていきます。

45,5653

2

1

婚活支援
事業（蓮
田で家族
になろ
う。事
業）

　出会いの場を提供するため
に、関係団体と連携しながら市
内の地域資源を活用した婚活イ
ベントを実施する。イベント参
加者に蓮田市の魅力を発信し、
愛着をもってもらうことで、新
しく家族になろうとする世帯が
蓮田市に住んでもらえるよう働
きかける。

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

進行管理シート≪主要事業≫の見方

基本政策１

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

令和元年度中に実施し

た内容に対する評価を

記載しています。 

評価は、 

 ・ａ達成 

 ・ｂ一部達成 

 ・ｃ未達成 

 ・ｄその他 

の4段階です。 

関連計画である「人口ビ

ジョン及びまち・ひと・

しごと創生総合戦略」の

どの事業と関連している

かを示しています。該当

がない場合は「－」で表

令和元年度に実施すべき

内容を記載しています。 
令和元年度中に実施した

内容を課ごとに記載して

います。 
今後実施する内容

を記載しています。 

各事業の決算額

を課ごとに記載

しています。 
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

政策調整
課

33 婚活支援事業

　県が主体のSAITAMA出会いサポートセン
ターに参加しました。
　昨年に引き続き、青年会議所主催によ
り、婚活イベントを9月22日(日)に開催しま
した。

a 達成

　引き続き、SAITAMA出会いサポートセ
ンター運営協議会に参加するとともに、
青年会議所による婚活イベント実施を支
援します。

0

商工課 33 婚活支援事業

　9月22日(日)に青年会議所が実施した婚活
イベント「はすコン」について、「商業団
体活性化推進事業費補助金」を活用し事業
支援を行いました。4件のカップル成立があ
りました。

a 達成
　R2年度も青年会議所と連携して婚活イ
ベントを実施していきます。

200

子ども支
援課

33 婚活支援事業

　埼玉県で実施している「SAITAMA出会いサ
ポートセンター運営協議会」へ加入し、ス
ケールメリットを生かした支援を行いまし
た。

a 達成

　SAITAMA出会いサポートセンターに登
録する市民を増やすため、埼玉県と連携
し、SAITAMA出会いサポートセンターの
出張登録会を市内で開催します。

54

不妊治療
費助成事
業

　高額の治療費がかかる不妊治
療について、経済的負担の軽減
を図るため、治療費を一部助成
する。また、夫婦そろって不妊
検査を実施した時の検査費の一
部助成を行う。

子ども支
援課

34 不妊治療費助成事業
　R1年度は不妊治療費は延べ48件、不妊検
査費は延べ18件、不育症検査費は1件の助成
を行いました。

a 達成
　事業のPRを積極的に行い、制度を利用
していただけるように努めていきます。

2,752

母子保健
推進事業

　妊娠、出産その後の育児を安
心して行えるようにするため、
妊産婦の健康診査や育児相談、
訪問指導を実施するとともに、
両親学級の開催等子育てに関す
る学習機会の充実を図る。

子ども支
援課

37

77

・母子保健推進員によ
る訪問活動の推進
・母子愛育会活動支援
事業

　母子保健推進員の訪問活動や愛育会の活
動に関する相談に対し、各地区担当保健師
がきめ細やかに対応しました。
　母子健康手帳交付時に一緒に交付する妊
婦健康診査助成券について、市役所での交
付時には必ず面接し、妊婦健康診査の必要
性について説明しました。

a 達成

　母子保健推進員の活動、愛育会の活動
に各地区担当保健師が丁寧に対応してい
きます。
　妊婦健康診査助成券を利用し、安心安
全な妊娠生活を送れるようにサポートし
ていきます。

45,565

2

3

1

婚活支援
事業（蓮
田で家族
になろ
う。事
業）

　出会いの場を提供するため
に、関係団体と連携しながら市
内の地域資源を活用した婚活イ
ベントを実施する。イベント参
加者に蓮田市の魅力を発信し、
愛着をもってもらうことで、新
しく家族になろうとする世帯が
蓮田市に住んでもらえるよう働
きかける。

基本政策１

R1年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

R1年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

庶務課

99

100

101

102

・男女共同参画社会づ
くり事業
・育児休業制度の普及
促進
・再就職・再雇用の情
報提供
・男性の子育て参加の
促進

　7月16日に男女共同参画行政推進会議を開
き、「はすだ男女共生プラン２０２５」の
平成30年度実施分の進行確認等を行いまし
た。また、11月18日には市内で働く女性を
対象に、「職場のメンタルヘルス対策」を
テーマに、女性活躍推進セミナーを開催
し、市内事業所などから計19人の参加があ
りました。

a 達成

　「はすだ男女共生プラン２０２５」に
基づき、各課で所管する事業が具体的に
実施されるよう進行管理を行うととも
に、男女共同参画推進に向けたセミナー
等の企画を実施していきます。

0

商工課

99

100

101

102

・男女共同参画社会づ
くり事業
・育児休業制度の普及
促進
・再就職・再雇用の情
報提供
・男性の子育て参加の
促進

　国・県などで行われるセミナーの開催案
内、制度に関する情報提供などを適宜行い
ました。
　9月13日に埼玉県と共催でシニア向けの就
職支援セミナーを開催しました。
 11月18日に庶務課と共同で、「職場のメン
タルヘルス対策セミナー」を実施しまし
た。

a 達成

　引き続き国・県などで行われるセミ
ナーの開催案内、制度に関する情報提供
などを行っていきます。
　県と共同でシニア向け就業支援セミ
ナーを計画していきます。

0

子ども支
援課

100

101

102

・育児休業制度の普及
促進
・再就職・再雇用の情
報提供
・男性の子育て参加の
促進

　年4回の両親学級(父親学級含む)を開催予
定でしたが、新型コロナウイルス感染症予
防のため、2月29日の両親学級(父親学級)を
中止しました。このため、例年より参加人
数は少なくなりましたが、父親５２人を含
め延べ１６７人の参加がありました。父親
に沐浴実習や妊婦体験ジャケットを着用し
てもらい、育児参加の促進をしました。

a 達成
　事業のPRを行い、父親の育児参加を促
していきます。

36

4

ワーク・
ライフ・
バランス
の推進事
業

　仕事と子育ての両立ができる
働きやすい環境づくりの推進の
ため、母子健康手帳交付時等に
おいて支援制度の周知に努める
ほか、両親学級において父親の
役割等の講話を実施するなど男
性の子育て参加の促進を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

R1年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

学校教育
課

40
小・中学生などと乳幼
児との触れ合いの推進

　中学生による社会体験チャレンジにおい
て、幼稚園や保育園での活動を通して乳幼
児との触れ合いを推進しました。また、中
学校3年生の家庭科の学習では、保育の分野
を学習しました。

a 達成

　引き続き、社会体験チャレンジで幼稚
園・保育園に中学生の受入をお願いし、
体験学習による乳幼児との触れ合いや、
中学校家庭科での保育の学習を通して理
解を深めていきます。

0

保育課 40
小・中学生などと乳幼
児との触れ合いの推進

　就学児が小学校１年生の教室に入り、授
業参観し、保育園児と小学生の交流を図り
ました。
　中学生が家庭科の授業の一環として保育
園を訪問し、園児と交流を図りました。
　中学生社会体験チャレンジ事業を通じ
て、保育園児と中学生の交流を図りまし
た。

a 達成
　今後も継続して事業を実施していきま
す。

0

政策調整
課

20
定住・子育て応援促進
サイト導入事業

　イベント等に参加した際、来場者にQR
コードを読み取っていただくことにより、
定住・子育て応援促進サイトにアクセスし
ていただきました。

a 達成
　イベント参加時などの機会を活用し、
引き続き関係人口や交流人口、移住・定
住人口の増加を目指します。

0

広報広聴
課

20
定住・子育て応援促進
サイト導入事業

　定住・子育て応援促進サイト内の情報を
再度見直し、さまざまな事業の進捗状況に
合わせて、新しい写真や情報への更新、提
供を行いました。

b 一部達成
　引き続き定住・子育て応援促進サイト
の内容の充実に努め、広く情報発信を行
いアクセス数の増加を図ります。

1,636

子育て世
代包括支
援セン
ター整備
推進事業

　妊産婦や母親の孤立感、負担
が高まる中、妊娠期から子育て
期にわたる切れ目のない支援を
行うために、子育て世代包括支
援センター事業を推進する。平
成３０年度の市役所内への開設
に続き、西口再開発ビル内への
設置を進める。

子ども支
援課

- -

　子育て世代包括支援センターでは妊娠届
出時に、必ず保健師等が面接を行い母子健
康手帳の発行をしているため、ハイリスク
のかたの早期発見、早期フォローに繋げら
れるよう努めました。また、相談室にて、
プライバシーに配慮した面接を行いまし
た。

a 達成

　病院との連携を密にし、妊娠期・出産
後のフォロー体制を充実させていきま
す。また、相談を受ける保健師等の専門
技術の向上を図ります。

337

5

　公式ホームページについて、
次期システムの検討、構築を行
う。並行して、定住促進サイト
「ちょうどいい蓮田」につい
て、アクセス数の増加を図るた
め、内容を充実させていく。

定住・子
育て応援
促進サイ
トの運営
事業

6

乳幼児と
のふれあ
いの推進
事業

　授業の一環として行う中学生
社会体験チャレンジ事業などを
通じて、子育てに関する知識を
習得できる機会を小・中学生に
提供し、子育てなどの意義に関
する普及啓発を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

予防接種
事業

　予防接種法に基づき、感染の
恐れがある疾病の発生及びまん
延を予防するために予防接種を
行い、公衆衛生の向上及び市民
の健康の保持に寄与していく。
　また、予防接種のお知らせや
市の子育て情報等をメールで配
信するサービスを行う。

子ども支
援課

42

43

・定期予防接種償還払
い事業
・子育て情報メール
サービス事業

　各予防接種とも例年通り実施しました。
県外での予防接種費の助成(償還払い)は、
14件の助成を実施しました。
　子育て情報メールサービスの登録人数は3
月末時点で3,317人です。

a 達成

　定期予防接種償還払い制度のPRに努め
ていきます。
　子育て情報メールサービスについて
も、機会を捉えてPRを継続していきま
す。
　R2年度10月からロタウイルスワクチン
が定期予防接種化予定のため、その準備
を行っていきます。

95,936

乳幼児健
康診査事
業

　乳幼児が心身ともに健康に発
育できるようにするため、乳幼
児の成長段階に応じて健康診査
を実施し、病気や異常の早期発
見や保護者への保健指導・療育
支援につなげる。

子ども支
援課

36
乳幼児健康診査事業／
乳幼児精密健康診査の
推進

　新型コロナウイルス感染予防のため、3月
の1歳6か月児健診と3歳児健診は中止としま
した。各健診の受診率は、3～4か月児健診
98.3％、9～10か月児健診98.3％、1歳6か月
児健診98.2％、3歳児健診95.9％でした。

a 達成

　4月時点では、5月までの各乳幼児健康
診査を中止していますが、再開した時に
来庁する母子が安心して健診が受けられ
るように準備を行います。

5,517

小児救急
医療体制
の充実

　子どもが必要な時に必要な保
健医療サービスを受けられるよ
う、休日等における急病者の医
療を確保する。
　利根保健医療圏医療連携推進
協議会（とねっと）による地域
医療ネットワークシステムの管
理・運営を支援するとともに、
病院及び有床診療所が輪番制で
救急患者の診療を行う東部北地
区の病院群輪番制病院運営事業
や小児救急医療支援事業の運営
に対して支援する。

健康増進
課

50
小児救急医療体制の充
実

　東部北地区第二次小児救急病院群輪番制
業務は、予定の日数を実施しました。 a 達成

  市民がいつでも安心して医療サービス
を受けられるように、引き続き「東部北
地区第二次救急の病院群輪番制病院運営
事業等」の支援を行います。また、蓮田
市医師会、南埼玉郡市医師会との協力体
制の整備及び幸手、加須保健所との連携
を図ります。

2,176

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

8

9

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）

10
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）

健康増進
課

115
健康はすだ２１（健康
増進計画）推進事業

　H30年度に策定した「健康はすだ２１（第
２次）改定版・蓮田市食育推進計画」に基
づき、地域の食生活支援のための情報共有
や団体ごとに食育推進の取組を実施しまし
た。
　食育推進員連絡会議では、「みんなで野
菜を食べよう」について、野菜ソムリエに
よる講演会などを実践し、食育推進員が提
案する野菜レシピを毎月ホームページ上で
周知することとし、3月分を掲載しました。

a 達成

　食育推進員を中心に「健康はすだ２１
（第２次）改定版・蓮田市食育推進計
画」に基づき、市民に対する食育推進の
活動を市全域で実施します。
　食育推進員が作成したレシピ集を活用
し、あらゆる機会をとらえて食育推進を
図ります。

30

学校教育
課

51 食育の推進

　県主催の「食育推進リーダー研修会」に
本市から4人が参加しました。
　各中学校に配置している栄養教諭や栄養
技師から児童・生徒に対して、栄養面等に
関する授業を実施しました。

a 達成

　食育推進リーダー研修会を周知し、参
加者の増加を目指します。加えて、多く
の教職員が食育について興味を持ち、自
己研修できるよう、研修会の内容につい
て情報提供していきます。

0

子ども支
援課

- -

　R1年度に実施した両親学級の栄養講話受
講者は44人でした。
　乳幼児相談での栄養相談者は延べ23人で
した。乳幼児健診での栄養相談は、3～4か
月児健診が延べ300人、9～10か月児健診が
延べ97人、1歳6か月児健診が延べ68人、3歳
児健診が延べ46人でした。3月の3～4か月児
健診、9～10か月児健診時の栄養相談は新型
コロナウイルス感染予防のため、健診の場
での栄養相談は実施せず電話対応としまし
た。

a 達成
　食育の必要性を乳幼児健診や両親学級
等の様々な機会を捉えてPRしていきま
す。

0

社会教育
課

51 食育の推進

　５期工事で食用植物であるアケビの植栽
が完了しました。
　市内小学校の歴史講座の際に、文化財展
示館や黒浜貝塚において、食用植物や貝塚
を用い縄文時代の食について説明を行いま
した。
　公民館では、近隣大学と連携して食に関
する講座を行いました。

a 達成

　今後も黒浜貝塚において食用植物の保
全や植栽を進めます。
　学校歴史講座や各イベントで、縄文時
代の食に関する説明を行い、歴史的観点
からの食育を推進します。
　公民館では、今後も講座が開催できる
よう、近隣大学と調整を図っていきま
す。

5

母子保健
推進事業

　妊娠、出産その後の育児を安
心して行えるようにするため、
妊産婦の健康診査や育児相談、
訪問指導を実施するとともに、
両親学級の開催等子育てに関す
る学習機会の充実を図る。

子ども支
援課

37

77

・母子保健推進員によ
る訪問活動の推進
・母子愛育会活動支援
事業

　母子保健推進員の訪問活動や愛育会の活
動に関する相談に対し、各地区担当保健師
がきめ細やかに対応しました。
　母子健康手帳交付時に一緒に交付する妊
婦健康診査助成券について、市役所での交
付時には必ず面接し、妊婦健康診査の必要
性について説明しました。

a 達成

　母子保健推進員の活動、愛育会の活動
に各地区担当保健師が丁寧に対応してい
きます。
　妊婦健康診査助成券を利用し、安心安
全な妊娠生活を送れるようにサポートし
ていきます。

45,565

11
食育の推
進事業

　健康はすだ２１（第２次）と
食育推進計画を一体化させた計
画を策定し、市全域で食育推進
に取り組み、妊娠期から子育て
期に対して食育の推進を図る。
　学校に対しては、栄養教諭に
よる食育授業の一層の推進を図
るため、生活科、総合的な学習
の時間、家庭科などの教科を通
して、生産や栄養のことなど食
についての学習を充実させる。
　食生活支援に関わる関係団
体、関係機関に対しては、地域
食生活支援推進会議を開催し、
地域で「食育」を推進する取組
が展開できるように働きかけ、
支援する。
　生涯学習分野においても、夏
と冬に中央公民館で開催してい
る子ども講座に食に関する講座
を取り入れ学習の場を提供する
ほか、黒浜貝塚整備において縄
文時代に食されていた植物を保
全・植栽し、歴史的観点からの
食育学習を推進する。

3
（再掲）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（３）幼児教育の充実促進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

子どもの
ための教
育・保育
給付事業

　認定こども園、保育園及び特
定地域型保育事業を運営する事
業者に対して、国の基準に基づ
く給付を行う。

保育課 60 保育園の整備・拡充
　認定こども園や保育園等の28施設に対
し、施設型給付費又は地域型給付費を給付
しました。

a 達成

　認定こども園、保育園及び特定地域型
保育事業を運営する事業者に対して、引
き続き国の基準に基づく給付を行いま
す。

373,899

子ども支
援課

66
子ども読書活動推進事
業の実施〈ブックス
タート事業〉

　社会教育課と連携し、3～4か月児健診時
にブックスタートを実施しました。

a 達成
　引き続き社会教育課と連携し、事業を
推進していきます。

0

社会教育
課

66
子ども読書活動推進事
業の実施〈ブックス
タート事業〉

　ブックスタートは乳幼児健診後に行って
いますが、健診開始前の待ち時間を活用
し、より余裕をもって対応する試みを始め
ました。R1年度は343人に絵本配布を行い、
20人に図書館の利用登録がありました。

a 達成

　今後も健診開始前の待ち時間を積極的
に活用し、親子に読み聞かせを行うこと
で、市民に絵本で繋ぐ親子の時間、ふれ
あいの時間を持つように啓発していきま
す。

501

子ども読
書支援セ
ンター
（多世代
交流サロ
ン）整備
事業

　子どもたちの豊かな感性、表
現力、想像力を高める読書の効
用を提供できる機会や本に親し
む環境を提供して子どもたちへ
の読書支援を行う。
　また、図書館施設の特性と地
域特性を生かしたサービスを提
供して様々な世代に対応した読
書環境の充実を図り、子どもか
らお年寄りまで多世代が利用で
きる読書環境づくりや子育て環
境の充実を推進する。

社会教育
課

65
子ども読書支援セン
ター〈交流サロン〉の
整備

　図書館サポーターや蓮田おはなしの会等
による各種イベントのほか、文化財展示館
との合同企画を開催し、子どもから高齢者
まで楽しめる機会を提供しました。また、
各事業ごとに関連する図書資料を会場内や
図書館入口付近に展示し、貸出を行いまし
た。
　新型コロナウイルスの感染症拡大防止の
ため、一部の行事を中止しました。

b 一部達成

　当日先着順の催しものについて、当日
知ったかたも気軽に参加できるようなイ
ベント表示を心がけるなど、引き続き
様々な世代が参加しやすい事業を行い、
図書館を身近に感じていただくことによ
り、読書環境を整えていきます。

0

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

12

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

13

ブックス
タート事
業（はす
ぴぃのふ
れあい子
育て「は
じめての
絵本」）

　乳幼児健診時に乳児とその保
護者に絵本を手渡し、読み聞か
せを体験していただくことによ
り、絵本を通して赤ちゃんと保
護者がゆっくりと向き合い、楽
しくあたたまる時間を持つきっ
かけ作りを行う。
　また、その後の健診や図書館
事業の中で、赤ちゃんと保護者
が一緒に本を開いて楽しんでい
けるようフォローアップを行
い、子育て支援の充実を図る。

14

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（１）子育て支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

子ども・
子育て支
援事業計
画の推進

　地域における子どもや子育て
家庭の状況に応じた子ども・子
育て支援を行うため、令和２年
度から令和６年度を計画期間と
する第二期子ども・子育て支援
事業計画に基づき事業を推進す
る。

子ども支
援課

55
60
61

73

・一時預かりの推進
・保育園の整備・拡充
・学童保育所の整備・
拡充
・地域子育て支援セン
ターの拡充

　H30年度に実施したアンケート調査等を基
に、4回の児童福祉審議会、パブリックコメ
ントを経て、子どもの貧困対策推進計画や
新・放課後子ども総合プランを含む第二期
子ども・子育て支援事業計画を策定しまし
た。また、概要版を合わせて作成し、市内
子育て支援施設に設置することで市民に周
知しました。

a 達成
　第二期子ども・子育て支援事業計画に
基づいた進行管理を行います。

2,80415

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（２）子育ての負担軽減

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

こども医
療費助成
事業

　子どもが必要とする医療が容
易に受けられるように、中学校
修了まで入院・通院に係る医療
費の一部を助成する。

子ども支
援課

35
周産期医療機関・小児
医療連携事業

　子どもが必要とする医療を容易に受けら
れるよう医療費の一部(保険診療分の一部負
担金)を助成することにより、福祉の増進を
図りました。

a 達成
　子どもが必要とする医療を容易に受け
られるよう、引き続き事業を実施しま
す。

183,799

保育料の
経済的負
担の軽減

　同一世帯から保育園等に入園
している第２子以降等の保育料
について軽減を図る。

保育課 53
保育料の経済的負担の
軽減

　蓮田市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の保育料に関する規則に基づ
き、保育料の軽減を図りました。

a 達成

　継続して蓮田市特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の保育料に関する
規則に基づき、保育料の軽減を図りま
す。

集計不可

子ども支
援課

54 多子世帯応援事業

　埼玉県で行っている第3子以降の子どもが
生まれた世帯に配布する「3キュー子育てチ
ケット」や多子世帯応援ショップ事業の情
報を掲載した子育てガイドブック改訂版を
発行し、制度の周知を行いました。

a 達成
　引き続き埼玉県と連携し、「3キュー
子育てチケット」や多子世帯応援ショッ
プ制度の周知を行います。

0

保育課 54 多子世帯応援事業

　埼玉県と連携し、保育園等に入園する第3
子以降の0歳児から2歳児クラスの児童の保
育料を無料にすることにより、多子世帯に
おける経済的負担の軽減を図りました。

a 達成
　制度の周知を徹底し、保護者の申請漏
れを防ぎます。

11,394

幼稚園就
園奨励費
の補助

　令和元年１０月に実施された
幼児教育無償化において、幼稚
園の利用料が無償化事業の対象
とされたため、本事業は同年９
月末で終了した。

保育課 64
幼稚園就園奨励費の補
助

　国庫補助を受け、幼児を私立幼稚園に通
わせている世帯に対し、入園料・保育料の
一部を所得に応じて補助を行いました。

a 達成
　R1年10月から実施された幼児教育無償
化に伴い、R1年9月末で幼稚園就園奨励
費の制度が終了となりました。

46,719

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

16

（参考）
総合戦略（関連計画）

17

18
多子世帯
応援事業

　埼玉県と連携し、保育園等に
入園する第３子以降の０歳児か
ら２歳児クラスの児童の保育料
を無料にすることや、第３子以
降の子どもが生まれた世帯を対
象にクーポン券を配布すること
により、多子世帯における経済
的負担の軽減を図る。
（※事業費は、負担減に伴う歳
入減を含めた表記としていま
す。）

19
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

子ども支
援課

55
56

57
58
60
61

62

63

73

・一時預かりの推進
・0－2歳児の受入枠拡
大〈地域型保育事業の
支援〉
・家庭保育室の支援
・延長保育の拡充
・保育園の整備・拡充
・学童保育所の整備・
拡充
・発達や個性に応じた
保育内容の充実
・保育士、学童保育所
指導員などの研修の充
実
・地域子育て支援セン
ターの拡充

　小規模保育施設「ゆめの木保育園」の開
設を支援し、8月に開園したことで定員が12
人増えました。
　また、国庫補助金を活用し、「とねの会
はすだ保育園」の開設を支援することで、
R2年4月に開園し定員が72人増えました。

a 達成

　第二期子ども・子育て支援事業計画に
基づき、民間保育園等の整備を支援し、
さらなる保育の受入枠の拡大を図りま
す。

173,602

保育課
60
61

・保育園の整備・拡充
・学童保育所の整備・
拡充

　R1年8月に小規模保育事業「ゆめの木保育
園」が開園しました。
　「とねの会はすだ保育園」について、R2
年4月の開園に向け準備を進めました。

b 一部達成

　保護者が安心して子どもを預け、子ど
もたちが快適に過ごせるように子育て支
援施設の充実を図ります。小規模保育事
業、私立保育園の整備について検討を進
めます。
　学童保育所については待機児童の推移
を捉えながら調査・検討を進めていきま
す。

227,387

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

20
待機児童
対策の推
進事業

　保育園については、老朽化し
た東保育園の改修を行うほか、
認定こども園や私立保育園に保
育を委託し、定員を増加するこ
とで保育の受入枠の拡大を図
る。
　学童保育所については、待機
児童の状況に応じて施設整備を
検討する。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

子ども支
援課

55
58

・一時預かりの推進
・延長保育の拡充

　西口再開発ビル子育て支援スペース内の
一時預かり保育室の整備に向けて、関係各
課と必要な検討を行いました。

a 達成
　西口再開発ビル子育て支援スペース内
に一時預かり保育室を整備します。

0

保育課
55
58

・一時預かりの推進
・延長保育の拡充

　保護者が一時的に保育できないときに、
中央保育園、閏戸保育園、黒浜保育園にお
いて一時預かりを実施しました。
　東保育園について、新たに、R1年11月か
ら一時預かりを開始しました。
　東保育園、中央保育園、蓮田みぬま保育
園において、保育時間の延長を行いまし
た。
　私立の保育園等に対して一時預かり事業
及び延長保育事業の補助を行うことによ
り、保護者のニーズに対応しました。

a 達成

　保育士の確保が課題であり、事業の拡
充のため、継続して保育士の確保に努め
ます。
　引き続き、中央保育園、閏戸保育園、
黒浜保育園、東保育園において一時預か
りを実施します。
　R2年4月から新たに「とねの会はすだ
保育園」において、一時預かり事業、延
長保育事業の委託を行い、保護者のニー
ズに対応していきます。

14,068

民間事業
者等によ
る放課後
児童健全
育成事業

　学童保育所の定員の増員、対
象児童の年齢拡大及び事業の効
率的な実施のため、民間に学童
保育所（放課後児童健全育成事
業）の委託を行い、事業実施に
係る委託費を支給する。

保育課 61
学童保育所の整備・拡
充

　保護者会が運営する学童保育所(ともだち
学童)に放課後児童健全育成事業の委託を行
いました。

a 達成

　今後も継続して保護者会が運営する学
童保育所(ともだち学童)に事業を委託
し、放課後児童健全育成事業を効率的に
実施します。

6,024

ファミ
リー・サ
ポート・
センター
事業の推
進

　女性の社会進出が進む中で、
仕事と子育てとの両立が課題と
なっており、地域において保育
などの援助を受けたい人と援助
を行いたい人を会員として登録
し、会員相互による子育ての相
互援助活動を支援するファミ
リー・サポート・センター事業
を推進する。
　西口再開発ビル完成に合わせ
て現在の勤労青少年ホームから
移転し、業務の拡充を図る。

子ども支
援課

71
ファミリー・サポー
ト・センター事業の推
進

　各種交流会を開催することで会員同士の
交流を図ったほか、育児の手助けを行う協
力会員の減少と高齢化が課題になっている
ことから、広報やホームページへの掲載、
「子育ての輪通信」及び「ファミリー・サ
ポート・センターだより」の発行を通じ、
協力会員の拡大に努めました。
　また、3月には学校等臨時休業を受けて利
用料の減免を実施しました。
【R2年3月末会員数】
依頼会員　351人
協力会員　 81人
両方会員　 36人
合計　　　468人

a 達成

　協力会員の不足と高齢化を解消するた
め、引き続き周知に努めファミリー・サ
ポート・センター事業の体制の充実を図
るとともに、西口再開発ビル完成後の移
転に向けて必要な事務手続きを進めてい
きます。
　また、学校等臨時休業時における利用
料の減免に引き続き取り組みます。

4,419

21
保育サー
ビスの充
実

　保護者が一時的に保育できな
いときのために、一時預かり事
業を実施する。中央保育園、閏
戸保育園、黒浜保育園に加え
て、令和元年度からは東保育園
でも一時保育事業を開始した。
　また、東保育園、中央保育
園、蓮田みぬま保育園におい
て、保育時間の延長を行う。
　私立の保育園等においても一
時預かり事業及び延長保育事業
の委託を行うことで、保護者の
ニーズに対応する。

23

22
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

家庭保育
室の支援
事業

　保護者の労働または疾病等に
より保育が必要となる３歳未満
の乳幼児を、蓮田市認可外保育
施設指導監督要綱に基づき安全
に保育する家庭保育室に保育委
託することにより、保護者が安
心して労働等に専念できる環境
を構築し、乳幼児の福祉の向上
を図る。

保育課 57 家庭保育室の支援

　蓮田市家庭保育室実施要綱に基づき委託
している中村家庭保育室等に対して、運営
費等の補助を行いました。
　年1回義務付けられている立入検査を実施
し、指導事項があれば適切な指導を行い、
保護者が安心して子どもを預け、子どもた
ちが快適に過ごせる環境づくりを行いまし
た。

a 達成

　中村家庭保育室の開所時間が短くなっ
たこと等から入所児童が少ない状況と
なっており、今後の事業継続について検
討していきます。

152

子ども支
援課

59 病児・病後児保育事業

　急な送迎や預かり、病児保育などファミ
リー・サポート・センターで対応ができな
い依頼に対して、緊急サポートセンター埼
玉に依頼し、サポートを行いました。
　また、保育園内で病後児保育事業ができ
るよう検討を行いました。
　3月には、学校等臨時休業を受けて利用料
の減免を実施しました。

a 達成

　引き続き事業を実施することでファミ
リー・サポート・センターで対応できな
い依頼に緊急サポートセンター埼玉で対
応するとともに、サポート会員の講習会
を実施し、登録会員の拡大を図ります。
　また、保育園内での病後児保育事業に
ついても引き続き検討を行います。
　学校等臨時休業時の利用料の減免につ
いても引き続き取り組みます。

869

保育課 59 病児・病後児保育事業

　窓口で病児保育事業を必要とする保護者
に説明を行っていますが、窓口での問い合
わせはほとんどありませんでした。
　R2年度開所の「とねの会はすだ保育園」
について、病後児保育事業の実施に向けて
医師会等との調整を行いました。

b 一部達成

　病児・病後児保育を必要としている保
護者に対して、緊急サポートセンター埼
玉に関する情報提供を行っていきます。
　R2年度10月からの病後児保育事業の実
施に向けて準備を進めていきます。

0

病児・病
後児保育
事業

　児童が病気または回復期にあ
り、保護者が労働等により保育
できない場合に、緊急サポート
センター埼玉にサポート会員と
して登録されている方が保護者
に代わって保育を行う。

25

24
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画

保育士、
学童保育
所指導員
等の研修
の充実

　各種研修会などを通じて、保
育士等の資質向上に努める。

保育課 63
保育士、学童保育所指
導員などの研修の充実

　保育士においては、埼玉県及び埼玉県保
育士会等主催の研修会に参加し、資質の向
上を図りました。
　学童指導員においては、埼玉県主催の放
課後児童支援員認定資格研修に参加し、放
課後児童支援員の資格を取得しています。

a 達成

　保育士については、今後も各種研修会
を通じ、保育士の資質向上に努めます。
　学童保育所指導員については、放課後
児童支援員認定資格研修を計画的に受講
させ、また、指定管理者による定期的な
研修も受講させ、資質の向上につなげて
いきます。

261

発達や個
性に応じ
た保育内
容の充実

　園児の発育・発達状況を把握
し、子どもの発達や個性に応じ
た保育の質の向上に努めるとと
もに、子どもの健康や安全に配
慮した保育内容の充実を図る。

保育課 62
発達や個性に応じた保
育内容の充実

　ことばの教室について、各園年2回、巡回
相談を実施しました。
　研修等を通して保育士の資質の向上を図
りました。

a 達成

　引き続き園児の能力や個性を尊重し、
それぞれの子どもの発達や個性に応じた
保育を実施します。
　研修等を通して、保育士の資質の向上
に努めます。

0

26

27
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（４）子どもと出かけられる環境の整備

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

公園整備
事業

　遊具や設備について安全点検
を行うとともに、計画的に修
繕・更新を行い、誰もが安心し
て利用できる公園にする。
　また、簡易児童遊園地につい
て、幼児を安心して遊ばせ、子
育て中の親同士の交流が図れる
よう、設置場所の見直し等につ
いて検討を行う。

みどり環
境課

69
140

・公園整備事業
・子育てにやさしい公
共施設などの整備

　西城沼公園・根ヶ谷戸公園のコンビネー
ション遊具、堤外公園のターザンロープ、
せいよう南公園の滑り台の更新を行いまし
た。
　西城沼公園の園路整備、椿山緑地の舗装
工事を行いました。
　せいよう北公園に水道新設工事を行いま
した。

a 達成

　引き続き遊具の修繕・更新を進めてい
きます。
　西城沼公園の木製迷路の撤去、根ヶ谷
戸公園親水施設設備更新工事等の公園施
設点検結果の良くない遊具・施設を優先
に、更新計画に沿った整備を行っていき
ます。

61,196

子育てに
やさしい
公共施設
などの整
備事業

　子育て中のかたが安心して利
用できるように、子育てにやさ
しい施設の整備を図り、多世代
交流の場としての環境整備を推
進する。

庶務課 140
子育てにやさしい公共
施設などの整備

　市庁舎1階男女トイレにおむつ交換台の設
置を行いました。

a 達成

　R1年までにひと通り必要な設備の設置
を行ったため、今後は子育て世代の来庁
の機会が多い子ども支援課、保育課等に
寄せられる市民の意見等を収集し、見直
しを行っていきます。

476

子育て情
報誌発行
事業

　市内の子育て支援施設、イベ
ントや子どもの健康に関するこ
と、児童手当やこども医療費助
成など、子育てに係るさまざま
な情報をまとめた冊子をゼロ予
算で作成する。幼稚園や保育園
の園児の保護者に配付するほ
か、図書館などの公共施設の窓
口に設置する。

子ども支
援課

30 子育て情報誌発行事業

　第3版となる子育てガイドブック2020を広
告収入により発行し、保育園や幼稚園、子
育て支援センター等子育て関係機関に配布
するとともに、転入や出生した子育て世代
に対して配布しました。

a 達成

　引き続き子育てガイドブック2020を転
入者や出生した子育て世代、関係機関等
に配布し、子育て情報の周知に努めま
す。

0

公開型地
理情報シ
ステム整
備事業

　市民サービスの向上を図るた
め、蓮田市地図情報システムに
情報を追加する。

都市計画
課

44
公開型地理情報システ
ム整備事業

　地図情報システムを最新のデータに更新
しました。

a 達成
　住民サービスのため、引き続き新たな
追加業務について検討します。

2,538

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

28

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

29

30

31

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（５）安心・安全

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

子ども110
番の家推
進事業

　犯罪から子どもを守るため、
緊急の避難場所として「子ども
１１０番の家」の設置箇所数の
増加を図る。

学校教育
課

52 子ども110番の家

　子ども110番の家に加盟をしている個人の
協力者や事業所に対して、引き続きの設置
をお願いするとともに、設置看板が老朽化
している箇所について交換を行いました。

a 達成

　引き続き、子ども110番の家の設置に
ついて、各小学校区ごとに継続をお願い
していきます。また老朽化した看板の更
新を進めます。

0

子育て世
帯向け防
災訓練事
業

　災害弱者となりうる子育て世
帯向けに防災訓練を実施し、子
育て世帯だからこそ知っておか
なければならない災害時に対す
る備えの普及啓発を行う。

危機管理
課

68
子育て世帯向け防災訓
練事業

　6月にパルシーで開催された「子育てでつ
ながろうMiNiフェスタ」にブースを出展し
ました。家具の転倒防止キットや防災紙芝
居等を使用し、防災について関心を持って
もらうことに加え、ライスクッキーやミル
クスティックなどを配布し、子育て世帯向
けの備蓄食料の紹介を行いました。また、
「子育て家庭のための防災ハンドブック」
を配布し、子育て世代に必要な災害時の備
えについて啓発を行いました。

a 達成
　引き続き、子育て世帯に焦点を当てた
啓発活動を行い、防災意識の高揚を図っ
てまいります。

42

教育総務
課

- -

　防犯カメラ等の設置を含めた安全対策の
充実のため、機材導入の方式（リースな
ど）や設置の箇所等、より具体的に調査・
研究し、実施に向けて検討を進めました。

b 一部達成

　防犯カメラの具体的な設置の場所を学
校と確認しながら、検討・協議し、仕様
を固めます。
　蓮田南小学校コンクリートブロック等
改修工事については、工事実施に向けて
調整を行っていきます。

6,315

学校教育
課

- -

　子どもたちの安心・安全な学校生活や学
校の教育的財産を守るために、防犯カメラ
の設置について、調査・研究を行いまし
た。

b 一部達成

　防犯カメラの設置については引き続き
検討・研究を進めます。
　また、学校施設の安全点検を確実に実
施し、子どもが安心して安全に学校生活
が送れるよう支援していきます。

354

子ども支
援課

- -

　西口再開発ビル内子育て支援スペースに
防犯カメラが設置できるよう関係各課と連
携し対応しました。また、新規開園した私
立保育園「とねの会はすだ保育園」に防犯
カメラの設置を求めました。

a 達成
　西口再開発ビル子育て支援スペースの
防犯カメラの運用方法等について検討し
ていきます。

0

保育課 67
地域で支える子育て支
援事業

　安全対策のために保育園、学童保育所、
児童センター等の公共施設に防犯カメラ等
の警備システムや避難階段等を設置し、子
どもの安全に配慮した施設の整備に努めま
した。

a 達成

　蓮田ねがやど学童通所見守り事業につ
いて、学童指導員による送迎業務を実施
し、継続して安全が確保されるよう対応
していきます。
　平野学童保育所について、老朽化した
空調設備交換工事を実施します。

4,184

R1年度
決算額
（千円）

32

33

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

34
公共施設
の安全対
策の充実

　安全対策のために学校や教育
センター、保育園、学童保育
所、児童センター等の公共施設
に防犯カメラ等警備システムや
避難階段等を整備し、子どもの
安全に配慮した施設の整備に努
め、子どもの安全を地域全体で
見守る環境づくりを推進する。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（６）子どもの権利の保障

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

児童虐待
防止対策
事業

　要保護児童対策地域協議会を
開催し、学校・児童相談所等の
関係機関と連携を強化するとと
もに、地域での見守り体制を充
実し、児童虐待防止対策の推進
を図る。
　また、児童虐待防止推進月間
の１１月を中心に関係機関と連
携し、児童虐待防止に係る啓発
活動を実施する。

子ども支
援課

- -

　児童相談所、関係機関及び地域との協力
で児童虐待の防止、早期発見、早期対応の
充実を図りました。
　また、埼玉県子どもを守るネットワーク
機能強化事業費補助金を活用し、虐待防止
の啓発グッズを作成し、窓口や親子の集ま
るイベント等で配布しました。

a 達成

　埼玉県子どもを守るネットワーク機能
強化事業費補助金を活用し、虐待防止の
啓発グッズを作成し、窓口や親子の集ま
るイベント等で配布し、引き続き児童虐
待防止の意識啓発を測っていきます。

140

福祉課 - -

　生活困窮世帯(生活保護世帯及び就学援助
費受給世帯)の主に中・高校生を対象(小学
生も対象)に、学習教室や家庭訪問を行い、
支援しました。

a 達成

　対象世帯の精神的な安定と事業効果の
継続的な検証が可能となることから、R2
年度以降も、「アスポート事業」と
「ジュニア・アスポート事業」を継続し
て実施し、生活困窮者世帯の子どもや親
に対して一貫性のある支援を行い、貧困
の連鎖を断ち切ることを目指します。

5,794

教育総務
課

- -
　情報収集を行いながら、給食費無償化等
の調査研究を行いました。

b 一部達成

　学校給食費の無償化については、導入
時に必要な事務経費や無償化の対象とな
る給食費相当額の財源確保など、さまざ
まな課題がある。今後も国や県、近隣市
町等の動向を注視しつつ調査研究を継続
していきます。

0

子ども支
援課

- -

　対象となる世帯に入学準備金の貸付やひ
とり親家庭等医療費、児童扶養手当の支給
を行いました。
　昨年度実施した「子どもの生活に関する
実態調査」に基づき、3月には子どもの貧困
対策推進計画を位置づけた第二期子ども・
子育て支援事業計画を策定しました。
　児童センターを貸し出すなど子ども食堂
の活動を支援しました。

a 達成

　引き続き、入学準備金の貸付やひとり
親家庭等医療費、児童扶養手当の支給を
進めるとともに、新型コロナウイルスの
影響で経済的に苦しいひとり親家庭等に
対して、臨時特別給付金を支給します。

224,119

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

35

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

36
子どもの
貧困対策
事業

　就学援助制度の充実ととも
に、入学準備金貸付制度や児童
扶養手当制度等の適正な運用を
図る。
　また、生活保護世帯や生活保
護に至る前の段階の自立支援施
策の強化を図るため、生活困窮
者等に対して自立相談支援事業
を実施するほか、生活困窮世帯
等の中高生への学習支援を行
う。
　なお、令和３年度からは、小
学生向けの学習支援事業を埼玉
県のモデル事業（平成３０年度
～令和２年度）を引き継ぎ、市
単独で実施する。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（１）健全育成

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

青少年健
全育成支
援事業

　青少年健全育成のための取組
として、青少年問題協議会の開
催や街頭キャンペーン等を実施
するとともに、青少年育成推進
員連絡会活動等への支援を行っ
ていく。

子ども支
援課

- -

　6月10日に青少年育成推進員連絡会の総会
を行いました。
　また、11月10日に市役所で行われた親子
ふれあい村において、火おこしイベントに
参加した親子に対して焼き芋を提供するほ
か、啓発品（ボールペン）を配布し、啓発
活動に努めました。

a 達成
　引き続き青少年育成推進員連絡会の活
動を支援するとともに、広報活動やイベ
ントにおける啓発活動を行います。

65

公民館な
どを利用
した子ど
も向け講
座の開催

　年２回、夏休みと冬休みに子
ども向け講座を実施し、子ども
たちに学習の場を提供する。

社会教育
課

78

110

・公民館などを利用し
た子ども向け講座の開
催
・生涯学習推進事業

　7月13日(土)夏期子ども講座を6講座実施
しました。また、7月20日(土)にも「植物の
持っている色の不思議～花の色素と酸・ア
ルカリ～」をテーマに日本薬科大学の協力
のもと実施しました。
　12月14日(土)冬期子ども講座を6講座実施
しました。また12月21日(土)には人間総合
科学大学にて「かぼちゃのカレー、スパ
ニッシュオムレツ、ひよこ豆とツナのサラ
ダ、タピオカミルクティー」と題して料理
を行いながら、講座を実施しました。

a 達成

　事業の充実が図れるよう講座内容、開
催日時など工夫することにより、より多
くの参加者を呼び込む企画立案、開かれ
た事業の展開を推進します。

85

社会教育
課

79
校庭開放など学校施設
の活用

　蓮田南小学校、黒浜小学校、蓮田北小学
校及び平野小学校の特別教室(家庭科室、図
工室、音楽室)の貸出を行いました。3月中
旬以降、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、貸出を休止しています。

b 一部達成

　新型コロナウイルスの感染拡大防止の
ため、貸出休止を延長しています。
　状況が好転し、貸出を再開した後は、
特別教室の有効活用を図るため、広報紙
等を通じて周知を行い、活用を促しま
す。

0

文化ス
ポーツ課

79
校庭開放など学校施設
の活用

　学校施設(小学校8校の校庭・体育館、中
学校2校の校庭)の貸出を実施しました。

a 達成
　安全な遊び場として地域で活用してい
だけるよう、学校施設の活用を進めてい
きます。

11

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

37

（参考）
総合戦略（関連計画）

38

39
学校施設
の活用

　休日などにおける安全な遊び
場、学び場の確保のため、学校
開放により校庭や特別教室の活
用を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（１）健全育成

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）

放課後子
供教室の
実施

　放課後や週末に小学校の教室
などを活用し、地域のかたが指
導者やボランティアとして参加
して、子どもたちとのスポー
ツ・文化活動、地域住民との交
流活動などを実施する。
　現在、黒浜南小、蓮田北小、
平野小の３校で実施している。

保育課 80 放課後子供教室の実施

　黒浜南小、蓮田北小、平野小の3校におい
て、放課後に小学校の教室などを活用し、
地域のかたが指導者やボランティアとし
て、子どもたちとのスポーツ・文化活動、
地域住民との交流活動などを実施しまし
た。
　3月については、新型コロナウイルスの感
染拡大防止のため、一部教室の開催ができ
ませんでした。

b 一部達成
　現在実施の3校については引き続き事
業を実施し、今後、実施校の拡大につい
て検討し、協力を依頼します。

59540
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（２）子育て支援拠点施設の整備・利用促進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

学校教育
課

73
地域子育て支援セン
ターの拡充

　蓮田市発達支援相談員、蓮田市教育相談
員、蓮田市教育センター等との連携を密に
し、児童・生徒、学校、保護者に支援を行
いました。

a 達成
　今後も各機関との連携を深め、児童・
生徒、学校、保護者への適切な支援を行
います。

0

子ども支
援課

- -

　西口再開発ビル内に設置する地域子育て
支援拠点施設の整備にあたり、保育園や子
育て支援センター、関係各課と連携しなが
ら運営方法等の検討を進めました。

a 達成

　西口再開発ビル内に設置する地域子育
て支援拠点施設に備品等を搬入し整備を
進めるとともに、運営方法等について、
引き続き関係各課と検討を進めていきま
す。
　また、民間が設置する地域子育て支援
拠点施設についても必要な支援を行って
いきます。

0

保育課
72
73

・つどいの広場の充実
・地域子育て支援セン
ターの拡充

　市内の公立の地域子育て支援拠点(中央・
閏戸・黒浜・おひさま・ぽこ)については、
継続して事業を実施しました。
　民設民営の認定こども園しらゆりの子育
て支援センターについては補助金の手続き
を実施しました。

a 達成

　引き続き、NPO法人ファイブピースに
子育て広場ぽこの運営事業を委託し、
ホームスタート事業を含めた子育て家庭
へのサポートを強化します。
　子育て支援センター会議の中で各施設
の抱える課題や情報を共有し、子育て支
援に活かします。
　西口行政センターの子育て支援拠点事
業の事業内容について、R3年度の実施に
向けて準備を進めていきます。

28,341

地域で支
える子育
て支援事
業

　地域に開かれた公立保育所を
目指し、地域住民との交流イベ
ントやサポーターを養成するイ
ベントを開催するほか、子育て
支援センターや子育て広場と連
携し、子育てを地域全体で支え
る。

保育課

67

72
73

74
75

76

・地域で支える子育て
支援事業
・つどいの広場の充実
・地域子育て支援セン
ターの拡充
・地域交流機会の提供
・子育てサークルの育
成支援
・子育てに関するボラ
ンティア活動の促進

　地域に開かれた保育園を目指し、地域住
民との交流イベントやサポーターを養成す
るイベントを開催するほか、子育て支援セ
ンターや子育て広場と連携し、子育てを地
域全体で支える支援を行いました。

a 達成
　R1年度末で、地域交流会サポーターの
登録者数は32人であり、登録者数50人を
目標に声掛けを行っていきます。

0

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

42

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

41

地域子育
て支援拠
点施設の
充実

　地域子育て支援センターにお
いて、子育て中の親同士、子ど
も同士が触れ合い、子育ての楽
しさを味わいながら安心して子
育てができるようサポートす
る。
　また、民間企業に子育て支援
拠点事業を委託し、その地域の
子育てをサポートできる体制を
構築するとともに、親子同士の
触れ合いの場や身近な子育ての
相談窓口として、西口再開発ビ
ルに地域子育て支援拠点施設を
整備する。
　学校教育においては、子ども
を育むさまざまな関係諸機関と
積極的に連携し、一人ひとりの
指導や支援に生かしていく。

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（２）子育て支援拠点施設の整備・利用促進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）

子育て世
代包括支
援セン
ター整備
推進事業

　妊産婦や母親の孤立感、負担
が高まる中、妊娠期から子育て
期にわたる切れ目のない支援を
行うために、子育て世代包括支
援センター事業を推進する。平
成３０年度の市役所内への開設
に続き、西口再開発ビル内への
設置を進める。

子ども支
援課

- -

　子育て世代包括支援センターでは妊娠届
出時に、必ず保健師等が面接を行い母子健
康手帳の発行をしているため、ハイリスク
のかたの早期発見、早期フォローに繋げら
れるよう努めました。また、相談室にて、
プライバシーに配慮した面接を行いまし
た。

a 達成

　病院との連携を密にし、妊娠期・出産
後のフォロー体制を充実させていきま
す。また、相談を受ける保健師等の専門
技術の向上を図ります。

33
7

（再掲）

-28-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

子ども支
援課

75
子育てサークルの育成
支援

　母子愛育会や家庭教育学級、NPO法人ファ
イブピース主催の「あずけっこ・はすだ」
に参加している方等に対して、サークルづ
くりの声掛けを行うとともに、家庭教育学
級OBOG会を開催し、新しい子育てサークル
づくりの働きかけを進めました。

a 達成

　引き続き、母子愛育会や家庭教育学
級、「あずけっこ・はすだ」に参加して
いる方等に対して声掛けを行うととも
に、家庭教育学級OBOG会の活動を支援
し、サークル活動普及の研究を行いま
す。

0

保育課 75
子育てサークルの育成
支援

　閏戸保育園子育て支援センターにおい
て、週1回サークル活動日を設け、会議室の
団体利用等、子育てサークル活動の支援を
行いました。

a 達成

　引き続き閏戸保育園子育て支援セン
ターにおいて、週1回サークル活動日を
設け、会議室の団体利用等、子育てサー
クル活動の支援を行います。
　子育て支援センターを利用している親
子にサークルづくりの声掛けを行いま
す。

6

社会教育
課

75
子育てサークルの育成
支援

　5月20日(月)～6月24日(月)にかけて、全6
回の講座を開催しました。1歳から3歳の子
どもを持つ保護者を対象に、「元気になれ
る子育て講座」を実施し、6名の参加者が子
育ての悩みなどについて熱心に話し合いを
行いました。

a 達成

　引き続き子育てサークルを支援し、子
育て世代の悩み・不安の解消及び孤立防
止に努めていきます。
　また、より多くの子育て世代の保護者
の方々が参加し、サークル化や交流活動
ができるようPRや支援方法を検討してい
きます。

30

子ども支
援課

76
子育てに関するボラン
ティア活動の促進

　子育てでつながろうMiNiフェスタや親子
ふれあい村のイベント開催を支援し、保護
者同士の交流を行いました。
　また、家庭教育学級を卒業される保護者
に保育ボランティアの周知を行いました。

a 達成

　引き続き、保護者同士の交流を行うイ
ベントの開催を支援するとともに、保育
ボランティアの高齢化が進んできている
ことから、新規ボランティアの募集を
行っていきます。

10

社会教育
課

-
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に蓮田市
社会教育関係団体に対する補助金を交付
し、活動を支援しました。

a 達成

　蓮田市子ども会育成連絡協議会からの
蓮田市補助金等交付申請に対して、「蓮
田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付します。

720

基本政策１

主要事業
№

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

43

子育て
サークル
の育成支
援事業

　子育てサークルに対して、子
育てに関する講座を実施し、活
動の場や情報の収集・提供の充
実を図る。子育て支援センター
や児童センター等に来所した親
子に対し、サークルづくりの声
掛けを行うとともに、会議室の
団体利用等子育てサークルの活
動支援を行う。
　また、子育てサークル活動の
活性化を図るための研修を充実
し、サークルの指導者の育成を
図る。

44
子育て活
動促進事
業

　保護者同士の交流を図ること
ができるよう、家庭教育学級活
動を支援する。
　また、子ども会活動等、地域
で活動する関係機関を支援する
ことで、地域の絆の深まりや教
育力の向上につなげていく。

-29-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

母子愛育
会活動支
援事業

　地域での母と子の健康づくり
と子育て支援を目的に活動して
いる母子愛育会の活動を周知
し、支援を行う。

子ども支
援課

77
母子愛育会活動支援事
業

　愛育会全体としては、5月に総会、4月と9
月に理事会、年2回全体研修会、定期的に班
長会を実施しました。
　各地区では、クリスマス会やハロウィン
等の様々なイベントを実施し、地域での交
流を図り、各地区担当保健師が支援を行い
ました。

a 達成

　妊娠届出時や乳幼児健診、新生児訪問
等あらゆる機会を捉えて母子愛育会のPR
に努めていきます。
　事務局として、愛育会へのフォロー体
制を継続していきます。

839

家庭教育
支援事業

　保育ボランティア組織の育
成、子育て学習講座を開設して
いく。
　また、親の子育て中の悩みや
不安を払しょくし、自信を持っ
て子育てができるよう、家庭教
育に関する学習機会の提供など
家庭の教育力の向上に向けた支
援を行う。

子ども支
援課

70 家庭教育支援事業

　幼児家庭向けに「WAになってしゃべろ
う」、主に小学校1年生を持つ家庭向けに
「委託家庭教育学級」、小学校2年生から中
学生を持つ家庭向けに「自主家庭教育学
級」を開催するとともに、入学時説明会等
の保護者が集まる機会を捉え、子育て講座
を実施しました。
　また、2月には子育て講演会をハストピア
で開催し、102人の保護者の参加がありまし
た。

a 達成

　引き続き家庭教育学級や「WAになって
しゃべろう」、子育て講座といった事業
を進めるとともに、学校の臨時休業中に
おける家庭の教育力の向上に向けて、情
報発信等による支援を行います。

3,536

社会教育
課

74 地域交流機会の提供

　図書館において、親子で参加できる「お
はなし会(乳幼児親子向け：よちよち、幼児
向け：てくてく、小学生向け：たかたか)」
及びその他のイベントを行い、多くの方が
来館しました。特におはなしひろばたかた
かについては、会場を2階から1階子どもの
本コーナー内に移す試みを行ったところ、
子ども達が気軽に参加しやすい環境となり
ました。
　新型コロナウイルスの感染症拡大防止の
ため、一部の行事を中止しました。

b 一部達成
　定例で行っているおはなし会を継続し
ていくほか、親子で参加できる事業を企
画していきます。

466

文化ス
ポーツ課

74 地域交流機会の提供

　10月20日「はすだスポーツフェスタ」で
は、親子種目やダンスなど子育て世代が楽
しめる種目を取り入れました。また、総合
文化会館では、ハストピア主催による親子
で参加できる催事「絵本のじかんだよ！(12
月14日)」を開催しました。

a 達成
　地域交流機会を提供できるイベント
や、子育て世代が楽しむことができるイ
ベントを検討・実施していきます。

0

46

47
地域交流
機会の創
出

　親子で参加できるイベントの
開催や子ども会などの地域活動
を支援し、交流機会の充実を図
る。

45
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

小・中学
校人権教
育推進事
業

　市内児童・生徒の人権作文・
人権標語への取組、各種人権教
育研修会の開催、人権教育研究
校の委嘱研究を通じて、児童・
生徒の人権教育に関する意識の
向上を図る。

学校教育
課

- -

　8月8日(木)に管理職人権教育研修会の講
師として、開善塾教育相談研究所から金澤
純三氏を招き、「不登校児童・生徒への支
援」というテーマで講演していただきまし
た。
　8月20日(火)に教職員の全体研修会の講師
として、公益社団法人埼玉犯罪被害者援助
センターか橋本隆史氏を招き、「被害者が
後遺障害を負った時」というテーマで講演
していただきました。

a 達成

　人権教育を推進させるためには、教職
員の人権感覚を常に磨く場(研修等)が必
要であり、今後も継続した取組を実施し
ていきます。
　現在の人権教育の課題に合致した研修
会の内容を工夫していきます。

680

心の教
育・教育
相談体制
づくり事
業

　児童・生徒に寄り添う教育相
談体制を構築し、心の教育の効
果的な推進、児童・生徒の望ま
しい成長と自己実現への支援を
行う。

学校教育
課

89

94

・心の教育・教育相談
体制づくり
・心のホット相談員の
配置（不登校児童・生
徒への支援）

　教育相談体制の充実を図るため、心の
ホット相談員を各中学校1～2名、市内全体
に9名配置しました。毎月、活動状況の報告
を受け、指導・支援を行いました。
　相談員等連絡協議会を4回行い、教育相談
担当の教員との連携を強め、教育相談体制
の充実に努めました。

a 達成
　引き続き、心の教育・教育相談体制づ
くりを推進し不登校児童・生徒への支援
を行っていきます。

9,384

発達支援
センター
推進事業

　発達支援センターにおいて、
運動やことば、コミュニケー
ションなどの障がいが気になる
子どもやその家族の相談を受
け、必要な支援を講じていく。

学校教育
課

- -
　発達支援相談室を保健センター内に開室
しました。発達支援員によるのべ相談件数
は100件を上回りました。

a 達成
　発達支援相談室の存在を広く周知し、
児童・生徒を支える方への支援を行いま
す。

1,253

特別支援
教育推進
事業

　蓮田市就学支援事業を実施
し、特別支援学級や通級指導教
室の支援を行い、個々に応じた
指導の充実を図る。

学校教育
課

- -

　児童・生徒の実態に応じた支援を行いま
した。
　就学支援事業では、保護者との合意形成
を図った上で、年2回の就学支援委員会等を
行い、児童・生徒の適切な就学先について
話し合いました。

a 達成
　各学校からの情報を集め、関係機関と
連携しながら、引続き児童・生徒がより
良い教育を受けられるよう努めます。

209

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

48

49

50

51
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

健康教育
推進事業

　各小・中学校で学校保健委員
会や蓮田市体力向上推進委員会
を開催し、新体力テストの結果
などから課題を明らかにし、そ
の解決に向けた取組を推進す
る。
　また、小・中学校体育連盟の
活動への支援を行う。

学校教育
課

88 健康教育の推進

　体力向上推進委員会を年2回実施し、児
童・生徒の体力向上の課題を確認しまし
た。R1年度は特に柔軟性と瞬発力が課題と
確認されました。
　また、体力向上推進のため、中学校での
授業研究会を実施しました。

a 達成

　R1年度と同様に、体力向上推進委員会
を実施し、児童・生徒の体力の向上に向
けた取組を実施します。
　また、各小・中学校体育連盟と連携
し、体力向上に関わる授業研究会を実施
していきます。

80

小・中学
校水泳指
導民間連
携事業

　学校における水泳の授業につ
いて、民間施設の使用、バスに
よる送迎、水泳授業における補
助指導などを行う。

教育総務
課

- -
　教職員の意見把握のための聞き取りや、
事業者との情報交換等を実施しました。

a 達成

　今後の民間委託実施に向けて、水泳授
業のカリキュラムや児童・生徒の移動手
順など、具体的な内容についてさらに協
議を重ねて調整していきます。

0

退職教員
による定
期的補充
学習推進
事業

　学習の遅れた児童・生徒を対
象に、退職校長及び教員を講師
として定期的に補充授業を行
う。

学校教育
課

- -
　学校応援団の取組として、テスト前など
定期的に学習支援を行いました。

b 一部達成
　人材の確保を行い、補充授業を充実さ
せていきます。

0

はすだっ
子ペンの
達人！事
業

　子どもの学力向上を目指し、
小・中学生を対象に、硬筆書写
技能検定の費用を公費負担し、
学力の基礎となる集中力・忍耐
力を身に着けさせる。

学校教育
課

87
一人ひとりを大切にし
た教育の充実（学力の
向上）

　「はすだっ子ペンの達人！」事業に係る
市内硬筆展覧会を市役所ロビーにて8月に行
いました。
　11月に市内小学校6年生と中学校2年生が
硬筆書写技能検定を受検しました。蓮田市
全体の合格率は、小学生が95.2％、中学生
が91.3％でした。

a 達成

　今年度もスムーズに「はすだっ子ペン
の達人！」事業を実施するため、教材の
入札や各学校への諸連絡等を適切に行い
ます。

2,072

理科支援
員の全校
配置

　現在、小学校８校に４校ずつ
隔年で１２日ずつ、１日３時間
程度配置している理科支援員を
全校に配置する。
　理科支援員の活動時間を拡充
し、理科教育の一層の推進を図
る。

学校教育
課

- -

　蓮田北小学校、黒浜小学校、黒浜西小学
校、黒浜北小学校で理科支援員が配置さ
れ、教職員の負担を軽減するとともに、理
科教育の一層の充実に努めました。

a 達成
　全小学校に理科支援員を配置するた
め、R2年度内に人材を確保し、全校配置
を目指します。

117

53

52

54

55

56
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

教育総務
課

87
一人ひとりを大切にし
た教育の充実（学力の
向上）

　4月6日時点の児童数を基準とし、非常勤
講師を蓮田南小学校、平野小学校、黒浜南
小学校及び黒浜北小学校の第1学年に1人ず
つ、黒浜北小学校の第4学年に1人配置しま
した。

b 一部達成

　経験豊富で優秀な臨時職員の人材確保
に努めるとともに、児童数に応じて、小
学校6年生までの対象拡大を図っていき
ます。

10,614

学校教育
課

87
一人ひとりを大切にし
た教育の充実（学力の
向上）

　小学校2年生の基準外教職員2人、指導方
法の工夫改善に伴う少人数加配教職員を小
学校8人、中学校7人を県費で配置しまし
た。各学校で、児童・生徒一人ひとりに応
じたきめ細やかな指導を工夫しながら行い
ました。

a 達成 　今後も引き続き行います。 0

中学校部
活動推進
事業

　生徒の体力の向上及び心の健
全育成を目指し、市内全５校に
部活動外部指導者を配置し、質
の高い専門的な技術指導によ
り、部活動を活性化を図る。

学校教育
課

90 中学校部活動推進事業

　H30年度に作成した「蓮田市立中学校部活
動の在り方に関する方針」に基づいて各中
学校で部活動が行われており、各部活動ご
とに活動方針と活動計画書が作成されてい
ます。また、それを各校のホームページで
公表しています。
　県のスポーツエキスパート事業からの補
助を受け、部活動外部指導者を20人配置し
ました。

a 達成

　県のスポーツエキスパート事業が終了
する予定であることから、市の部活動指
導員の制度構築を目指し、研究を進めま
す。制度構築後には、さらなる専門的な
技術指導を進めていきます。

695

外国語指
導助手招
致事業

　市内全中学校に各１名の外国
語指導助手（ＡＬＴ）を配置
し、中学校英語教育、小学校外
国語活動、国際理解教育の推進
を図る。
　また、小学校高学年での英語
の正式教科化を視野に、英語教
育を小・中学校で系統的に行え
るように検討する。

学校教育
課

92
外国語指導助手招致事
業

　6人体制で市内の中学校英語教育と小学校
外国語活動の充実に取り組みました。
　小学校での外国語活動の教科化に向け
て、年3回の推進協議会で小・中学校間での
連携が図れるよう努めました。

a 達成

　引き続き、外国語活動推進教師を中心
に各校の連携を図りながら。英語教育と
小学校外国語活動、国際理解教育を推進
していきます。

21,741

外国語指
導助手小
学校配置
推進事業

　全ての小学校に外国語指導助
手（ＡＬＴ）を常置して、小学
校における英語教育及び外国語
活動の充実を図る。

学校教育
課

- -

　小学校教員とのティームティーチングを
実施しました。また、各学校へのALTの指導
回数を増加させ、外国語活動の時間を増や
しました。

a 達成

　小学校外国語活動の教科化に対応する
ために、ALTの活躍の場を広げていきま
す。また、小学校教員との積極的な
ティームティーチングを支援していきま
す。

4,04160

　現在の国の基準では、１学級
の児童・生徒数の上限は小学校
１年生において３５人、それ以
外は４０人となっている。埼玉
県の基準により、小学校２年生
は３５人でも可、中学校１年生
は３８人でも可となっている。
本市では、小学校１年生は３０
人、小学校３年生は３８人に対
して１人の非常勤講師を配置し
ているが、対象の学年を拡大す
ることにより、よりきめ細かな
指導による児童・生徒の学力向
上を目指す。

59

58

57
少人数学
級の学年
拡大
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

小・中学
校英語教
育推進事
業

　市内小学校に英語教育（外国
語活動）サポーターを配置し、
外国語指導助手（ＡＬＴ）とと
もに小学校外国語活動を推進
し、将来、国際的視野に立って
活躍できる児童の育成を図る。

学校教育
課

93
小学校外国語活動推進
事業

　7人いる小学校外国語サポーターをALTと
ともに配置し、小学校の外国語の授業で担
任の先生を中心にした授業の支援を行いま
した。

a 達成

　サポーター登録者が増えるよう、引き
続き募集を行います。
　また、小学校担任やALTとの連携を取
り、授業の質の向上に取り組みます。

720

中学校国
際親善訪
問団派遣
事業

　国際社会に対応するため、異
文化に触れることにより国際的
視野、国際感覚を持った人材を
育成する。
　また、生徒の語学への意欲と
興味・関心を高める。

学校教育
課

91
蓮田市中学校国際親善
訪問団派遣事業

　19人の募集に対して41人の応募がありま
した。10回の事前研修会と、9日間の現地で
のホームステイや学校訪問を通じ、蓮田市
と現地校の交流を行いました。また、帰国
報告会では、生徒に経験してきたことを報
告してもらいました。

a 達成

　引き続き、19人の中学生を募集し、参
加する生徒の力を伸ばす研修と、現地で
の交流を支援し、国際感覚を持った人材
の育成に努めます。

3,01862

61

-34-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

小・中学
校大規模
改修事業

　児童・生徒が安全で快適な学
校生活を送れるよう、老朽化対
策に重点を置き、学校施設等の
整備を行う。

教育総務
課

- -

　主な事業として、蓮田北小学校特別教室
棟屋根改修工事、平野小学校旧校舎トイレ
改修工事の実施、黒浜中学校校舎の長寿命
化改修工事を行うための準備工事等を実施
しました。
　また、R2年度に向けて黒浜西中学校校舎
トイレ改修工事の設計委託などを実施しま
した。

a 達成

　引き続き、校舎トイレ改修工事や体育
館ウレタン塗装工事等を計画的に実施し
ていきます。
　また、黒浜中学校長寿命化改修工事に
ついては、学校や業者との調整を行いな
がら進めていきます。

80,693

小・中学
校校庭整
備事業

　土ぼこり対策や排水性向上等
を目的とした校庭整備を行い、
屋外教育環境の充実を図る。

教育総務
課

- -

　平野小学校及び平野中学校の校庭芝生管
理について、学校や関係団体の協力のほ
か、業者委託による維持管理を合わせて実
施します。
　また、維持管理団体の立ち上げに向けて
準備を進めていきます。

a 達成

　平野中学校については、引き続き県の
補助金を有効に活用し、芝生の維持管理
業務を委託します。
　また、平野小学校については、業者に
よる芝生維持管理委託と合わせて、学校
や関係団体の協力を得ながら芝生の良好
な状態を維持していきます。

1,556

学校給食
の充実

　児童・生徒に安心・安全な給
食提供が継続的に実施できるよ
うに、計画的な機器の更新や複
数年契約による安定した給食調
理業務を推進するなど給食運営
等の充実に努める。

教育総務
課

- -

　厨房機器保守点検の結果を踏まえて、老
朽化した備品更新を行いました。
　小学校5校・中学校5校の給食調理業務委
託について、指名競争入札を実施しR2年4月
1日から3年間の複数年契約を締結しまし
た。

a 達成

　安心安全な給食運営のため、引き続
き、老朽化した給食備品の更新に取り組
みます。
　今年度予定している、蓮田中央小学校
の給食調理業務委託契約の更新が滞りな
く行えるよう努めます。

210,367

小・中一
貫教育モ
デル校指
定事業

　９年間を見通した効果的な指
導により、中１ギャップ等の教
育課題を解決するための円滑な
小・中連携を充実させ、学力向
上を目指す。

学校教育
課

- -

　定期的に部会を開催し、教育課程の編成
に向けての改善点を検討しました。
　中学校教員による乗り入れ授業の教科を
拡大しました。
　研究収録を作成し、小・中一貫教育のメ
リットを市内の小・中学校や地域へ発信し
ました。

a 達成
　引き続き、円滑な小・中連携を充実さ
せるために、検討・改善を行い、その結
果を発信します。

200

基本政策１

主要事業
№

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

64

63

66

65
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策１

主要事業
№

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

情報化推
進事業

　全ての児童・生徒が情報を主
体的に収集・選択・活用・発信
し、豊かな創造性と応用力を育
成できるようにするために、情
報通信技術（ＩＣＴ）を活用し
た教育の充実に努める。

学校教育
課

- -

　新学習指導要領に基づくプログラミング
学習用ロボットの導入や、PC教室端末をタ
ブレットパソコンに入れ替え、アクテイブ
ラーニングの環境整備に努めました。

a 達成
　ICTを活用した教育に関する研修会を
開催し、教職員の資質向上に努めます。

62,516

就学援助
費の支給
事業

　経済的理由により就学困難な
児童・生徒を対象として、義務
教育が円滑に受けられるように
学用品費等の一部を助成する。
就学援助費の適正支給を行うと
ともに、就学援助制度の充実に
努める。

子ども支
援課

96 就学援助費の支給

　就学援助の認定・支給を行うとともに、
新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、
学校の臨時休校中の保護者の負担増を考慮
し、学校給食に相当する昼食費を支給しま
した。

a 達成

　要保護児童・生徒、特別支援教育就学
児童・生徒の国の単価引き上げに合わせ
て、準要保護児童・生徒の単価引き上げ
を行うとともに、新型コロナウイルスの
感染拡大を受けて、制度の周知や学校給
食に相当する昼食費の支給を引き続き行
います。

47,286

地域ぐる
みの子ど
も安全推
進事業

　登下校時の児童・生徒の安全
を確保するため、学校とスクー
ル・ガード・リーダーを中心と
した見守り活動の組織等との連
携により、地域防犯体制の確立
する。

学校教育
課

86
地域ぐるみの子ども安
全推進事業

　登下校時における児童・生徒の安心・安
全のために、スクールガードリーダーを中
心とした地域の見守り活動を行いました。

a 達成

　引き続き、各小学校区でスクールガー
ドリーダーを委嘱し、児童・生徒の安全
を確保し、地域の防犯体制を強化・確立
させていきます。

50

交通指導
員の配置
事業

　児童・生徒の通学時の安全を
確保するため、交通指導員によ
る登校指導を実施するほか、年
に４回開催される交通安全運動
街頭キャンペーンや各種講習会
において啓発を行う。
　また年間を通じて市内で開催
される各種イベントにおいて、
交通指導員を配置して交通警備
を実施する。

自治振興
課

97 交通指導員の配置

　4月～2月までの間、児童・生徒の登校指
導を実施しました。
　春・冬の全国交通安全運動街頭キャン
ペーンや12月18日の安心安全歳末一斉キャ
ンペーン団結式後に啓発活動を行いまし
た。
　5月9日に立哨指導講習会を実施し、5月12
日の「ふるさと水辺ウォーク」、8月24日に
「はすだ市民まつり」、9月7日の「蓮田市
総合防災訓練」、10月27日の「やさしさい
きいきフェスティバル」11月23日の「農業
まつり」、11月30日の「蓮田マラソン」に
おいて交通警備を行いました。

a 達成

　引き続き、交通安全運動街頭キャン
ペーンや各種講習会における啓発活動、
市内で開催される各種イベントに参加
し、交通事故の防止に努めます。

6,69470

69

68

67
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（３）学校の教育力の向上

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

開かれた
学校づく
り

　地域や社会に開かれた学校づ
くりを一層推進し、学校が家庭
や地域と連携しながら、特色あ
る教育活動を推進する。

学校教育
課

- -

　各学校にて2回学校評議員会を行いまし
た。
　9月～11月にかけ、各学校において、土曜
日の学校公開を行い、地域に開かれた学校
づくりを推進しました。
　各学校において、学校評価を行い、分析
を行いました。

a 達成

　引き続き、学校評議員会の開催、学校
評価の分析を行い、学校が家庭や地域と
連携しながら、特色ある教育活動を推進
していきます。

635

コミュニ
ティ・ス
クール導
入事業

　学校や子どもたち、家庭、地
域社会が抱えている課題を地域
ぐるみで解決し、子どもたちの
健やかな成長と質の高い学校教
育の実現を図るため、地域の力
を学校運営に生かし、「地域と
ともにある学校」を目指す。そ
のために、法律に基づいて保護
者や地域住民が学校運営に参画
するコミュニティスクールにつ
いて、モデル校を１校指定し、
３年間を目安に研究を実施す
る。その研究成果や国、県の動
向を注視しつつ、推進校の拡大
を図っていく。

学校教育
課

87
一人ひとりを大切にし
た教育の充実（学力の
向上）

　国、県の動向を注視しつつ、導入につい
ての研究を進めていますが、モデル校導入
までには至っていません。

c 未達成

　引き続き、国、県の動向を注視しつ
つ、導入についての研究を進め、モデル
校導入につなげていきたいと考えていま
す。

0

教職員の
資質向上

　各学校に研究費の補助を行う
とともに、教育委員会主催の各
種研修会や学校訪問を計画的に
実施し、教職員の資質の向上を
図る。

学校教育
課

- -

　蓮田市教職員全体研修会、人権研修会、
中堅職員育成講座、臨時的任用教員研修、
若手教員研修、児童生徒のより良い育ちを
サポートするための教育指導法研究講座
等、各種研修会を行いました。

a 達成
　今後も内容を見直しながら、教職員の
資質向上に努めます。

1,595

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

73

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

71

72

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（４）環境教育の推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

農地や林
などを活
用した環
境教育推
進事業

　蓮田市に広がる身近な緑であ
る農地や林を自然環境教育の場
として活用し、自然と触れ合い
ながらその大切さを学び、自然
との共生を図ることのできる人
づくりを推進する。
　また、将来の地域環境や自然
からの恩恵を受ける子どもたち
に対し、環境に対する理解を深
め、環境に配慮した行動を実践
できるよう環境教育を推進す
る。

学校教育
課

95
農地や林などを活用し
た環境教育の推進

　農業体験や自然体験が系統的、継続的な
取組になるよう、年間指導計画の見直しを
行いました。

b 一部達成

　引き続き、農業体験や自然体験が系統
的、継続的な取組になるよう、年間指導
計画の見直しを行い、自然との共生を図
ることができる人づくりを推進していき
ます。

0

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

74

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（１）相互扶助意識の高揚

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

庶務課 - -

　広報はすだの人権意識啓発コラム「人権
それは愛」を随時掲載し、R1年度は「さま
ざまな人権問題の解決に向けて」、「外国
人の人権」「子どもの権利条約」、「ハン
セン病について」をテーマに年4回掲載しま
した。

a 達成

　引き続き、埼葛12市町共同で行う「人
権それは愛」の年4回の広報への掲載を
継続し、人権について幅広く啓発活動を
行い、人権意識の向上を推進します。

0

商工課 - -
国・県などから得た情報の周知を行いまし
た。

a 達成
　引き続き、国や県などから得た情報の
周知を行っていきます。

0

福祉課 - -

　蓮田市社会福祉協議会と連携や協力をし
ながら、地域福祉の推進に努めました。
　また、蓮田市地域福祉計画策定委員会を
開催し、計画の進行管理を行いました。
　また、埼葛北地区地域自立支援協議会の
就労支援部会において、事例検討等も行
い、関係機関の情報交換を行いました。

a 達成

　庁内関係各課及び社会福祉協議会に事
業の進捗状況等について照会し、事業ご
とにまとめた内容をR2年度に開催する策
定委員会で報告します。
　また、引き続き、就労支援部会におい
て、適切な就労支援を研究していきま
す。

56

社会教育
課

- -
　各種研修会や講演会等を開催すること
で、あらゆる機会に意識啓発・広報活動を
行っています。

a 達成
　各種研修会や講演会等を開催すること
により、あらゆる機会で意識啓発・広報
活動を行っていきます。

0

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

（参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

75

意識啓
発・広報
活動推進
事業

　市民の生活全般にわたる福祉
の向上を図るため、地域福祉を
推進する。
　地域福祉推進の主体ともいえ
る市民の参加を得ながら、地域
の現状と課題を明らかにし、必
要なサービスを提供する体制を
計画的に整備するため、平成３
０年度から令和４年度までを計
画期間とする第２期蓮田市地域
福祉計画について、毎年度進行
管理していく。
　また、人権意識の高揚を図る
ため、埼葛１２市町共同で広報
はすだに年４回、時代背景やそ
の時期の話題を考慮した「人権
それは愛」を掲載し幅広く啓発
活動を行うとともに、障がい者
の就労支援への理解を促進す
る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（１）相互扶助意識の高揚

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

（参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

学校教育
課

89
心の教育・教育相談体
制づくり

　心のホット相談員、スクールカウンセ
ラーを計画通り配置しました。6月からス
クールソーシャルワーカーを1名配置し、連
携体制を強化しました。

a 達成

　R1年度から、小学校担当のスクールカ
ウンセラーが配置されたため、小学校で
の教育相談体制を強化することができま
した。今後、さらに連携体制を強化して
いきます。

0

社会教育
課

- -

　2月8日(土)・2月15(土)に「手話講座」を
2回開催し、19人が参加しました。
　2月22日(土)・2/29(土)も開催予定でした
が、新型コロナウィルス感染拡大を防止す
るために中止となりました。

b 一部達成
　福祉教育の推進・福祉意識の醸成を図
れるよう、講座内容の充実を検討しま
す。

20

福祉教育
の推進・
福祉意識
の醸成事
業

　学校において、福祉関係団体
や社会福祉協議会と連携し、福
祉教育の推進・充実を図る。
　また、公民館等を利用して、
福祉教育に関する講演会や各種
講座を実施し、福祉意識の醸成
を図る。

76
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（２）地域福祉環境の整備

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

長寿支援
課

74 地域交流機会の提供

　地域敬老会では、中学生の吹奏楽部の出
演や地域の子ども会の参加があり、高齢者
との交流が行われました。
　また、老人福祉センターでは高校生の就
業体験の受け入れや小学生バンドの演奏会
が行われました。

a 達成
　引き続き、地域敬老会や老人福祉セン
ターが行う企画等に対する支援を行い、
世代間交流の創出に努めます。

0

保育課 74 地域交流機会の提供

　さくら園と閏戸保育園において、イベン
トを通して障がい児との交流を行いまし
た。
　各園の園児が近隣の介護施設等を訪問
し、交流を行いました。
　まろにえ会や健康づくり推進員等のボラ
ンティア活動を行う地域の方々に、保育園
等に来ていただき、交流を行いました。

a 達成

　引き続き閏戸保育園とさくら園でクリ
スマス会や運動会等のイベントを一緒に
行い、障がい児との交流を行います。
　引き続き各園では介護施設等との交流
を行い、敬老会のプレゼンターやお遊戯
の披露等を行います。

0

学校教育
課

- -

　各学校において、運動会に地域の高齢者
を招待したり、ものづくり体験や昔遊び体
験、餅つきやおいもふかしなど、様々な交
流の機会を設けました。
　また、幼稚園・保育園の子どもたちを学
校に招待し、中学校での「3days」において
保育士体験を行などの交流を行いました。

a 達成
　今後も各学校の実態に応じて、多世代
の交流を実施していきます。

0

保育課 74 地域交流機会の提供

　保育園等での季節行事に、祖父母や地域
の高齢者を招待して園児との交流の機会を
設けるなど、地域での世代間交流を行いま
した。

a 達成
　引き続き、各保育園において、クリス
マス会や運動会等の行事に祖父母や地域
の高齢者を招待して交流を行います。

0

自治会の
活動支援
事業

　行政協力に対する交付金を自
治会に交付する。
　また、自治会活動の活性化を
図るため、蓮田市自治連合会が
行う事業や自治会活動の拠点と
なる自治会館等の施設の建築
費、補修費に対して、補助金を
交付する。

自治振興
課

118
自治会活動への支援事
業

 「蓮田市自治会活動交付金交付要綱」を定
め、R2年度から実施する自治会活動交付金
の交付準備を進めました。
　自治会館等の施設補修は、申請があった1
件(長崎第一自治会)について、年度内に事
業が完了しました。

a 達成
 引き続き、適正な補助金の交付に努
め、自治会活動の支援を行います。

497

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

77
地域交流
機会の提
供事業

　自治会等が主催する地域敬老
会や保育園、児童センター、公
民館などにおいて、異年齢児、
障がい児、高齢者などさまざま
な人々が地域で交流する機会を
創出する。

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）

79

多世代交
流の促進
事業

　保育園等での季節行事、小学
校での伝統文化伝承活動やもの
づくり体験などにおいて、祖父
母や高齢者を招待して地域での
世代間交流を促進する。

78
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（２）地域福祉環境の整備

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）

地域で支
える子育
て支援事
業

　地域に開かれた公立保育所を
目指し、地域住民との交流イベ
ントやサポーターを養成するイ
ベントを開催するほか、子育て
支援センターや子育て広場と連
携し、子育てを地域全体で支え
る。

保育課

67

72
73

74
75

76

・地域で支える子育て
支援事業
・つどいの広場の充実
・地域子育て支援セン
ターの拡充
・地域交流機会の提供
・子育てサークルの育
成支援
・子育てに関するボラ
ンティア活動の促進

　地域に開かれた保育園を目指し、地域住
民との交流イベントやサポーターを養成す
るイベントを開催するほか、子育て支援セ
ンターや子育て広場と連携し、子育てを地
域全体で支える支援を行いました。

a 達成
　R1年度末で、地域交流会サポーターの
登録者数は32人であり、登録者数50人を
目標に声掛けを行っていきます。

33
42

（再掲）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

社会福祉
協議会と
の連携強
化による
福祉サー
ビスの充
実

　社会福祉サービスの拠点であ
る社会福祉法人蓮田市社会福祉
協議会と市が連携を強化し、迅
速かつ効率的な福祉サービスの
充実を図る。

福祉課

17

41

98
108

109

・障がい者就労支援セ
ンター事業
・はすだ地域支えあい
サービス
・相談事業
・ひとり暮らし高齢者
等見守り事業
・ふれあいいきいきサ
ロンの運営

　蓮田市社会福祉協議会の運営について、
補助金を交付しました。これにより、社会
福祉協議会では、様々な事業を実施し、福
祉サービスの推進及び充実を図ることがで
きました。
　就労支援センター事業について、社会福
祉協議会に委託し、関係機関と連携して障
がい者の就労支援を行いました。

a 達成

　今後も運営費補助金を交付し、実施予
定の事業の確認や情報共有をし、密接な
連携や協力を行うことで、地域福祉の推
進に努めていきます。
　R2年度も同様に、社会福祉協議会に就
労支援センター事業を委託し、適切な就
労支援を行います。

79,005

福祉課 - -

　ボランティアコーディネーターを設置
し、ボランティア情報の収集・提供、ボラ
ンティア活動の受け入れ・調整、ボラン
ティアに関する講座等の開催等を通じ、ボ
ランティア活動の基盤整備等を行いまし
た。
　「ひとり暮らし高齢者等見守り事業」で
は消防署等と連携した安全対策を進め、
「ふれあい・いきいきサロン」や「はすだ
地域支えあいサービス」等の事業では連絡
会や講習会等を通じて活動者のスキルアッ
プを図り、高齢者への介護予防等の充実や
安心の確保に努めました。
○R1年度の主な実績
・ボランティア活動団体登録数　28団体
・ボランティア活動登録者数　497人
・ボランティア派遣件数　122件
（新型コロナウイルス感染拡大防止のため2
月下旬から活動依頼を中止しました）

a 達成
　引き続き、ボランティアコーディネー
ターを設置し、地域活動・ボランティア
活動の推進を継続していきます。

0

健康増進
課

- -

　食生活改善推進員が本部活動として実施
している伝達講習会や研修会、地域推進活
動として実施している男性の厨房教室、親
子料理教室、楽しく歩こう教室について、
助言や支援を行いました。

a 達成

　今後も引き続き食生活改善推進員の役
員会等に参加し、会の運営等に関する助
言や支援を行い、活動を支援していきま
す。また、食生活改善推進員養成講座で
ある「いきいき食生活教室」を毎年開催
し、会員数の増加につなげます。

148

長寿支援
課

- -
　老人クラブが実施する清掃活動や防犯パ
トロール等に対し、側面的な支援を行うこ
とにより、地域福祉の向上に努めました。

a 達成
　引き続き、老人クラブが行う地域活動
を支援していきます。

0

基本政策２

主要事業
№

80

ＰＬＡＮ
R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）

81

地域活
動・ボラ
ンティア
活動の推
進事業

　地域を基盤に活動するさまざ
まな団体やボランティア等が活
動しやすい環境を整備し、活動
を推進する。
　地域の老人クラブにおいて
は、「健康」「友愛」「奉仕」
の精神に基づき、身近な仲間と
支え合いながら実施する自主的
な清掃活動等に対する支援を行
い、地域福祉の向上を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ
R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）

福祉課 - -

　手話を広く周知していくため、手話奉仕
員養成講座(入門)(合計23回)を実施し、19
人が受講しました。
　また、社会福祉協議会の事業として、各
種のボランティア養成講習等を以下の日程
で開催し、担い手の育成に努めました。
・5～6月 地域ボランティア養成講習会
・8月、2月 ボランティアグループ連絡協議
会
・9～10月 点訳ボランティア養成講習会
・11月 アート・クラブ体験講座
　次世代の担い手育成の視点から、学校教
諭や教育委員会、ボランティア等の協力に
より、小中学校等での福祉教育支援、夏の
ボランティア体験等を行いました。
・夏のボランティア体験　15講座141名
・小中高校等での福祉教育　12校27講座
・県社協主催小中学校作文コンクール　応
募16作品(入選1)

a 達成

　R2年度に手話奉仕員養成講座(基礎)、
R3年度に手話通訳者養成Ⅰ課程を行い、
手話の普及に努めていきます。
　また、社会福祉協議会でも、引き続
き、各種のボランティア養成講座、学校
での福祉教育等を通じて、広く地域活動
の担い手育成を図っていきます。

510

長寿支援
課

- -

　地域敬老会が円滑に実施できるよう、
「実施の手引き」や「運営マニュアル」を
作成し配布しました。また、寿大学を老人
クラブ連合会と共催し、地域活動リーダー
の育成に努めました。

a 達成

　社会福祉協議会と協力し、引き続き地
域敬老会の開催を支援します。また、寿
大学を老人クラブ連合会と共催し、地域
の人材育成に努めていきます。

0

学校教育
課

- -
　福祉体験を総合的な学習の時間を中心に
実施しました。また、福祉施設の訪問を
行った学校もありました。

a 達成
　社会福祉協議会と連携し、福祉教育が
児童・生徒に正しく理解されるよう支援
していきます。

0

82

地域活動
の担い手
の育成事
業

　地域活動の担い手や地域の
リーダーとなる人材の育成を図
る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ
R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）

子ども支
援課

76
子育てに関するボラン
ティア活動の促進

　子育てでつながろうMiNiフェスタや親子
ふれあい村のイベント開催を支援し、保護
者同士の交流を行いました。
　また、家庭教育学級を卒業される保護者
に保育ボランティアの周知を行いました。

a 達成

　引き続き、保護者同士の交流を行うイ
ベントの開催を支援するとともに、保育
ボランティアの高齢化が進んできている
ことから、新規ボランティアの募集を
行っていきます。

10

社会教育
課

- 0
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に蓮田市
社会教育関係団体に対する補助金を交付
し、活動を支援しました。

a 達成

　蓮田市子ども会育成連絡協議会からの
蓮田市補助金等交付申請に対して、「蓮
田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付します。

720

44
(再掲)

子育て活
動促進事
業

　保護者同士の交流を図ること
ができるよう、家庭教育学級活
動を支援する。
　また、子ども会活動等、地域
で活動する関係機関を支援する
ことで、地域の絆の深まりや教
育力の向上につなげていく。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策２．障がい者支援

施策（１）自立支援体制

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

障がい者
支援体制
の確立
（自立支
援給付事
業）

　蓮田市障がい福祉計画に基づ
き、在宅サービス及び施設サー
ビスにおける介護給付事業を実
施し、障がいのあるかたへの支
援体制の充実を図る。

福祉課 - -

　介護給付費、更生医療給付費をはじめ自
立支援給付事業にかかるサービスの給付状
況に注意し、適正な予算執行に努めまし
た。

a 達成
　障がい者福祉サービスのニーズを把握
するとともに、給付状況を精査し、適正
な予算執行に努めます。

956,284

障がい者
支援体制
の確立
（地域生
活支援事
業）

　障害者の日常生活及び社会生
活を総合的に支援するための法
律に基づき、障がい者が自立し
た日常生活または社会生活を営
むことができるよう、相談支援
事業、コミュニケーション支援
事業、日常生活用具給付事業、
移動支援事業、日中一時支援事
業等を実施する。

福祉課 - -

　地域生活支援事業にかかるサービスの給
付状況に注意し、適正な予算執行に努めま
した。
　また、手話奉仕員養成研修(入門)のほ
か、職員向け手話講習会を実施しました。
　自立支援協議会においては、各部会やプ
ロジェクトを設置し、地域支援拠点整備な
どの障がい福祉施策を研究しました。

a 達成

　障がい者福祉サービスのニーズを把握
するとともに、給付状況を精査し、適正
な予算執行に努めます。
　地域生活支援拠点については、R3年度
の設置に向けて、蓮田市、白岡市、幸手
市、宮代町及び杉戸町で連携しながら、
運営や予算などについて検討を進めてい
きます。

56,124

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

83

84
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策２．障がい者支援

施策（２）社会参加に向けた環境整備

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

蓮田市障
がい者就
労支援事
業

　障がい者の一般就労機会の拡
大を図るとともに、障がい者が
安心して働き続けられるよう、
就労と生活の支援を総合的に実
施する。職業相談、就職準備支
援、職場実習支援、職場定着支
援等を行い、障がい者の自立と
社会参加を図る。

福祉課 17
障がい者就労支援セン
ター事業

　就労移行支援や就労定着支援などの障が
い福祉サービスについて、適正な支給決定
に努めました。
　また、障がい就者労支援センター事業を
社会福祉協議会に委託し、市と連携を行
い、重層的な就労支援を行いました。

a 達成

　引き続き、障がい者就労支援センター
事業について業務委託を行うとともに、
障がい福祉サービスの支給決定を適切に
行いながら、細やかな支援を行っていき
ます。

1,500

障がい者
作業所等
運営支援
事業

　障がい者の作業訓練や社会適
応訓練の場を提供することによ
り、積極的な施設利用を促し、
さらには社会参加の促進を図
る。

福祉課 14
精神障害者小規模作業
所等運営支援

　市所有の3施設(はすの実作業所、はなみ
ずき作業所、かもめ作業所)について、社会
福祉法人とNPO法人に施設運営を委託し、障
がい者の地域における生活支援を行いまし
た。

a 達成
　障がい者施設からの物品等優先調達の
推進など、これらの施設を円滑に運営で
きるよう必要な支援を行っていきます。

22

はなみず
き作業所
及び複合
施設整備
事業

　将来的な障がい者のニーズに
対応するため、老朽化した現在
の施設を複合施設として建て替
えるなどの検討を行う。

福祉課 - -

　12月議会で補正予算(委託料)が承認され
たため、はなみずき作業所等基本計画策定
業務委託契約を締結しました。
　また、複合機能の可能性や構造等の検討
を進めました。

a 達成

　はなみずき作業所等基本計画策定業務
委託において、様々な内容を検討し、R3
年度以降の設計、整備に反映していきま
す。

0

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

87

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

85

86

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（１）生きがいづくり・社会参加の促進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

高齢者の
生きがい
支援事業

　高齢者のかたがたの健康の増
進、教養の向上、話し合いやレ
クリエーションの場を提供する
ための施設の管理運営や、老人
クラブ連合会への補助金の交
付、寿大学の開催等を行う。
　高齢者に敬老の意を表すると
ともに、地域での高齢者見守り
の視点から、地域敬老会の開催
に対し、補助金の交付を行う。
　また、高齢者施策の充実と適
正な事業の推進を図るため、高
齢者福祉計画を策定する。

長寿支援
課

116
高齢者の生きがい支援
事業

　地域敬老会の開催地域が前年より増え、
58団体が開催しました。開催にあたり補助
金の交付を行い、側面的な支援を行いまし
た。
　老人福祉センターでは、小学生バンドの
演奏会や季節行事など、様々な催しを行い
ました。また、利用者へのサービス向上の
ため「ご意見箱」を設置しました。
　老人クラブ連合会へ補助金を交付し、連
合会主催のグラウンドゴルフ大会等を開催
し、高齢者の生きがい支援に努めました。
　蓮田市高齢者福祉計画2021・第８期介護
保険事業計画が策定に向け、アンケート調
査を実施しました。

a 達成

　高齢者の健康増進や教養の向上や話し
合いの場となっている老人福祉センター
の老朽化が進んでいるため、安心して利
用できるよう施設の環境整備に努めてい
きます。また、引き続き地域敬老会や老
人クラブ連合会への補助金交付や事業開
催の支援に努めていきます。

52,459

シルバー
人材セン
ター支援
事業

　蓮田市シルバー人材センター
が、高齢者の定年退職後等にお
いて、補助的、短期的な就業を
通じて自己の労働能力を活用
し、自らの生きがいや社会参加
への就業機会の増大を図るため
に行う事業や活力ある社会づく
りに寄与するために行う事業等
に対して、補助金を交付する。

長寿支援
課

15
シルバー人材センター
支援事業

　シルバー人材センターの事務所移転が完
了し、R2年4月1日に市役所西棟内に新事務
所が開設されました。
　高齢者の就業機会の増大を図る事業等に
補助金を交付しました。

a 達成
　引き続き、シルバー人材センターに、
高齢者の就業支援となる事業への補助金
を交付していきます。

16,700

（参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

88

89

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

高齢者の
総合相
談・権利
擁護事業

　高齢者や認知症のかたなどの
介護や生活、健康などの相談を
受けるとともに、消費者被害や
高齢者虐待などの権利擁護に関
する相談支援を実施する。

在宅医療
介護課

- -

　2か所の地域包括支援センターで、介護や
生活、健康、権利擁護など、3,202件の相談
に応じました。
　地域包括支援センターのパンフレット
を、窓口相談や家庭訪問、出前講座受講者
などに配布して高齢者の総合相談窓口の周
知しました。

a 達成

　支援を必要とする高齢者が速やかに必
要な支援につながるよう、高齢者の総合
相談窓口である地域包括支援センターの
周知を継続して行う必要があります。R3
年度も、地域包括支援センターのパンフ
レットを活用し、相談窓口や訪問、高齢
者が集まる場所等で周知に努めながら、
関係機関と連携した相談対応を行ってい
きます。

38

高齢者見
守り支援
ネット
ワーク事
業

　在宅の高齢者や認知症のかた
が家族や地域から孤立すること
を防止するために、日常生活に
おける問題を早期に発見し、住
み慣れた地域で安心した生活を
確保できるように支援する。

在宅医療
介護

107
高齢者見守り支援ネッ
トワーク事業

　見守り支援ネットワーク登録事業所が集
う会議を開催し、地域での見守り活動につ
いての講演会を実施し、見守りの視点の共
通認識を図りました。会議に欠席した登録
事業所を個別訪問し、会議資料を配布し情
報共有を図りました。

a 達成

　事業を継続し、ネットワーク参加団体
のさらなる充実と、研修会等の会議開催
により、見守り活動の継続的な実施と連
携強化を図ります。

50

在宅医
療・介護
の連携体
制の充実

　医療と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けることができる
よう、在宅医療と介護を一体的
に提供するため必要な支援を行
う。
　事業の推進にあたっては、独
立行政法人国立病院機構東埼玉
病院、医師会、歯科医師会、薬
剤師会及び介護事業所などの医
療・介護関係機関や関係市町村
などと緊密に連携し、多職種連
携・協働による包括的かつ継続
的なサービスの提供を可能とす
る環境整備を推進する。

在宅医療
介護課

106
在宅医療・介護の連携
体制の充実

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実施
し、一体的なサービス提供のための情報冊
子の作成・公表を行いました。
　「在宅医療・介護関係者連携会議」、
「作業部会」、「代表者会議」を開催し、
在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策
の検討を行ました。
　障がいや難病の支援、成年後見制度な
ど、社会的支援をテーマにした在宅医療・
介護関係者研修の開催により、関係者の資
質向上を図りました。
　地域住民への在宅医療の普及・啓発(オリ
ジナルエンディングノートの作成・在宅介
護教室開催、出前講座実施、出前保健室相
談実施等)を行いました。
　在宅医療連携拠点の設置を継続し、在宅
医療相談窓口の運営、医療機関と訪問看護
事業所の連携会議を開催し体制構築に取り
組みました。

a 達成

　南埼玉郡市医師会に委託して進めてい
る在宅医療連携拠点の機能を継続し、さ
らに高めていくため、医師会、(独)国立
病院機構東埼玉病院、協定市町(久喜
市、白岡市、宮代町)との連携をさらに
進めます。また、入退院時の支援体制を
整備し、在宅療養と入院の連携を強化し
た切れ目のない医療・介護体制構築の取
り組みを具体化します。
　市民への普及啓発に関しては、特に関
心が高いエンディングノートの活用を足
掛かりに、多くの方に関心を持っていた
だき、医療や介護が必要になっても在宅
生活を継続することについて考えていた
だく事業を展開します。

6,003

R1年度
決算額
（千円）

90

91

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

92

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）
ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

公共交通
整備事業

　公共交通の利便性向上を図る
ための事業を推進する。
　路線バス事業者に超低床ノン
ステップバスを導入するための
事業費を補助する。

都市計画
課

104
超低床ノンステップバ
ス導入促進事業

　蓮田サービスエリア(上り線)に、バス転
回場を整備しました。
　新たに、バスまちスポット3か所、まち愛
スポット2か所を指定しました。

b 一部達成

　引き続きバス事業者と情報交換を行
い、超低床ノンステップバスの導入を推
進していきます。
　バス路線マップを更新し、配布しま
す。

12,522

高齢者援
護・措置
事業

　援護が必要な高齢者に対し、
各種高齢者福祉サービスの提供
や介護保険施設への入所措置等
を実施する。
　成年後見センター（仮称）に
ついて、社会福祉協議会など関
係機関と情報交換や協議を行
い、設置に向けた研究や取組を
推進する。

長寿支援
課

- -

　高齢者福祉サービスが円滑に利用できる
よう、民生委員等の協力を得て、サービス
の周知に努めました。
　また、社会福祉協議会、福祉課と後見セ
ンター(仮称)について話合いを行いまし
た。
　3月に企画した成年後見制度・市民後見制
度の講演会は新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止としました。

b 一部達成

　引き続き、高齢者福祉サービスの周知
に努め、必要なかたにサービスが提供で
きるよう民生委員との連携に努めます。
　また、成年後見制度の周知・啓発のた
めに講演会を行っていきます。

16,593

93

94
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

介護保険
事業（介
護保険運
営事業）

　第７期介護保険事業計画（平
成３０年度～令和２年度）の介
護サービス利用料と介護給付費
の見込み量に基づき、介護保険
給付が適正に行われるよう事業
を推進していく。
　また、地域密着型サービス事
業者が新たに事業を展開する
際、建設や備品整備にかかる費
用の一部を補助する。

長寿支援
課

- -

　認知症対応型共同生活介護(グループホー
ム)1事業所の開設にあたり、備品整備等に
かかる費用の一部について、事業者へ補助
金を交付しました。
　その他、介護保険法施行令の改正に伴
い、低所得者の保険料率について引き下げ
を行うとともに、ケアプラン点検等を行う
ことにより、介護給付の適正化を図りまし
た。

a 達成

　介護保険制度の改正内容等に注視しな
がら、引き続き、持続可能で安定的な事
業運営を行っていきます。
　また、介護の需要等を適格に把握し、
介護老人福祉施設などの整備を図ってい
きます。

4,701,551

長寿支援
課

- -
　高齢者の安否確認を目的とした配食サー
ビス事業をはじめ、介護相談員事業や徘徊
高齢者等家族支援事業を行いました。

a 達成
　介護保険事業の適正化や高齢者支援の
推進を一層図るため、引き続き、任意事
業を実施していきます。

2,858

在宅医療
介護課

116
高齢者の生きがい支援
事業

　市内2か所の地域包括支援センターを運営
し、地域包括ケアの充実に取り組みまし
た。関係団体と連携しながら8回の自立支援
型地域ケア会議、5回の課題抽出型地域ケア
会議を実施し、高齢者の包括的な支援を行
いました。また、R3年4月に地域包括支援セ
ンターを増設する方向で調整を行いまし
た。
　高齢者の生活に密着した課題抽出を行
い、必要な仕組みの創出を目指し、5つの中
学校区ごとに「地区協議体」と「生活支援
コーディネーター」を設置し、協議を始め
ました。
　認知症の人や家族の相談を早期に受け、
家庭訪問等の支援を行う初期集中支援推進
事業は12件相談を受け、20回訪問しまし
た。また、家族のつどいを5回、認知症サ
ポーター養成講座を16回開催しました。

a 達成

　地域包括支援センターの運営について
は、2か所での継続した活動を行いなが
ら、１か所増設に向けて準備を進めま
す。
　生活支援体制整備事業は、5つの地区
協議体の運営を通し、生活支援コーディ
ネーターを中心に地区ごとの課題解決に
取り組みます。
　認知症総合支援事業は、初期集中支援
推進事業、家族のつどい、認知症サポー
ター養成講座等の事業を継続し、徘徊高
齢者を見守るツールの普及を図ります。

40,817

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

96

介護保険
事業（地
域支援事
業）

　高齢者が住み慣れた地域でそ
の人らしく住み続けていけるこ
とを目的として、地域の実情に
応じた必要な支援を行う。地域
包括支援センターを運営し、包
括的支援事業（介護予防支援事
業、総合相談支援業務、権利擁
護業務及び包括的・継続的ケア
マネジメント支援業務、地域ケ
ア会議、生活支援体制整備事
業、認知症総合支援事業等）及
び任意事業（介護給付費等適正
化事業、家族介護支援事業等）
を実施する。
　また、新たな地域包括支援セ
ンターの増設に向け、準備を進
める。

95
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

介護予
防・日常
生活支援
総合事業
（地域支
援事業）

　支援を必要とする高齢者に対
し、状態の悪化防止や活動的な
生活を送ることができるよう、
運動や交流の場としての通所型
サービスや生活支援等の訪問型
サービスを提供する「介護予
防・生活支援サービス事業」を
実施し、「介護予防ケアマネジ
メント事業」により自立した生
活を送ることを支援する。
　また、高齢者が地域での介護
予防の活動に参加し、役割を
もって自立した生活を続けられ
るための普及啓発や地域活動支
援等を行う「一般介護予防事
業」を実施する。
　住民が主体的に取り組む体操
教室の立ち上げを支援し、要介
護状態となっても高齢者自身が
社会参加することによる生きが
いづくりと地域で支え合う体制
を構築することによる介護予防
の推進を図る。

在宅医療
介護課

- -

　介護予防・生活支援サービス事業につい
ては、サービス提供事業者の指定を行い、
十分な提供体制を整えました。
　一般介護予防事業は、介護予防教室や認
知症予防講座を開催しました。本教室や講
座に、延べ1,330人の高齢者の方が参加し、
介護予防の活動に取り組みました。
　住民主体の介護予防事業「はすぴぃ元気
体操」は、今年度新たに6グループの立ち上
げ支援及び既存の30グループの活動継続支
援を行いました。また、体操の指導者とな
る介護予防サポーター(スマイルフィット)
の新たな養成や、既に活躍しているサポー
ターへのフォローアップを行いました。

a 達成

　介護予防・生活支援サービス事業は、
サービスの利用状況を把握しながら、自
立した生活の支援を目指し、継続実施し
ます。
　一般介護予防事業は継続して実施し、
介護予防に取り組む高齢者を増やしてい
きます。
　住民が主体的に取り組む「はすぴぃ元
気体操」は、更なる普及を目指すととも
に、活動継続の支援を行います。

51,69797
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（１）心と体の健康づくり

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

心の健康
相談事業

　精神保健福祉士及び保健師に
よる心の健康に関する相談を実
施するとともに、一人ひとりが
心の健康について考える機会と
して、心の健康講座等を実施
し、正しい知識の普及と意識の
啓発に努める。
　また、世界自殺予防デーに合
わせて自殺予防啓発街頭キャン
ペーンを実施し、自殺予防ゲー
トキーパー養成講座の開催や自
殺予防啓発記事の広報掲載を行
うほか、埼玉県の自殺対策計画
策定を受けて蓮田市自殺対策計
画の策定を行う。

健康増進
課

112 心の健康相談

　精神保健福祉士における相談と併せて、
保健師が随時相談や訪問を行い、精神保健
に関する相談体制の推進を図りました。
　9月の自殺予防週間に合わせて自殺予防街
頭キャンペーンを実施し、相談窓口の周知
啓発に努めました。
　こころの健康講座として、民生委員と庁
内職員を対象に、自殺予防ゲートキーパー
養成講座を開催しました。
　精神保健福祉関係者連絡会を開催し、精
神保健医療福祉に対応する地域包括ケアシ
ステム構築に向けて情報共有を行いまし
た。

a 達成

　継続事業として①こころの健康相談、
②精神保健関連講座、③自殺対策街頭
キャンペーンを実施します。
　自殺予防対策庁内連携会議を定期的に
開催し、自殺対策計画の進行管理につい
て検討します。
　庁内の相談業務での連携方法について
検討します。
　リーフレット等を配布し、相談窓口等
の周知を図ります。

232

がん検診
事業

　がん検診による早期発見・早
期治療の推進を図り、がんの死
亡率を減少させることを目的
に、国の定める「がん予防重点
健康教育及びがん検診実施のた
めの指針」に基づき、各種がん
検診を個別検診と集団検診の併
用で実施していく。
　また、がん予防の普及啓発に
より、がんやその他の疾病の予
防及び健康づくりへの意識付け
を図っていく。

健康増進
課

113 がん検診事業

　がん検診受診者にとっての利便性を考慮
し、個別検診と集団検診を併用して実施し
ました。また個別検診については、受診率
向上のため、個別に通知しました。
　無料クーポン対象者及び69歳までの未受
診者に対して再勧奨を実施しました。
　託児付きの女性向けの市民講座において
乳がん自己触診法とがん検診の周知を行い
ました。
　乳がん及び子宮頸がん集団検診の際、託
児を可能とし、若年層の受診率向上に努め
ました。
　やさしさいきいきフェスティバルにて、
乳がん自己触診法についてのブースを設
け、若年層への周知に努めました。

a 達成

　引き続き、国庫補助金を活用し、案内
通知をより分かりやすい内容に改善して
送付します。
　精密検査未受診者に対し、再々勧奨と
して電話連絡を行います。
　学校や家庭教育学級等を通じて、若年
層へのがん検診の啓発事業を実施してい
きます。

78,27099

98

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（１）心と体の健康づくり

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）

特定健康
診査、特
定保健指
導事業

　平成３０年度から第３期特定
健診等実施計画に基づき、特定
健康診査・特定保健指導を実施
する。
　特定健康診査受診者が生活習
慣改善や医療受診につながるよ
う支援し、生活習慣病の予防を
図るほか、糖尿病性腎症が重症
化するリスクが高いかたを対象
に、医療受診を促すとともに、
生活習慣改善のための支援を実
施する。

健康増進
課

114
特定健康診査、特定保
健指導

　対象者全員に対して、案内通知、健診受
診券を送付し、受診勧奨を行いました。
　特定保健指導の実施率向上を目的とし、
事業者委託方式と健康増進課保健師等によ
る直営方式の併用にて実施しました。
　「糖尿病性腎症重症化予防対策事業」
は、対象者へ案内通知を送付し、受診勧
奨、保健指導を実施しました。

a 達成

　特定健康診査の勧奨通知を早期に発送
することにより、比較的予約が取りやす
い時期に受診者数を増やすような周知を
行います。
　特定健康診査の自己負担金をなくし、
より受診しやすい体制整備を図ります。
　引き続き直営による特定保健指導も実
施し、実施率向上を目指します。

56,984100
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（２）地域の健康づくりの推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

健康づく
り推進事
業

　市民一人ひとりが自らのライ
フスタイルに合った健康づくり
を主体的に実践できるよう、地
域、団体、行政が一体となり、
市全域で健康づくり運動を推進
する。健康づくり推進員の育
成、情報交換、健康増進事業を
はじめ、地域で健康に関する知
識の普及啓発を図る。
　また、食べることは生きる上
での基本であり、心と体の健康
を支えるために欠かすことので
きない営みである。「食育」を
妊娠期から高齢期まで総合的か
つ計画的に推進するため、健康
はすだ２１（第２次）と食育推
進計画を一体化させた計画を策
定し、地域食生活支援推進連絡
会の開催をはじめ、健康づくり
推進員と協力して「食育」に関
する施策の充実を図る。

健康増進
課

115
健康はすだ２１（健康
増進計画）推進事業

　H30年度に策定した「健康はすだ２１（第
２次）改定版・蓮田市食育推進計画」に基
づき、市全域で健康づくりの取り組みを実
践しました。
　健康づくりを推進するためのプロジェク
トについて、健康づくり推進員連絡会議で
は、「日頃の活動量を増やそう」にまつわ
る三郷市への視察研修、外部講師による講
演会を実施し、独自のウォーキングコース
を掲載したリーフレットを作成しました。
　また、今後も継続してプロジェクトを推
進できるよう、ウォーキングコース作成の
部会を立ち上げました。

a 達成

　「健康はすだ２１（第２次）改定版・
蓮田市食育推進計画」に基づき、健康づ
くり推進員及び市職員が中心となり、健
康づくりの取り組みを地域で実践してい
きます。
　健康づくり推進員が作成したウォーキ
ングマップを広く配布し、ウォーキング
への動機づけ及びウォーキングをしやす
い環境づくりを進めていきます。

60101

（参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

-55-



健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（３）地域保健医療体制の整備

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

地域救急
医療体制
の充実

　市民が必要なときに必要な保
健医療サービスを受けられるよ
う、休日等における急病者の医
療を確保する。
　利根保健医療圏医療連携推進
協議会（とねっと）による地域
医療ネットワークシステムの管
理・運営を支援するとともに、
病院及び有床診療所が輪番制で
救急患者の診療を行う東部北地
区の病院群輪番制病院運営事業
や小児救急医療支援事業の運営
に対して支援する。

健康増進
課

50

105

・小児救急医療体制の
充実
・地域救急医療体制の
充実

　「休日急患診療業務」及び「東部北地区
病院群輪番制業務の二次救急・小児救急」
について、予定の日数を実施しました。

a 達成

　市民がいつでも安心して医療サービス
を受けられるように、引き続き「休日急
患診療業務」及び「東部北地区第二次救
急の病院群輪番制病院運営事業等」の支
援を行います。
　また、蓮田市医師会、南埼玉郡市医師
会との協力体制の整備及び幸手、加須保
健所との連携を図ります。

12,978

在宅医
療・介護
の連携体
制の充実

　医療と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けることができる
よう、在宅医療と介護を一体的
に提供するため必要な支援を行
う。
　事業の推進にあたっては、独
立行政法人国立病院機構東埼玉
病院、医師会、歯科医師会、薬
剤師会及び介護事業所などの医
療・介護関係機関や関係市町村
などと緊密に連携し、多職種連
携・協働による包括的かつ継続
的なサービスの提供を可能とす
る環境整備を推進する。

在宅医療
介護課

106
在宅医療・介護の連携
体制の充実

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実施
し、一体的なサービス提供のための情報冊
子の作成・公表を行いました。
　「在宅医療・介護関係者連携会議」、
「作業部会」、「代表者会議」を開催し、
在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策
の検討を行ました。
　障がいや難病の支援、成年後見制度な
ど、社会的支援をテーマにした在宅医療・
介護関係者研修の開催により、関係者の資
質向上を図りました。
　地域住民への在宅医療の普及・啓発(オリ
ジナルエンディングノートの作成・在宅介
護教室開催、出前講座実施、出前保健室相
談実施等)を行いました。
　在宅医療連携拠点の設置を継続し、在宅
医療相談窓口の運営、医療機関と訪問看護
事業所の連携会議を開催し体制構築に取り
組みました。

a 達成

　南埼玉郡市医師会に委託して進めてい
る在宅医療連携拠点の機能を継続し、さ
らに高めていくため、医師会、(独)国立
病院機構東埼玉病院、協定市町(久喜
市、白岡市、宮代町)との連携をさらに
進めます。また、入退院時の支援体制を
整備し、在宅療養と入院の連携を強化し
た切れ目のない医療・介護体制構築の取
り組みを具体化します。
　市民への普及啓発に関しては、特に関
心が高いエンディングノートの活用を足
掛かりに、多くの方に関心を持っていた
だき、医療や介護が必要になっても在宅
生活を継続することについて考えていた
だく事業を展開します。

6,003

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

92
（再掲）

102
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（１）国民健康保険制度の適正な運営

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

国民健康
保険の適
正な運営

　国民健康保険は、平成３０年
度から都道府県が財政運営の責
任主体となり、安定的な財政運
営や効率的な事業の確保等の国
保運営に中心的な役割を担う。
　市民が安心して暮らせるよ
う、埼玉県と連携しながら国民
健康保険制度の安定した運営を
図るとともに、保健事業や疾病
予防事業を行い、医療費の適正
化を図る。

国保年金
課

- -

　予算を円滑に執行し収支の均衡を図りま
した。
　国保事業納付金に係る経費を賄うために
必要な保険税を賦課徴収し、収納額を確保
しました。
　新規加入者へ口座振替を促進し、また、
職員による臨宅納付勧奨を行い、収納率の
向上に努めました。
　医療費の上昇を抑制するため、特定健診
等の保健事業を健康増進課と連携し、医療
費の適正化に努めました。また、薬剤費を
抑制するために、ジェネリック薬品啓発保
険証ケースを作成し配布しました。

a 達成

　引き続き、新国保制度のもとで、円滑
な国保運営に努め、口座振替の勧奨、納
付相談、職員による臨宅訪問を実施し収
納率の向上に努めます。
　また、国保資格の適正化、レセプト点
検の強化、特定健診や糖尿病性腎症重症
化予防対策事業等により医療費の適正化
を図ります。
　新型コロナウイルス感染症の更なる感
染拡大を防止するため、被保険者が感染
した場合に会社を休みやすい環境を整備
するため傷病手当金を支給します。

4,646,831

施策（２）後期高齢者医療制度の適正な運営

後期高齢
者医療広
域連合と
の連携

　埼玉県後期高齢者医療広域連
合と連携して、後期高齢者医療
制度の安定運営や健全な財政運
営のため、保険料の収納率向上
を図るとともに、高齢者の医療
の確保と医療費の適正化を図
る。

国保年金
課

- -

　後期高齢者医療対象者に対する適切な医
療費等の給付を行いました。
　滞納者に対し職員による臨宅納付勧奨及
び電話による納付勧奨を行い、収納率の向
上に努めました。また還付金未請求者に対
しては還付勧奨を行いました。

a 達成

　R2年度は、保険料の見直し及び保険料
均等割の軽減特例が縮小されることによ
り後期保険料としては、低所得者の負担
が増額となります。ポスターの掲示や
リーフレットの配布はもとより、窓口や
電話での丁寧な説明により理解を得られ
るよう対応していきます。
　また、前年度に引き続き、ペイジー口
座振替受付サービスや臨宅勧奨を実施す
ることなどにより、収納率の向上に努め
ます。
　また、薬剤費を抑制するためにジェネ
リック医薬品啓発保険証ケースを作成
し、配布します。

914,941104

ＣＨＥＣＫ
（評価）

103

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（３）国民年金事務の円滑な運営

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

国民年金
事務

　国や日本年金機構との連携を
図りながら、年金相談等を通じ
て、国民年金制度の理解促進に
努める。

国保年金
課

- -

　日本年金機構と連携し、委託されている
法定受託事務を適切に執行しました。
　10月から開始された、年金生活者支援給
付金の受付等の事務を適切に行いました。

a 達成

　引き続き、法定受託事務を適切に執行
するとともに、一層の市民サービス向上
に努め、日本年金機構との連携を深めて
いきます。
　また、引き続き、年金生活者支援給付
金が給付されることから、受付等の事務
量増加に対応していきます。

80

施策（４）生活困窮者支援（生活保護）

生活保護
制度の適
正な運営
と自立支
援

　生活困窮者等の健康で文化的
な最低限度の生活を保障すると
ともに、自立を支援するため、
生活保護制度を適正に実施す
る。
　また、生活保護者等に対して
就労に必要な支援の充実を図
る。

福祉課 - -

　就労支援相談員による支援を十分活用
し、稼働能力のある多くの被保護者が仕事
に就け、自立した生活を営めるよう支援し
ます。

a 達成

　生活困窮者支援の更なる充実に向け、
家計相談支援事業及び就労支援準備事業
の準備を進めます。
　また、生活保護世帯の就労可能な者に
ついては、可能な限り稼働能力を活用す
べく、引き続き就労支援を継続します。

861,743

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

106

基本政策２

105

主要事業
№

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（１）地域における防犯対策の推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

防犯対策
推進事業

　蓮田市防犯・暴力排除推進活
動補助金制度を活用し、防犯協
会や暴力排除推進協議会が実施
するキャンペーン等の啓発活動
や防犯活動等の研究会、研修会
等を支援する。
　また、自主防犯組織活動用物
品購入費補助金制度を活用し、
地域防犯推進委員が防犯パト
ロール用装備品や啓発用品を整
備することを支援する。

危機管理
課

136 防犯対策推進事業

　5月、10月に蓮田駅前にて、街頭防犯キャ
ンペーンを行い、通行者などに街頭犯罪や
振り込め詐欺に関する注意喚起・啓発を行
いました。
　11月に『蓮田市地域安全・暴力排除市民
大会』をハストピアで開催し、市内小中学
生から応募があった防犯・暴力排除標語の
表彰を実施しました。(参加者約250名)
　12月にハストピアを会場に地域の安心・
安全を地域全体で守ることを目的として、
『安心・安全歳末一斉キャンペーン』を実
施しました。(参加者約300名)
　3月に暴力排除推進協議会と地域安全推進
連絡協議会合同で視察研修会を実施予定で
したが、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため中止としました。
　昨年、寄贈を受けました青パトを職員に
より毎週水曜日に特殊詐欺被害防止活動と
して運用を開始しました。また、青パト運
用実施要綱を制定し、地域防犯推進委員を
対象に青パト講習会を実施しました。
　自主防犯組織活動用物品購入費補助金制
度により4団体に補助金を交付、出前講座を
4回、キャンペーンを5回、研修会を3回実施
しました。

a 達成

　引き続き、キャンペーン等の啓発活動
や地域防犯推進委員の増員、自主防犯組
織への支援などにより、防犯体制の強化
を行います。

1,769

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

107

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（２）防犯体制の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

警察署の
誘致

　蓮田市内に警察署ができるこ
とで犯罪への抑止効果が高まる
ことが期待できることから、誘
致に向けて情報収集に努め、要
望書の提出を行う。

危機管理
課

136 防犯対策推進事業

　R2年1月31日に総合政策部長、危機管理課
で埼玉県警本部警務部警務課企画調整室を
訪問し、警察署誘致の現状等についての情
報収集等を行いました。

c 未達成
　誘致に向けて引き続き、岩槻警察署や
県警本部を通し、情報収集活動を行って
まいります。

0

施策（３）防犯対策の推進

街路灯整
備推進事
業

　街路灯をＬＥＤに交換する工
事や既存街路灯の補修を行い、
省電力化や安心安全な住環境の
整備に努めていく。

自治振興
課

135
交通安全施設等整備事
業

　リース方式によるLED化事業で対象となっ
ている街路灯については、リース事業者と
連携して維持管理を行いました。
　街路灯は、共架式38基、独立式3基、壁面
取付2基の合わせて43基のLED灯を新規設置
しました。

a 達成

　新規設置による街路灯については、
LED化を継続します。既存街路灯につい
ても、灯具の劣化状況を確認し、LED化
を進めていきます。

35,709

108

109

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策２

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） R1年度

決算額
（千円）

第５次総合振興計画

-60-



健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（１）防災対策の推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

防災備蓄
倉庫及び
防災資機
材の整備
事業

　災害時に備え、市内の避難所
に設置されている蓮田市の防災
倉庫に食糧や毛布などの備蓄
品、災害対策用備品を計画的に
整備する。

危機管理
課

124
防災備蓄倉庫の整備と
資機材の整備

　各小学校ごとに「現場情報班」として職
員を指定し、防災倉庫の点検作業、倉庫内
の整理、数量のチェック、備蓄品等の追加
及び廃棄を行った。併せて、発電機の始動
方法、防災無線による試験を行いました。
　また、今年度より学校区ごとの自主防災
組織の担当者に声掛けをして、倉庫内の確
認を行い、顔の見える関係づくりを実施し
ました。
　備蓄食糧のアルファ米を9,700食購入、福
祉避難所運営用に蓄電池を2台整備、各避難
所用に電気ポット・防災ラジオを整備しま
した。備蓄食料については、合計20,150食
となり、地域防災計画に定める目標備蓄量
13,500食を達成しました。

a 達成

　地域防災計画に定める目標備蓄量
13,500食を達成したので、引き続き、埼
玉県の地震被害想定における食糧需要量
22,491食の備蓄を目指していきます。
　防災備蓄倉庫は、傷み具合を調べ、交
換が必要な倉庫について、計画的に入れ
替えを行っていきます。また、備蓄品の
整理、保管場所等について検討していき
ます。

8,065

自主防災
組織育成
事業

　災害時に自助・共助による初
動体制を整備するため、自主防
災組織の育成や各種防災に関す
る研修会、防災訓練の支援を行
い、災害に強いまちづくりを推
進する。

危機管理
課

125 自主防災組織の育成

　自治連合会との連帯を強め、自主防災組
織の拡大に励み、R1年度中に自主防災組織
が1組織増え、40組織(44自治会)となりまし
た。防災訓練21回、防災出前講座6回、防災
研修会を14回開催しました。市総合防災訓
練への参加を積極的に呼びかけ、各自治
会・自主防災組織より600人が参加しまし
た。5月と11月に市内回覧物として自主防災
組織協議会と共同で「防災への備え通信」
を発行しました。
　1月に自主防災組織リーダー養成講座を開
催し、35人が受講しました。
　2月に「第4回防災への備えシンポジウ
ム」を開催し、約310人の参加を得ました。
市防災士資格取得支援制度により新たに3人
が合格し、防災士が合計9人となりました。

b 一部達成

　自主防災組織への支援を継続するとと
もに、新規設立を自治会等に働きかけて
いきます。さらに、防災への備えなどの
啓発活動を自治会に対し行っていきま
す。

4,365

R1年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

111

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

110

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

庶務課 127
公共建築物等の耐震補
強整備事業

　蓮田市シルバー人材センター使用予定の
事務所、作業場等を含む市役所庁舎西棟の
建設工事の発注と工事管理委託を行い、R2
年3月に完成しました。

b 一部達成

　R1年度まで蓮田市シルバー人材セン
ターが事務所として使用していた旧福祉
事務所解体のための設計委託を行い、設
計図書が完成した後に解体工事を行いま
す。

400,374

建築指導
課

127
公共建築物等の耐震補
強整備事業

　シルバー人材センターを含む市役所西棟
の新築工事がR2年3月16日に完成し、19日に
引き渡しを受けました。

a 達成
　旧シルバー人材センター事務所の解体
をR2年度内に行うため、関係課と協力し
進めます。

0

木造住宅
耐震診
断・耐震
改修補助
事業

　東日本大震災等の震災を踏ま
え、市内の既存木造住宅の耐震
化を推進する。「蓮田市建築物
耐震改修促進計画」に基づき、
市内の既存木造住宅の耐震化を
推進するため、耐震診断及び耐
震改修の支援を行う。

建築指導
課

127
公共建築物等の耐震補
強整備事業

　耐震診断の補助金交付を1件、耐震改修の
補助金交付を1件行いました。

b 一部達成

　耐震診断4戸、耐震改修2戸を実施する
予定のため、「広報はすだ」、「行政情
報モニター」等により市民への周知を行
います。

350

老朽管更
新事業

　水道ビジョンに基づき、災害
に強い上水道施設の実現と効率
的なマネジメントについて検討
し、老朽管路の更新事業を進め
ていく。

水道課 130
導水管、配水管更新事
業

　R1年度は、重要管路更新事業の第2期工事
として国庫補助金を活用して、市道55号線
の老朽管路(φ400㎜)約470mの更新工事を実
施し、耐震化を図りました。その他、市道
46号線及び市道9号線の老朽管路の更新工事
を実施し、耐震化を図りました。また、R2
年度の更新工事予定している3路線の工事設
計を行いました。

b 一部達成

　災害に強い上水道施設の整備を行うた
め、管路耐震化計画に基づき、継続的に
老朽化した重要給水施設配水管の更新工
事を進め、耐震化を図ります。

281,990114

113

112

公共建築
物の耐震
補強整備
事業

　東日本大震災等の震災を踏ま
え、避難所に指定されている施
設等の耐震化を推進する。「蓮
田市建築物耐震改修促進計画」
に基づき、昭和５６年５月３１
日以前に建築された２００㎡以
上の市有建築物の耐震化及び建
て替えを令和元年度に完了す
る。
　また、災害時に拠点となる市
役所本庁舎について、幼少者や
高齢者、身体の不自由なかた等
にも配慮された環境整備を目指
し、建物の機能強化を図るため
の改修等を進める。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

公共下水
道整備事
業

　生活環境の向上、公共用水域
の水質浄化及び水質保全のた
め、公共下水道の整備を行う。
公共下水道事業計画区域約１，
６１６ヘクタールのうち、事業
認可区域８１５ヘクタールの整
備率が９５％となり、残り５％
について早期の完了を目指す。
残りの全体計画区域についても
事業認可取得に向け検討を進め
る。
　また、継続して公共下水道利
用者へ適切なサービスの提供を
行うため、維持管理計画を策定
し適切な維持管理を行うととも
に、施設の耐震化による災害対
策と不明水対策を進める。

下水道課 139
公共下水道施設維持管
理事業

　東埼玉病院の敷地内を通過する新設道路
に汚水管を埋設したほか、杉戸県土整備事
務所が整備を行っている黒浜地内の都市計
画道路蓮田駅東口黒浜線について、一部の
区間に汚水管の埋設を行いました。
　公共下水道の事業認可区域の拡大につい
て検討を進め、上下水道事業審議会の意見
を伺ったほか、生活排水処理基本計画の見
直しを行いました。
　不明水対策として、西新宿地内において
汚水管渠の補修を行いました。

b 一部達成

　現在の事業認可区域の早期完成のた
め、新設道路の整備や蓮田サービスエリ
ア(下り線)の改築に伴う県道の改良事業
に合わせて汚水管の埋設を進めていきま
す。
　下水道経営戦略の策定作業の中で、経
営基盤の強化及び下水道の整備計画を検
討していきます。
　下水道ストックマネジメント計画に基
づき、汚水管の調査点検を進めるほか、
老朽化した西新宿汚水中継ポンプ場の設
備の更新を行います。

70,702

消防施設
整備事業

　災害や危機に強い安心・安全
なまちづくりを目指し、消防水
利等の消防施設の整備を推進す
る。
　本署・南分署庁舎及び分団詰
所施設の保守・改修を進める。

消防課 - -

　新たに消火栓を1基、老朽化している消火
栓を対象にボルト交換を30箇所実施しまし
た。
　漏水等の不具合が発生した消火栓の修
繕、道路工事に伴う消火栓の移設を実施し
ました。
　消防団第2分団詰所ブロック塀改修工事及
び第1分団掲示板移設工事を実施し、詰所の
環境整備を行いました。

a 達成

　引き続き、消火栓の増設、老朽化した
消火栓の修繕及び更新、震災等を想定
し、耐震性の防火水槽の整備を行いま
す。
　本署・南分署・消防団詰所の保守、改
修等を行います。

16,125116

115
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

農政課 129 排水路施設等整備事業

　中田堀排水路について、7月10日に設計業
務委託を発注しました。10月18日に県費単
独かんがい排水工事を発注し、3月19日に埼
玉県の完成検査を受け、R1年度の事業を完
了しました。
　貝塚悪水路について、台風15号・19号・
21号の台風冠水対策として、仮設ポンプを
設置し、冠水対策を行いました。

a 達成

　中田堀排水路について、設計業務委託
及び県費単独かんがい排水工事の早期発
注を目指します。工事については、工法
の検討を行い、事業の早期完成を目指し
ます。
　貝塚悪水路について、台風冠水対策と
して、早期に仮設ポンプを確保し迅速に
ポンプを設置して冠水対策を行います。

10,994

道路課 129 排水路施設等整備事業

　西新宿第一排水機場ゲートの改修につい
て、地元住民と複数回意見交換を実施しま
した。
　また、R2年度の工事に向けて、島田落し
切回し工事実施設計業務委託を発注し、元
荒川の所管である、総合治水事務所と協議
を行いました。
　継続的に排水路及び遊水地の除草や浚渫
を実施しました。

b 一部達成

　島田落し切回し工事については、早期
発注を目指し、総合治水事務所との打合
せや施工準備を整えて、11月から現場に
入れるように進めます。西新宿第一排水
機場ゲートの改修（嵩上げ）について、
基本設計の発注を進めます。水路の浚渫
や除草において、市に要望が増えている
ため、より多くの予算要求に努め、水路
の維持管理を図ります。

61,685

117
排水路施
設等整備
事業

　準用河川の補修・改修や黒浜
調整池の整備、農業施設の用排
水路等の適正な整備と維持管理
を行うとともに、継続的に排水
路及び遊水池の除草や浚渫を実
施し、大雨による浸水被害の軽
減を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

地域防災
計画の改
定と各種
マニュア
ル整備事
業

　「蓮田市地域防災計画」や災
害時における「職員初動マニュ
アル」、「避難所運営マニュア
ル」に基づき、災害対策を講じ
る。なお、これらの計画等につ
いて実効性を高めるため、適宜
見直しや修正を行っていく。

危機管理
課

- -

　埼玉県地域防災計画の改定がR1年度に予
定されていましたが、10月に襲来した台風
19号の被害対応により、県の改定が見送り
となりました。そのため、当市においても
防災会議を見送り、次年度の地域防災計画
改定に向け、情報収集を行いました。
　避難行動要支援者名簿等の更新について
関係各課とともに、要綱の更新や手順書の
作成を行いました。2月に意見交換会を自治
会、自主防災組織、民生委員・児童委員の
各協議会の役員を招集し実施しました。

b 一部達成

　地域防災計画等について、随時見直し
や周知に取り組みます。また、避難行動
要支援者名簿の更新や個別計画書の作
成・管理を行います。

0

遠隔地自
治体との
災害支援
体制の充
実

　大規模災害時では、同様の被
害を受けている近隣市町より遠
隔地との応援体制が必須との認
識から、平成２４年１０月１日
に長野県松川町と「災害時相互
応援協定」を締結した。
　今後は、災害時における応援
対策及び復旧活動に万全を期す
ため、危機管理担当はもとよ
り、復旧・復興に関連するあら
ゆる担当（避難所運営・給水・
防疫・文教等）の連携が充実で
きるよう相互協力体制を構築し
ていく。

危機管理
課

128
遠隔地自治体（長野県
松川町）との災害支援
体制の充実

　9月1日の松川町総合防災訓練に支援物資
搬送訓練班として市職員4名、消防職員1
名、消防団員2名で参加し、支援物資を手渡
しました。
　また、9月7日に開催された市総合防災訓
練にて、松川町からの支援物資の受け入れ
及び搬送訓練を実施し、松川町との災害支
援体制を確認しました。

a 達成
　引き続き相互の防災訓練などを通じ、
さらなる災害支援体制の充実・強化を
図っていきます。

13119

118

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

情報伝達
体制整備
事業

　災害時における情報伝達体制
の整備として、防災行政無線の
維持管理を行うとともに、新規
の防災行政無線の増設には設置
場所等の課題があるため、防災
行政無線の内容や緊急情報等を
メールで配信する「安心安全
メール」を周知徹底し、登録者
の増加を図ることで難聴区域の
解消につなげていく。
　また、移動系防災行政無線の
デジタル化等あらゆる情報機器
を活用して、情報伝達体制の整
備を図る。

危機管理
課

126 情報伝達体制の整備

　職員参集システムの操作方法習得のた
め、職員参集訓練を5月、9月(市総合防災訓
練日)、1月に実施しました。
　移動系デジタル防災行政無線施設整備工
事を行い、3月に整備が完了しました。音声
に加えて文字でのメッセージ送信が可能と
なり、災害時の通信連絡体制を強化しまし
た。
　市と自主防災組織協議会で共同発行して
いる「防災への備え通信」や、広報市等に
おいて、安心安全メールのPRを行いまし
た。

a 達成

　新たに整備された、移動系デジタル防
災行政無線の操作の習得、運用方法を定
め、災害時に活用できるよう努めます。
　また、様々な通信連絡体制の確保のた
め、IP無線機についても計画的に整備し
ていきます。
　「安心安全メール」について、引き続
き重要な情報伝達手段の一つとして、登
録者の拡充を図っていきます。

76,396

情報セ
キュリ
ティ対策
の整備

　市の情報資産を安心・安全に
管理するため、最新の情報通信
技術の動向等を的確にとらえ、
情報セキュリティ対策を進め
る。
　情報セキュリティ基本方針及
び情報セキュリティ対策基準の
見直しを随時行うとともに職員
の情報セキュリティ意識の向上
を図るため、情報セキュリティ
研修を実施する。

電算課 134
情報セキュリティ対策
事業

　埼玉県自治体情報セキュリティクラウド
に参加し、インターネットと庁内ネット
ワークの分離や、メール及びファイルの無
害化処理等の高度なセキュリティ対策を行
いました。
　総務省及び地方公共団体情報システム機
構が提供する情報セキュリティ研修を、e
ラーニングにより全職員が受講し、修了し
ました。

a 達成

　引き続き、埼玉県自治体情報セキュリ
ティクラウドに参加し、インターネット
と庁内ネットワークの分離やメール及び
ファイルの無害化処理等の高度なセキュ
リティ対策を行います。
　総務省及び地方公共団体情報システム
機構の提供する情報セキュリティ研修
を、eラーニングにより全職員に実施し
ます。

4,272121

120
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

新型イン
フルエン
ザ等対策
の整備

　新型インフルエンザ等の発
生、まん延時の対策として、埼
玉県や関係機関等と連携・協力
し、効果的なインフルエンザ対
策を図ることで、市民生活及び
地域経済に及ぼす影響が最小に
なるよう努める。

健康増進
課

- -

　埼玉県からのインフルエンザ流行開始の
通知を受け、うがい・手洗いの励行につい
てホームページで啓発を行いました。
　新型コロナウイルス感染拡大を受けて、
対策本部会議を設置し、8回開催しました。
また担当課相互の情報共有等のため調整会
議を3回開催しました。
　新型コロナウイルス感染症に関する注意
喚起をポスター、チラシ、ホームページ、
安心・安全メール等で周知しました。
　感染予防に関するマスク等の資材を購入
しました。

d その他

　市民に対し、国や県の情報提供に努め
るとともに、庁内の調整と関係機関等と
の連携を図り、感染拡大防止に関する対
策に取り組みます。

0122

-67-



健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（１）消防体制の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

消防設備
整備事業

　東海地震や首都直下型地震な
どの大規模災害の発生が懸念さ
れる昨今、本市でも建物の高層
化・大規模化が進み、災害形態
も複雑・多様化している。ま
た、超高齢化社会の進行により
救急需要も増加している状況で
ある。消防車、救急車等の緊急
車両や各種資機材を計画的に整
備し、複雑多様化する災害や増
加する救急需要に対し、市民の
安心・安全の確保を図る。

消防課 - -

　消防指令システム(高機能消防指令セン
ター・デジタル無線)の老朽化に伴い、長時
間録音装置、表示盤、本部用・署所用・消
防救急デジタル無線システム無停電電源装
置、署所端末用受令機等の計画的な部分更
新を実施しました。

a 達成

　引き続き、老朽化に伴い、消防指令シ
ステム(高機能消防指令センター・デジ
タル無線)の部分的な更新を行います。
　また、外国人に対応する多言語通訳シ
ステムや聴覚障がい者に対応するNET119
の導入を進め、緊急通報システムの充実
を図ります。
　R2年度で18年目を迎える南分署の消防
ポンプ自動車を、市の実情に合わせた機
能を有する車両に更新します。

22,940

消防施設
整備事業

　災害や危機に強い安心・安全
なまちづくりを目指し、消防水
利等の消防施設の整備を推進す
る。
　本署・南分署庁舎及び分団詰
所施設の保守・改修を進める。

消防課 - -

　新たに消火栓を1基、老朽化している消火
栓を対象にボルト交換を30箇所実施しまし
た。
　漏水等の不具合が発生した消火栓の修
繕、道路工事に伴う消火栓の移設を実施し
ました。
　消防団第2分団詰所ブロック塀改修工事及
び第1分団掲示板移設工事を実施し、詰所の
環境整備を行いました。

a 達成

　引き続き、消火栓の増設、老朽化した
消火栓の修繕及び更新、震災等を想定
し、耐震性の防火水槽の整備を行いま
す。
　本署・南分署・消防団詰所の保守、改
修等を行います。

16,125

施策（２）救急体制の充実

救急体制
の強化

　市民ニーズ及び救急需要の増
加に対応するため、救急業務の
高度化・拡充化を図り、職員の
知識・技術の向上に努めるとと
もに、改正された消防力の整備
指針に基づき、救急救命士が常
時乗車する救急体制を確立す
る。
　また、病院派遣型救急ワーク
ステーション制度により、病院
に派遣して出動態勢の強化を図
るとともに、病院内で救急隊員
の教養・技術研修を実施し、救
急隊員のレベル向上を図る。

消防課 - -

　救急救命士を1人育成し、救急救命士が常
時乗車できるように調整を行いました。
　さらに、蓮田病院内での救急ワークス
テーションの実施により、救急体制が強化
されたことに加え、病院内で研修を受ける
ことにより、救急隊員の知識や技術の向上
に繋がりました。
　また、新たに指導救命士が1人認定されま
した。

b 一部達成

　引き続き救急ワークステーションの研
修内容の充実を図るとともに、外部の研
修にも積極的に参加できる環境を整えま
す。
　また、外部で得た知識や技術を内部で
共有し、知識及び技術向上を目指しま
す。

6,011

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

123

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

116
（再掲）

124
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（３）地域における消防力の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

消防団の
活性化推
進事業

　消防団を中核とした地域防災
力の充実強化を目標に処遇や装
備の整備を図るため、
１　各種事業所に対して消防団
活動の趣旨を理解していただ
き、団員が活動しやすい環境を
整備する。
２　事業所が団員を雇用するこ
とによるメリットを周知し、協
力事業者の増加を図る。
３　地震等の大災害を想定した
詰所の整備、救急・救助資機材
等の充実強化に努める。
４　消防団員の処遇、待遇等の
改善に努める。

消防課 - -

　地域での防災訓練等に参加し、自治会や
自主防災組織との顔の見える関係を築くと
ともに、消防特別点検や消防出初式等のイ
ベントを活用し消防団員の魅力を発信し団
員確保に努めました。
　女性団員を消防訓練指導や火災予防PR、
幼児向け防火PRに登用し啓発活動を行いま
した。また、軽可搬式ポンプを整備し、女
性団員の活躍する場を確保し活性化を図り
ました。
　消防団員へ新基準夏活動服(上下)を配備
し充実強化を行いました。

b 一部達成

　引き続き、自治会や自主防災組織との
関係を築くとともに、各種イベントに積
極的に参加し消防団の魅力を発信し団員
確保に努めます。また、消防団員が活動
しやすい環境を整備していきます。
　女性団員を各種啓発活動や火災予防PR
活動に登用し、活動の幅を広く確保し女
性団員の活性化を図ります。
　大規模災害や風水害等に対応するた
め、救急救助資器材を整備し充実強化に
努めていきます。

22,043

消防訓練
等実施事
業

　事業所、自主防災組織等を対
象に、消防訓練やＡＥＤ講習を
実施し、防災意識や知識・技術
の普及に努める。

消防課 - -

　市民、各団体、自主防災組織、事業所、
学校等で消防訓練、防火講和、救命講習
会、AED取り扱い、応急手当等を実施し防火
防災意識の向上知識、技術の普及に努めま
した。

a 達成

　引き続き、市民、各団体、自主防災組
織、事業所、学校等で消防訓練、防火講
和、救命講習会、AED取り扱い、応急手
当等を繰り返し実施を積極的に呼びかけ
るとともに、消防団とも連携を図り地域
全体で防火防災意識の向上を図りながら
実施していきます。

113

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

126

125
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

交通安全
施設等整
備事業

　交通安全施設の計画的な整備
を行うとともに、補修・維持管
理を行う。
　信号機のない交差点などに、
視認性を向上させる道路反射鏡
（カーブミラー）や安全を確保
する区画線を整備し、交通事故
を未然に防止する。
　また、「ゾーン３０」による
通学路等の生活道路における交
通安全対策を行う。

自治振興
課

135
交通安全施設等整備事
業

　道路反射鏡・道路区画線等の交通安全施
設の設置は、緊急性や危険度などを考慮し
て、優先度の高いものから整備しました。
道路反射鏡は、新規工事を9基（共架5基、
独立4基）実施しました。
　道路区画線は、23箇所を実施しました。

a 達成

　道路反射鏡・道路区画線等の交通安全
施設の設置は、緊急性や危険度などを考
慮し、優先度の高いものから計画的に整
備を行うとともに、既存施設の補修・維
持管理についても、適正に実施していき
ます。

6,450

放置自転
車対策の
推進事業

　公共の場所における自転車等
の放置を防止し、市民の良好な
生活環境の保持と通行機能の確
保を図るため、蓮田駅周辺に放
置自転車等整理区域を指定して
いる。
　自転車等が放置されないよう
指導を行い、放置された自転車
は整理及び撤去し、集積所に一
時保管するとともに、週に３日
（水曜日、土曜日、日曜日）放
置自転車の引き取り業務を実施
する。

自治振興
課

141 放置自転車対策の推進

　高齢者の就業機会を確保する観点から、
シルバー人材センターと放置自転車等指
導・引取等業務委託契約を締結し、放置自
転車等の整理・撤去を推進しました。
　R1年度は、放置自転車整理区域に放置さ
れた自転車103台を撤去し、集積所へ移送し
ました。

a 達成
　引き続き、自転車等の放置を防止する
ため、放置自転車等指導や引取等業務を
実施します。

4,760

交通安全
啓発事業

　関係機関及び関係団体と連携
し、交通事故の抑止と交通安全
に対する意識高揚を図るため、
交通安全街頭キャンペーンや年
間を通じて市内で開催される各
種イベントにおいて啓発活動を
実施する。

自治振興
課

142
チャイルドシートの正
しい使用の徹底

　8月の広報や防災無線により、チャイルド
シート及びシートベルトの着用について周
知しました。
　また、8月の市民まつりにおいても啓発活
動を実施しました。

a 達成
　交通安全街頭キャンペーンや市内で開
催される各種イベント等において、啓発
活動を継続して実施します。

721

127

129

128

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）

自治振興
課

97 交通指導員の配置

　市内17箇所の立哨指導を4月から2月まで
実施しました。
　また、4月15日(蓮田中央小)、4月17日(黒
浜北小)、4月23日(黒浜南小)、4月24日(黒
浜西小)、4月26日(黒浜小)、6月7日(平野
小)で交通安全教室等が開催され、保護者や
児童を対象とした交通指導員による立哨指
導が行われました。

a 達成
　引き続き、市内17箇所の立哨指導や交
通安全教室等を通じ、交通安全の啓発活
動を行います。

6,694

道路課 - -
　市道370号線は舗装工事を実施し、通学路
の安全性を向上させました。

b 一部達成

　通学路整備計画で通学路安全点検を実
施した箇所について、未整備箇所の整備
に努めます。
　整備計画策定箇所で対策実施が難しい
箇所については代替案で整備を検討しま
す。

0

学校教育
課

86
地域ぐるみの子ども安
全推進事業

　通学路の安全点検を行い危険箇所を確認
し、小・中学校間で情報を共有しました。
　また、市内で不審者情報が出た際は、速
やかに各学校に周知しました。

a 達成

　引き続き通学路の安全点検を行いま
す。
　また、不審者情報について引き続き速
やかに情報共有ができるようにし、警察
とも連携を取りながら児童・生徒の安全
確保に努めます。

0

130
通学路の
安全確保
事業

　登下校時の児童・生徒の安全
の確保するために、道路環境の
整備を図るとともに、地域の見
守り組織や小・中学校間の連携
強化を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１０．消費生活保護

施策（１）消費生活の安全確保

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

消費生活
相談事業

　消費生活や多重債務に関する
相談に対応するため、消費生活
相談員による専門相談会を実施
する。
　また、複雑化する相談内容に
的確に対応するため、アドバイ
ザー弁護士の委託を継続する。

商工課 98 相談事業

　R1年度中は424件の消費生活相談(多重債
務相談を含む)を実施しました。また、複雑
化する相談内容に対応するため、アドバイ
ザー弁護士による専門相談を行いました。
　また、相談員の相談能力向上のため、相
談員が研修に参加しました。

a 達成
　引き続き相談員や弁護士による専門相
談を実施していきます。

3,736

消費者教
育推進事
業

　年々手口が巧妙化する悪質商
法等での被害を未然に防止する
ため、消費者自らがその手口や
防止策を学び、自立した消費者
として、安心・安全で豊かな消
費生活を営むため、消費者教育
を推進する。埼玉県消費生活サ
ポーターに任命された消費生活
モニターが講師となって消費生
活に関する講座等を実施し、市
内の自治会やサロンなどから要
望があった場合には、希望の場
所へ消費生活相談員が出向いて
講座を実施する。
　また、学生や市内小・中学校
の児童・生徒を対象に賢い消費
者になるための出前講座を実施
するほか、市内の幼稚園及び保
育園において幼児向け消費者教
育を実施する。

商工課 - -

　相談員及び埼玉県消費者被害防止サポー
ターである蓮田市消費生活モニターと連携
し、老人会などのサロンや市内の中学校で
出前講座を9回行いました。
　また、市内の保育園・幼稚園で、幼児向
けの消費者モラルに関する出前講座を5回実
施しました。
　広報紙やホームページを通じて、悪質商
法等の手口を紹介し、被害を未然に防ぐた
めの啓発活動を行いました。

a 達成

　引き続き広報紙やホームページを通じ
て消費被害を未然に防ぐための啓発活動
を行っていきます。
　また、相談員や消費生活サポーターと
連携し、出前講座を実施していきます。

205

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

131

132
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（１）生涯学習体制の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

生涯学習
推進事業

　成人式を開催し、新成人の新
しい門出を祝福するとともに、
大人になった自覚を促す。
　また、人材バンク登録者（生
涯学習支援者）を講師として
「１日講座」を開催し、人材バ
ンク制度のＰＲを行う。

社会教育
課

110 生涯学習推進事業

　1月12日(日)に成人式を実施しました。
　人材バンク(生涯学習支援者)の情報収集
及び登録を行いました。
　人材バンク登録者を講師とした「1日講
座」は新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、中止となりました。

b 一部達成

　R4年度以降の成人式について、民法改
正に伴い、対象年齢等の取扱いを決定し
ます。今年度の成人式実行委員会につい
ては感染拡大防止の観点から開催方法等
を研究していきます。
　様々な世代に対応した教育機会を提供
するため、人材バンクの登録の推進と充
実を図るとともに、各種情報提供の手法
について検討します。

1,282

生きがい
づくりと
社会参加
推進事業

　各種講座・教室やイベント等
の情報誌「生涯学習ガイドブッ
ク」や生涯学習活動を行う団体
を掲載した「生涯学習団体情報
誌」による情報提供を行う。
　また、市民の文化活動等の社
会教育活動への参加促進と団体
支援のため、市内で活動する社
会教育関係団体に補助金を交付
する。

社会教育
課

110 生涯学習推進事業

　社会教育関係団体に「蓮田市社会教育関
係団体に対する補助金」を交付しました。
　生涯学習活動を行っている団体の情報を
集めた「生涯学習団体情報誌」と、イベン
ト等の学習機会の情報を集めた「生涯学習
ガイドブック」を発行し、生涯学習に関す
る各種情報を提供しました。

a 達成

　引き続き適正に補助金等の交付事務を
実施します。
　情報誌については、新型コロナウイル
スの感染拡大防止のための行事自粛期間
については、発行を行わず、期間終了後
に発行します。

1,089

高齢者の
生きがい
支援事業

　高齢者のかたがたの健康の増
進、教養の向上、話し合いやレ
クリエーションの場を提供する
ための施設の管理運営や、老人
クラブ連合会への補助金の交
付、寿大学の開催等を行う。
　高齢者に敬老の意を表すると
ともに、地域での高齢者見守り
の視点から、地域敬老会の開催
に対し、補助金の交付を行う。
　また、高齢者施策の充実と適
正な事業の推進を図るため、高
齢者福祉計画を策定する。

長寿支援
課

116
高齢者の生きがい支援
事業

　地域敬老会の開催地域が前年より増え、
58団体が開催しました。開催にあたり補助
金の交付を行い、側面的な支援を行いまし
た。
　老人福祉センターでは、小学生バンドの
演奏会や季節行事など、様々な催しを行い
ました。また、利用者へのサービス向上の
ため「ご意見箱」を設置しました。
　老人クラブ連合会へ補助金を交付し、連
合会主催のグラウンドゴルフ大会等を開催
し、高齢者の生きがい支援に努めました。
　蓮田市高齢者福祉計画2021・第８期介護
保険事業計画が策定に向け、アンケート調
査を実施しました。

a 達成

　高齢者の健康増進や教養の向上や話し
合いの場となっている老人福祉センター
の老朽化が進んでいるため、安心して利
用できるよう施設の環境整備に努めてい
きます。また、引き続き地域敬老会や老
人クラブ連合会への補助金交付や事業開
催の支援に努めていきます。

52,459

R1年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画 ＤＯ

（R1年度中に実施したこと）

88
（再掲）

134

133

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策３

主要事業
№

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（２）学習環境の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

図書館シ
ステムの
最適化及
び学校図
書館資源
共有化推
進事業

　情報化社会に適応した効率
的、効果的、安定的な図書館情
報システムを構築、更新し、業
務効率の向上、情報提供機能の
充実、利便性の向上を図る。
　また、学校図書館との連携を
推進し、子どもの読書活動支援
と読書環境の充実を図る。

社会教育
課

- -

　図書館資料を循環していくために書籍、
視聴覚資料等5,000点以上の除籍を行いまし
た。2月29日から3月6日までの間に蔵書点検
を行いましたが、ICタグを導入したことに
より、点検作業の時間が短縮されました。
　小学校団体貸出巡回サービスについて、
児童が図書をゆっくり読めるように、今年
度から、２年をかけて9セット(900冊)の本
を全小学校に巡回するようにしました。

a 達成

　自動貸出機、自動返却機を活用し、
サービスの向上を目指していきます。
　1小学校につき、100冊の図書を2か月
に1回巡回し、学校と密に連携を取るこ
とで、子どもの読書活動支援と読書環境
の充実を図っていきます。

12,639

図書館機
能・サー
ビスの充
実

　「蓮田市図書館サービスビ
ジョン」に基づき、あらゆる世
代や図書館利用に困難があるか
たに対応した情報提供の機能や
学習機会の提供を行い、サービ
スのさらなる充実を図る。

社会教育
課

- -

　図書館空調設備及び中央監視装置等改修
工事を行いました。
　屋上防水改修工事(2期工事)を行いまし
た。

a 達成

　R2年度はLED照明の工事（第2期）の設
計委託を予定しています。
　引き続き、利用者が利用しやすい環境
を整えていきます。

100,263

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

136

135
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（１）芸術・文化活動の振興

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

総合文化
会館運営
事業

　子どもから大人まで音楽・演
劇・各種講演会などに利用でき
る文化拠点の中核施設となる総
合文化会館で文化活動の支援を
行う。

文化ス
ポーツ課

- -
　ハストピアの自主事業として、演奏会、
寄席、親子で楽しめるイベント等を開催し
ました。

b 一部達成
　ハストピアの管理運営状況を検証し、
運営主体について検討を行います。

29,456

ハストピ
アサポー
ターズ事
業

　総合文化会館が行う事業を市
民組織であるハストピアサポー
ターズと協働で推進するととと
もに、人材の育成・支援等を行
う。

文化ス
ポーツ課

117
ハストピアサポーター
ズ事業の推進

　ハストピアサポーターズは、1月25日、26
日にハストピアアートプロジェクト「どき
どきアート空間」の企画・運営を主体的に
行いました。
　ハストピア主催事業のホール運営につい
て、ハストピアサポーターズに協力してい
ただきました。また、「はすとぴあ通信」
の発行により、活動内容を市内外へ発信し
ました。

a 達成

　ハストピアサポーターズと協働による
事業を検討します。また、サポーターズ
養成講座等を開講し、人材育成を行いま
す。

343138

137

（参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（２）歴史・文化の保全と活用

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

学校教育
課

- -

　小学6年生を対象に、歴史講座を行いまし
た。
　また、小学4年生は、社会科副読本を用
い、閏戸の式三番について学習しました。

a 達成
　引き続き小学生を対象に、郷土を学
び、文化財を次世代に受け継ぐ事業を実
施していきます。

0

社会教育
課

- -

　市民ボランティア学芸員養成講座を開催
しました。文化財展示館の企画展示等で
「蓮田と考古学」､「伊勢参詣と西国巡礼の
旅」､「蓮田の縄文」､「蓮田の記念物」を
開催しました。「蓮田の記念物」では市内
の記念物4件を紹介しました。小学3年生を
対象とした学校歴史講座を開催し、昔の生
活道具を実際に触れる体験事業を実施しま
した。

a 達成

　文化財展示館内に新設した、黒浜貝塚
ガイダンスエリアを活用し、サービス向
上を図ります。
　引続き企画展示等を実施し、啓発に努
めます。

12,483

国指定史
跡黒浜貝
塚整備・
活用事業

　縄文時代前期中頃の標式遺跡
として貴重な国指定史跡黒浜貝
塚を、市民憩いの広場、生涯学
習の場として整備する。「黒浜
貝塚基本構想・基本計画策定報
告書」に従い、整備完了に向け
て推進する。
　また、残地の買取要望が出た
場合には、速やかに公有化を実
施し、完全公有化を目指す。

社会教育
課

26
国指定史跡黒浜貝塚整
備推進事業

　第5期整備工事として、園路舗装砕石舗装
整備、パーゴラ・ベンチ、案内板の設置整
備が完了しました。
　トイレ建設工事を実施し、トイレが完成
しました。
　植栽工事を実施し、クラピア、食用植物
であるアケビ、その他植物の植栽が完了し
ました。
　委託では、AR・VRコンテンツ作成業務委
託を実施しました。

a 達成

　国補助金の減額により厳しい状況では
ありますが、第6期整備については、AR
アプリケーションの作成、園路舗装整備
を行っていきます。残地の公有化につい
ては、地権者の動向を注視していきま
す。

142,912

市内貝塚
群国指定
史跡化推
進事業

　関山貝塚、綾瀬貝塚等も含め
た市内貝塚群について調査し、
市内貝塚群の国指定史跡化を推
進し、シティセールスの資源と
して活用を目指す。

社会教育
課

26
国指定史跡黒浜貝塚整
備推進事業

　市内貝塚群では個人住宅建設等による開
発が進んでいるため、埋蔵文化財保存事業
で実施する試掘・発掘調査の成果をもとに
状況を把握することとし、R1年度には、県
指定史跡綾瀬貝塚、黒浜貝塚群の天神前遺
跡、宿下遺跡、関山貝塚で個人住宅建設等
に係る工事立会や試掘調査を行い、現況確
認を行いました。

a 達成

　引き続き、個人住宅建設等による埋蔵
文化財保存事業で実施する試掘・発掘調
査の成果をもとに状況を把握していきま
す。

0141

140

139

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

文化財啓
発事業

　文化財展示館において企画展
示等を展開し、市内に数多く残
る文化財全般を広く市民に啓発
する。
　また、学校歴史講座を市内全
８校の小学校で開催し、郷土を
学び、文化財を次世代に受け継
ぐ事業を展開する。
　未指定文化財を含めた文化財
の保存・活用を図るため、文化
財保存活用地域計画策定を検討
する。
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（２）歴史・文化の保全と活用

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

埋蔵文化
財保存事
業

　文化財保護法、埼玉県文化財
保護条例、蓮田市文化財保護条
例に則り、埋蔵文化財包蔵地内
での個人住宅建設などの開発に
先立ち、試掘調査を実施する。
遺構などが確認された場合には
発掘調査を実施し、記録保存を
行い文化財を保護していく。
　また、発掘調査の見学機会を
多く創出することにより、蓮田
市の文化財を広く啓発する。

社会教育
課

- -

　R1年度には発掘調査4地点、試掘調査23箇
所、工事立会32箇所行いました。雅楽谷東
遺跡の発掘調査時には、現場説明会を実施
し、約50人が参加しました。
　高虫地区産業団地整備に先立ち、高都原
遺跡と正御地遺跡にて試掘調査を実施しま
した。
　H30年度発掘調査を実施した遺跡の報告書
を刊行しました。

a 達成

　引き続き、埋蔵文化財包蔵地内での個
人住宅建設などに先立ち、計画的に試掘
調査を実施していきます。遺構などが確
認された場合には申請者と協議を行い、
保存が困難な箇所は発掘調査を実施して
いきます。

11,560

市指定文
化財保存
修復事業

　高虫氷川神社や黒浜久伊豆神
社の彫刻など指定後劣化してい
る指定文化財に対して、保護
ネットをかける。また、彫刻の
デジタル復元を実施し、解説板
を制作する。

社会教育
課

- -

　高虫氷川神社本殿の壊れた箇所の修復に
ついて、修復業者からの見積結果を氏子総
代に報告しました。
　一般社団法人関東しろあり対策協会によ
る「黒浜久伊豆神社本殿」、「高虫氷川神
社本殿」の蟻害・カビ腐朽検査について、
氏子総代等と調整を行いました。（R2年4月
に蟻害・カビ腐朽検査を実施していま
す。）

b 一部達成
　高虫氷川神社本殿の補修について、氏
子総代と協議を行いながら可能な限り対
策を講じていきます。

0143

142

-77-



学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策３．国際交流・多文化共生

施策（１）地域交流・多文化交流の促進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

自治振興
課

25 国際交流推進事業
　ワンナイトステイ事業について、4件の斡
旋を行いました。

a 達成
　日本語教室、ワンナイトステイ事業を
中心とする支援を継続します。

4

学校教育
課

91
蓮田市中学校国際親善
訪問団派遣事業

　19人の中学生をオーストラリア・クイー
ンズランド州・ゴールドコースト市に派遣
し、ホームステイと現地校での交流を行い
ました。

a 達成
　引き続き、19人を募集し、ホームステ
イと現地校での交流を図り、国際交流を
推進します。

0

外国語指
導助手招
致事業

　市内全中学校に各１名の外国
語指導助手（ＡＬＴ）を配置
し、中学校英語教育、小学校外
国語活動、国際理解教育の推進
を図る。
　また、小学校高学年での英語
の正式教科化を視野に、英語教
育を小・中学校で系統的に行え
るように検討する。

学校教育
課

92
外国語指導助手招致事
業

　6人体制で市内の中学校英語教育と小学校
外国語活動の充実に取り組みました。
　小学校での外国語活動の教科化に向け
て、年3回の推進協議会で小・中学校間での
連携が図れるよう努めました。

a 達成

　引き続き、外国語活動推進教師を中心
に各校の連携を図りながら。英語教育と
小学校外国語活動、国際理解教育を推進
していきます。

21,741

外国語指
導助手小
学校配置
推進事業

　全ての小学校に外国語指導助
手（ＡＬＴ）を常置して、小学
校における英語教育及び外国語
活動の充実を図る。

学校教育
課

- -

　小学校教員とのティームティーチングを
実施しました。また、各学校へのALTの指導
回数を増加させ、外国語活動の時間を増や
しました。

a 達成

　小学校外国語活動の教科化に対応する
ために、ALTの活躍の場を広げていきま
す。また、小学校教員との積極的な
ティームティーチングを支援していきま
す。

4,041

小・中学
校英語教
育推進事
業

　市内小学校に英語教育（外国
語活動）サポーターを配置し、
外国語指導助手（ＡＬＴ）とと
もに小学校外国語活動を推進
し、将来、国際的視野に立って
活躍できる児童の育成を図る。

学校教育
課

93
小学校外国語活動推進
事業

　7人いる小学校外国語サポーターをALTと
ともに配置し、小学校の外国語の授業で担
任の先生を中心にした授業の支援を行いま
した。

a 達成

　サポーター登録者が増えるよう、引き
続き募集を行います。
　また、小学校担任やALTとの連携を取
り、授業の質の向上に取り組みます。

720

中学校国
際親善訪
問団派遣
事業

　国際社会に対応するため、異
文化に触れることにより国際的
視野、国際感覚を持った人材を
育成する。
　また、生徒の語学への意欲と
興味・関心を高める。

学校教育
課

91
蓮田市中学校国際親善
訪問団派遣事業

　19人の募集に対して41人の応募がありま
した。10回の事前研修会と、9日間の現地で
のホームステイや学校訪問を通じ、蓮田市
と現地校の交流を行いました。また、帰国
報告会では、生徒に経験してきたことを報
告してもらいました。

a 達成

　引き続き、19人の中学生を募集し、参
加する生徒の力を伸ばす研修と、現地で
の交流を支援し、国際感覚を持った人材
の育成に努めます。

3,018

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

59
（再掲）

　外国人のための日本語教室、
国際文化交流会の活動支援やワ
ンナイトステイ事業等への協力
を行う。

（参考）
総合戦略（関連計画）

61
（再掲）

60
（再掲）

62
（再掲）

144
国際交流
推進事業
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（１）スポーツ・レクリエーション活動の促進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

スポーツ
団体育
成・支援
事業

　スポーツ振興の中心的な担い
手、受け皿となっているスポー
ツ団体の育成及び支援を行う。

文化ス
ポーツ課

- -
　スポーツ振興の中心的な担い手、受け皿
となっているスポーツ団体に補助金を交付
し、団体の支援を行いました。

a 達成
　引き続き団体への補助金の交付を行
い、支援を継続していきます。

2,228

スポー
ツ・レク
リエー
ション普
及事業

　スポーツ推進委員・体育協
会・スポーツ少年団・レクリ
エーション協会等によるスポー
ツ振興や、各種団体等と協力・
連携して実施しているはすだス
ポーツフェスタ等のスポーツイ
ベント、また、各種スポーツ教
室の実施などにより、市民のス
ポーツ参加の機会をつくる。

文化ス
ポーツ課

111
スポーツ・レクリエー
ション普及事業

　スポーツ団体等の協力により、10月20日
「はすだスポーツフェスタ」が開催され、
約1,000人の参加がありました。
　11月3日・16日に「ディスコン教室」、2
月7日・21日に「体幹トレーニング教室」を
開催しました。

a 達成
　引き続き、スポーツ・レクレーション
の普及事業を推進していきます。

2,658

スポー
ツ・レク
リエー
ション指
導者の育
成

　スポーツ振興を推進するた
め、スポーツ推進委員をはじめ
とする指導者等の育成を図る。

文化ス
ポーツ課

- -
　スポーツ推進委員の研修(3回)、スポーツ
少年団指導者への講演会・講習会を実施
し、指導者の育成を行いました。

a 達成
　スポーツ・レクリエーション指導者等
の育成のための研修について、研究・実
施していきます。

508

中学校部
活動推進
事業

　生徒の体力の向上及び心の健
全育成を目指し、市内全５校に
部活動外部指導者を配置し、質
の高い専門的な技術指導によ
り、部活動を活性化を図る。

学校教育
課

90 中学校部活動推進事業

　H30年度に作成した「蓮田市立中学校部活
動の在り方に関する方針」に基づいて各中
学校で部活動が行われており、各部活動ご
とに活動方針と活動計画書が作成されてい
ます。また、それを各校のホームページで
公表しています。
　県のスポーツエキスパート事業からの補
助を受け、部活動外部指導者を20人配置し
ました。

a 達成

　県のスポーツエキスパート事業が終了
する予定であることから、市の部活動指
導員の制度構築を目指し、研究を進めま
す。制度構築後には、さらなる専門的な
技術指導を進めていきます。

695

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

146

145

ＰＬＡＮ

58
（再掲）

147

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（２）スポーツ施設整備の促進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

みどり環
境課

- -

　関東財務局に計画の進行状況を説明する
とともに、用地買収などの打合せを行いま
した。
　東埼玉病院側から、公園計画について協
力的な話をいただきました。

b 一部達成

　財務省との用地取得打合せを行い、用
地取得を早期に実現できるように進めて
いきます。
　また、病院用地の利用についても、病
院と打合せを継続し、進めて行きます。

0

文化ス
ポーツ課

- -

　総合市民体育館パルシーについて、サブ
アリーナ建設検討に向けての調査及び建設
方法提案等の業務委託を行いました。
　また、サブアリーナ増築及び大規模修繕
についての研究を深めました。

a 達成
　総合市民体育館サブアリーナ増築及び
大規模修繕について、調査報告を踏ま
え、年次計画(案)を策定します。

2,750

148
スポーツ
施設整備
事業

　黒浜公園周辺や総合市民体育
館周辺の再整備をはじめ、屋内
及び屋外体育施設の新設・整備
について調査検討を行い、生涯
スポーツ環境の整備推進を図
る。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策５．人権教育・啓発の推進

施策（１）人権意識の高揚

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

庶務課 - -

　蓮田市人権施策推進指針及び蓮田市人権
施策実施計画に基づき、「教職員合同現地
研修会(8月)」「埼葛人権を考えるつどい
(10月)」「職員同和問題研修会(1月)」「教
育管理職人権研修会(2月)」などの事業を企
画し、人権啓発に取り組みました。

a 達成

　人権尊重社会を構築するため、関係団
体等と連携協力しながら、引き続き、
様々な研修会等を企画実施して人権啓発
を行っていきます。

1,716

社会教育
課

- -

　各種研修会や講演会等を開催し、その他
あらゆる機会を捉えて人権啓発活動を展開
しました。
　また、人権問題解決のための活動を行っ
ている蓮田市人権教育推進協議会に補助金
を交付し、活動を支援しました。

a 達成

　各種研修会や講演会等を開催し、その
他あらゆる機会に人権啓発活動を展開し
ながら、時代や世相に適した活動のあり
方について検討していきます。

1,167

庶務課 89
心の教育・教育相談体
制づくり

　開催する案件がなかったため、いじめ問
題調査委員会は開催しませんでした。

d その他
　案件が生じた場合は、教育委員会等関
係機関と緊密に連携し、いじめ防止の対
策に努めていきます。

0

学校教育
課

89
心の教育・教育相談体
制づくり

　各学校のいじめ防止基本方針を改定しま
した。
　月例いじめ報告により、各校のいじめの
状況の把握に努めました。
　SNSを使ったいじめを防止するため、市内
小学校4年生を対象にリーフレットを配布し
ました。

a 達成
　引き続き、未然防止・早期発見・組織
的な対応ができるよう、いじめ防止対策
を総合的に推進していきます。

119

150
いじめ防
止対策推
進事業

　児童・生徒に寄り添う教育相
談体制を構築し、心の教育の効
果的な推進と児童・生徒の望ま
しい成長、自己実現への支援を
行う。
　また、「蓮田市いじめ防止基
本方針」に基づき、必要な組織
を設置し、関係機関との連携強
化や実効的ないじめ防止対策を
総合的に推進する。

149
人権教
育・啓発
推進事業

　人権について、市民が正しい
理解と認識を深めるため、各種
研修会、講演会等を開催し、人
権啓発活動を展開する。
　埼葛１２市町と連携協議し、
市民の人権意識への高揚を図
り、あらゆる機会をとらえて人
権問題の解決につなげていく。
　また、各種研修会の開催、関
係冊子の作成や広報への関係記
事の掲載、啓発品の配布等を継
続して行う。

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画 R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策６．平和行政の推進

施策（１）平和意識の高揚

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

平和行政
推進事業

　戦争の悲惨さと平和の大切さ
を市民一人ひとりが再認識する
機会を創出するために、標語書
道展や映画会等の平和を意識し
た事業を実施する。子どもから
大人まで幅広く平和の大切さに
ついて改めて関心を持つことに
より、平和を願う意識を高めて
いく。

庶務課 - -

　6月から8月にかけて、「平和の標語書道
展」を実施し、「平和」「世界平和」など
の字句を規定して書道作品を募集したとこ
ろ、1,584点の応募があり、優秀作品35点の
表彰等を行いました。
　3月に平和の映画上映会で「あの日のオル
ガン」を上映する予定でしたが、新型コロ
ナウイルスの感染拡大の影響により、中止
にしました。

a 達成

　平和都市宣言に基づいて、平和の尊さ
を再認識するための施策として、引き続
き、各種事業を継続的に実施していきま
す。
　また、平和の映画上映会では、「あの
日のオルガン」の上映も含めて、上映映
画の検討を行っていきます。

363

（参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

151

ＰＬＡＮ

-82-



学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策７．男女共同参画の推進

施策（１）男女共同参画の促進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

男女共同
参画への
意識づく
り

　男女共同参画社会づくりを推
進する意識啓発事業として、蓮
田市男女共生情報誌「ぱすて
る」の発行や男女共同参画セミ
ナー等を開催する。
　「はすだ男女共生プラン２０
２５」の進行管理等を計画的に
実施し、「蓮田市男女共同参画
行政推進会議」を効果的に運営
する。

庶務課 - -

　「はすだ男女共生プラン２０２５」に基
づき、同プランのH30年度実施分進行確認等
を行いました。そして、11月18日には「働
く女性のライフステージと健康」をテーマ
に、女性活躍推進セミナーを開催し、市内
事業所などから合計19人の参加がありまし
た。
　また、蓮田市男女共生情報誌「ぱすて
る」第21号を1月に発行し、成人式や広報配
布の際に各世帯に配布しました。

a 達成

　「はすだ男女共生プラン２０２５」に
基づき、各課で所管された事業が具体的
に実施されるよう進行管理を行うととも
に、男女共同参画推進に向けたセミナー
等の企画を実施します。
　また、引き続き男女共生情報誌「ぱす
てる」を発行し男女共同参画への意識づ
くりを行います。

333

庶務課

99

100

101

102

・男女共同参画社会づ
くり事業
・育児休業制度の普及
促進
・再就職・再雇用の情
報提供
・男性の子育て参加の
促進

　7月16日に男女共同参画行政推進会議を開
き、「はすだ男女共生プラン２０２５」の
平成30年度実施分の進行確認等を行いまし
た。また、11月18日には市内で働く女性を
対象に、「職場のメンタルヘルス対策」を
テーマに、女性活躍推進セミナーを開催
し、市内事業所などから計19人の参加があ
りました。

a 達成

　「はすだ男女共生プラン２０２５」に
基づき、各課で所管する事業が具体的に
実施されるよう進行管理を行うととも
に、男女共同参画推進に向けたセミナー
等の企画を実施していきます。

0

商工課

99

100

101

102

・男女共同参画社会づ
くり事業
・育児休業制度の普及
促進
・再就職・再雇用の情
報提供
・男性の子育て参加の
促進

　国・県などで行われるセミナーの開催案
内、制度に関する情報提供などを適宜行い
ました。
　9月13日に埼玉県と共催でシニア向けの就
職支援セミナーを開催しました。
 11月18日に庶務課と共同で、「職場のメン
タルヘルス対策セミナー」を実施しまし
た。

a 達成

　引き続き国・県などで行われるセミ
ナーの開催案内、制度に関する情報提供
などを行っていきます。
　県と共同でシニア向け就業支援セミ
ナーを計画していきます。

0

子ども支
援課

100

101

102

・育児休業制度の普及
促進
・再就職・再雇用の情
報提供
・男性の子育て参加の
促進

　年4回の両親学級(父親学級含む)を開催予
定でしたが、新型コロナウイルス感染症予
防のため、2月29日の両親学級(父親学級)を
中止しました。このため、例年より参加人
数は少なくなりましたが、父親５２人を含
め延べ１６７人の参加がありました。父親
に沐浴実習や妊婦体験ジャケットを着用し
てもらい、育児参加の促進をしました。

a 達成
　事業のPRを行い、父親の育児参加を促
していきます。

36

4
（再掲）

ワーク・
ライフ・
バランス
の推進事
業

　仕事と子育ての両立ができる
働きやすい環境づくりの推進の
ため、母子健康手帳交付時等に
おいて支援制度の周知に努める
ほか、両親学級において父親の
役割等の講話を実施するなど男
性の子育て参加の促進を図る。

152

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策７．男女共同参画の推進

施策（２）相談体制等の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

庶務課 - -

　県が主催するDV関連の研修会等に参加し
ました。
　また、DV被害者からの相談等について
は、福祉課や子ども支援課、市民課などの
関係各課と連携しながら、適切な対応を行
いました。

a 達成
　引き続き、DV担当職員の対応能力向上
を図るとともに、関係各課と連携しなが
ら適切な対応を行っていきます。

0

子ども支
援課

- -
　相談窓口における啓発を行いました。
　また、関係各課及び関係機関と連携を取
りながら対応しました。

a 達成

　関係各課及び関係機関と連携を取りな
がら、男女間におけるあらゆる暴力の根
絶を図るための意識啓発に努めていきま
す。

0

153

男女間の
あらゆる
暴力のな
い社会づ
くり

　男女間のあらゆる暴力等を根
絶するために、関係機関と連携
し、情報提供や相談窓口の充実
を図る。
　また、被害者への支援を行う
ため、蓮田市庁内ＤＶ対策連絡
会議を開催し、関係各課と対応
を協議する。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策１．産業の創出支援

施策（１）企業立地促進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

農政課 - -
　高虫西部地区の産業団地整備において、
農林協議が円滑に行われるように、農振整
備計画の見直し案の作成を行いました。

a 達成
　県などの関係機関協議を進め、農振整
備計画の変更を行います。

2,970

商工課 4 企業誘致

　産業団地整備課や建築指導課と連携し、
進出を検討しようとしている企業の情報共
有に努めました。
　県が主催する会議等に出席し、企業誘致
に関する情報収集を行いました。
　先端設備等導入計画の申請が3件ありまし
た。

b 一部達成

　引き続き産業団地整備課等と連携し企
業誘致に関する情報の共有を行っていき
ます。
　また、県が主催する会議等に出席し情
報収集を行っていきます。
　優遇制度について検討をしていきま
す。

0

都市計画
課

- -

　5月に高虫西部地区に係る「区域区分見直
しに係る意向調査」を県都市計画課に提出
し、7月に区域区分見直し候補地区調査ヒア
リングを実施しました。

b 一部達成
　事業の進捗状況に応じて、国・県や関
係各課と連携を取り、事業を進めていき
ます。

0

産業団地
整備課

4 企業誘致

　高虫西部地区では、土地区画整理組合設
立準備会と協力し、業務代行予定者を選定
しました。また、市街化区域への編入に向
けて、環境影響評価調査計画書を策定しま
した。
　根金井沼地区では、都市計画法第34条第
12号に基づく区域指定制度を活用し、民間
企業による流通業務施設の開発が行われて
います。

b 一部達成

　高虫西部地区では、組合設立準備会及
び業務代行予定者と役割分担のうえ、
国・県等と調整し、継続して市街化区域
への編入に向けた準備を進めます。
　根金井沼地区では、引き続き都市計画
法第34条第12号に基づく区域指定制度を
活用し、企業の誘致を行います。

32,647

建築指導
課

4 企業誘致
　大字根金字皿田地区(0.13ha、工場)、大
字井沼字清水地区(4.98ha、流通業務)の2地
区について区域指定を行いました。

a 達成

　民間企業からの工業・流通業務施設に
ついての立地要望を受け、打ち合わせを
行い、区域指定により立地が可能なもの
については手続きを進め、建設を可能と
する区域指定を行います。

0

154
産業基盤
整備事業

　産業集積拠点に位置付けられ
ている高虫西部地区において
は、産業団地整備に係る都市計
画案（区域区分、用途地域、高
度地区、防火・準防火地域、地
区計画、土地区画整理事業等）
の作成等を進める。
　平成３０年１０月に設立した
高虫西部地区土地区画整理組合
設立準備会や業務代行予定者等
と協力し、土地区画整理事業の
組合設立認可等の取得に向け
て、必要となる資料を作成しつ
つ、国・県等関係機関との協議
を進める。
　根金井沼地区のうち国道122号
沿道周辺においては、都市計画
法第３４条第１２号に基づく区
域指定制度を活用し、民活によ
る工業及び流通系企業の誘致を
図る。
　また、事業進捗を図るための
優遇制度について、調査・検討
を行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策４

主要事業
№

-85-



地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策１．産業の創出支援

施策（２）創業支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

創業支援
事業

　市、商工会、金融機関の３者
で締結した「企業支援に係る包
括連携協力に関する協定」を活
用し、創業希望者の情報共有を
図る。それぞれの立場から創業
希望者に対する支援を包括的に
実施していく。

商工課 1 創業支援事業

　6月から7月にかけて商工会が近隣の市町
と共同で創業塾を開催しました。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」の申請
が2件あり補助しました。
　3月に「女性のためのプチ起業セミナー」
を開催する予定でしたが、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、中止しました。

a 達成

　引き続き商工会が実施する創業塾を支
援していきます。また、女性向けの創業
支援セミナーも継続して実施していきま
す。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」を活
用し、創業支援を行っていきます。

400

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画

155

R1年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

中心市街
地の活性
化推進事
業

　ＪＲ東日本と連携し、蓮田駅
周辺と市内の地域資源を結びつ
けたイベントを実施する。
　また、商工会と連携し、商店
会等の街ゼミなどのイベントを
実施し、商店会等の活性化を図
る。

商工課 27 中心市街地活性化事業

　蓮田市民まつり実行委員会に補助金を交
付するとともに、当日の運営を支援しまし
た。11月1日から3日の3日間、JR東日本と連
携し、駅からハイキングを実施しました。
　東口商店会が実施するマップカレンダー
事業に補助金を交付しました。
　商工会が年末に実施した「Go!Go!スタン
プ蓮田」の支援を行いました。
　4つの商店街に対し、街路灯電気料補助金
を交付しました。

a 達成

　引き続きJR東日本等と連携し、イベン
トなどを実施していきます。
　また、商店会等が実施する事業に対し
補助金を交付し、運営支援を行っていき
ます。

200

商工会と
の連携支
援事業

　商工会法の定めるところによ
り設立された蓮田市商工会に対
し補助金を交付するとともに、
連携して事業を実施することに
より商工業の総合的な発展を図
る。

商工課

1
2

8

・創業支援事業
・新サービスエリア整
備事業
・特産品振興事業

　商工会に対し補助金を交付しました。
　また、商工会が実施した様々な事業に対
し支援を行いました。商工会が特産品とし
て開発した梨のコンポートが新蓮田サービ
スエリアで開催された「蓮田・埼玉フェ
ア」で販売されました。

a 達成
　引き続き、様々な面で商工会と連携
し、市内の商工業の振興に努めていきま
す。

27,000

商業団体
活性化推
進事業

　雅楽谷の森フェスティバルを
はじめ、商業団体や商店街が自
主的に取り組む事業に対し補助
金を交付し、まちの活力やイ
メージアップ向上を図る。
　出会いの場を提供するイベン
ト等については、関係団体と連
携し、地域の資源を活用しなが
ら事業を推進する。

商工課

6

24

33

・商業団体活性化推進
事業
・特色あるイベント支
援事業
・婚活支援事業

　「商業団体活性化推進事業補助金」を活
用し雅楽谷の森フェスティバルに補助金を
交付しました。また、当日の運営の支援を
行いました。

a 達成

　引き続き、補助金を交付するととも
に、運営の支援を行い、まちの活力やイ
メージアップに向けた取組を支援してい
きます。

600

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

157

156

158

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画

農政課 2
新サービスエリア整備
事業

　7月29日に新SAがオープンし、組織立上げ
について支援した一般社団法人農商工連携
推進協議会農産物部会が新SAに農産物を納
入開始しました。

a 達成
　旧上りSAで実施していた特産品フェア
について、どのような形で実施するか検
討し、蓮田市を広くPRしていきます。

0

商工課 - -

　7月29日のオープニングイベントから8月
20日まで「蓮田・埼玉フェア」が開催さ
れ、商工会で開発された梨のコンポートや
市内事業所による特産品等の販売が行われ
ました。

a 達成

　引き続き、商工会等の関係団体と連携
し、新サービスエリア内において市の特
産品等を販売できるよう協議していきま
す。

0

都市計画
課

- -

　東日本高速道路株式会社や関係各課と調
整した結果、7月29日に蓮田サービスエリア
上り線が開業し、外部利用駐車場からも利
用可能になりました。
　新サービスエリアと蓮田駅を結ぶシャト
ルバスの運行を開始しました。

b 一部達成

　今後は、都市計画マスタープランの改
定において、「新蓮田サービスエリア周
辺ゾーン」の土地利用やスマートイン
ターチェンジへのアクセス道路の整備に
ついて検討していきます。

0

159
新サービ
スエリア
活用事業

　川島地区に建設された新サー
ビスエリア内において、市の特
産品等を販売し、サービスエリ
ア利用者に蓮田市の特産品を広
く周知して産業の振興を図る。
市民に対してもサービスエリア
を利用してもらうことにより、
地域の活性化を図る。
　特産品フェアについても継続
して実施し、蓮田市を広くＰＲ
していく。
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（２）就労支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

商工課 - -

　ハローワークや埼玉県等と連携し、就労
支援に関する情報を市役所専用コーナーに
掲示するとともに、市役所商工課窓口にお
いてハローワークオンライン提供を行いま
した。

a 達成

　引き続き、ハローワークや埼玉県等と
連携し、就労支援に関する情報を市役所
専用コーナーに掲示するとともに市役所
商工課窓口においてハローワークオンラ
イン提供を継続していきます。
　また、就業支援セミナーを計画してい
きます。

293

福祉課

14

17

・精神障害者小規模作
業所等運営支援
・障がい者就労支援セ
ンター事業

　蓮田市社会福祉協議会に業務委託を行う
とともに、障がい福祉サービスを活用し
し、必要な支援等を行いました。自立支援
協議会において、パンフレットを作成し、
各市町の就労支援センターの周知を行いま
した。

a 達成

　利用者にとって適切な支援を検討して
いきます。また、自立支援協議会におい
て、就労支援にかかる課題等について研
究を行っていきます。

0

長寿支援
課

- -

　蓮田市シルバー人材センターが実施す
る、自らの生きがいや社会参加への就業機
会の増大を図るために行う事業や、活力あ
る社会づくりに寄与するために行う事業等
に対して、補助金を交付しました。

a 達成

　引き続き、補助金を交付します。
　また、令和2年4月1日に開設した新事
務所において、会員が働きやすい環境の
整備に努めます。

0

子ども支
援課

16

101

・母子家庭等自立支援
事業
・再就職・再雇用の情
報提供

　窓口や広報紙、ホームページ等で制度の
周知に努めました。
　教育訓練給付金については、継続受給者
に対して給付しました。高等職業訓練促進
給付金については、継続受給者及び新規受
給者に給付しました。

a 達成

　引き続き、窓口や広報紙、ホ－ムペー
ジ等で制度の周知に努めるとともに、継
続受給者及び新規受給者への給付を滞り
なく実施します。

7,650

創業支援
事業

　市、商工会、金融機関の３者
で締結した「企業支援に係る包
括連携協力に関する協定」を活
用し、創業希望者の情報共有を
図る。それぞれの立場から創業
希望者に対する支援を包括的に
実施していく。

商工課 1 創業支援事業

　6月から7月にかけて商工会が近隣の市町
と共同で創業塾を開催しました。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」の申請
が2件あり補助しました。
　3月に「女性のためのプチ起業セミナー」
を開催する予定でしたが、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、中止しました。

a 達成

　引き続き商工会が実施する創業塾を支
援していきます。また、女性向けの創業
支援セミナーも継続して実施していきま
す。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」を活
用し、創業支援を行っていきます。

400
155

（再掲）

160

あらゆる
世代の就
業支援事
業

　ハローワーク、埼玉県、関係
機関と連携し、就労支援に関す
る情報を市役所専用コーナーに
掲示するとともに市役所商工課
窓口においてハローワークオン
ライン提供を運営していく。ま
た、埼玉県と共催で就労支援セ
ミナーを開催する。
　高齢者世代に対しては、蓮田
市シルバー人材センターが実施
する自らの生きがいや社会参加
への就業機会の増大を図るため
に行う事業や活力ある社会づく
りに寄与するために行う事業等
に対して、補助金を交付する。
　子育て世代に対しては、教育
訓練講座を受講した母子家庭の
母または父子家庭の父に対し、
教育訓練給付金を支給する。ま
た、看護師等の養成機関に就業
した母子家庭の母または父子家
庭の父に対し、高等職業訓練促
進給付金を支給する。

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

広報広聴
課

19

「はすぴぃ」や「にゃ
んたぶぅ」を活用した
シティセールス推進事
業

　公式インスタグラムやはすぴぃ公式ツ
イッターで県立不動岡高校生徒による、蓮
田産梨を使ったタピオカジュースなどの話
題を紹介し、市の魅力発信を行いました。

a 達成
　引き続き公式インスタグラムやツイッ
ターで市の魅力発信を行っていきます。

0

農政課 7
農産物の地産地消の推
進

　蓮田産の米と大豆を使ったみそ作り講習
会の開催や、学校給食への地元食材納入(は
なみずきみそ、野菜等)を支援しました。

a 達成

　今後も地元農産物を利用した農産物加
工講習会等の開催や学校給食への食材納
入に対する支援等を行い、地産地消の取
組を推進していきます。

0

商工課 - -

　「蓮田ブランド推進協議会」を6月5日、9
月26日、11月13日、2月7日に開催し、蓮田
ブランドの構築に向けた協議を行いまし
た。
　また、蓮田スープレシピコンテストの開
催や、市のキャッチフレーズの募集を企画
しました。

a 達成

　引き続き年4回程度「蓮田ブランド推
進協議会」の全体会議を開催するほか、
部会による個別会議を実施し、蓮田ブラ
ンドの構築に向けた協議を行っていきま
す。

297

はすだ
Futureプ
ロジェク
ト支援事
業

　長編映画製作を目指し、映画
に関連するイベントなどを実施
することにより、「映画のまち
蓮田市」へ発展させ、映像関係
の企業や若者の関心を高め、人
口の増加を図る。
　また、地域の活性化を目指
し、交流の場となる活動拠点の
整備を進める活動を支援する。

商工課 21
映画製作、フィルム・
コミッション誘致事業

　市民向け演技ワークショップを6月30日、
9月1日、11月24日に開催しました。
　プロジェクトメンバーが監督、出演者を
市民が務める短編映画「夢の舞台」の撮影
を2月24日に行いました。

a 達成

　短編映画「夢の舞台」を各種映画祭に
出展及び市内での試写会を開催しプロ
ジェクトの周知を図ります。また、長編
映画の脚本及び出演者の決定を目標に取
り組みます。

1,000162

161

地域資源
の活用に
よる蓮田
ブランド
の発掘・
活用

　蓮田らしさを有する地域資源
を「蓮田ブランド」として認定
し、積極的にアピールしていく
ことにより、産業の振興と市の
イメージ向上を図る。あわせ
て、地域に対する愛着を深め、
誇りを持てるようにする。

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

第５次総合振興計画

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

第５次総合振興計画

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

農政課 8 特産品振興事業

　9月4日(水)に市内小学3年生(455人)を対
象に選果場見学会を実施しました。
　また9月29日(日)、10月9日(水)にくまが
やドームで開催されたラグビーワルドカッ
プのイベントに出展し、梨の試食や販売を
行い、あわせて市のPRを行いました。

a 達成

　選果場見学会は市内小学生の梨への理
解・関心を深めるのに有効であるため、
継続して実施します。
新蓮田SA(上り線)がオープンしたため、
ネクスコや商工課と協議しながら新たな
イベント開催に向けての準備を進めてい
きます。また、国・県及び民間イベント
への参加など、特産品の新たなPRを検討
していきます。

650

商工課 8 特産品振興事業

　市内外のイベントにおいて、商工会の推
奨特産品の冊子配布や、梨のコンポートの
販売などPRを行いました。
　7月29日から8月20日にかけて新蓮田サー
ビスエリア(上り線)で「蓮田・埼玉フェ
ア」が開催され、市内の特産品の販売・PR
を行いました。

a 達成
　引き続き、市内外のイベントで特産品
のPRを行っていきます。 0

産業振興
支援事業

　産業振興の促進を図るため、
高性能の農業機械の購入及び設
備投資等を行う農業団体等に対
し支援を行う。

農政課 11 産業振興支援事業
　農業機械や多目的防災網を購入する農業
団体(2団体)に対し費用の一部を補助し支援
しました。

a 達成
　農業の近代化事業及び老朽設備更新と
して、引き続き支援していきます。

1,420

農政課 - -
　庁内で関係各課と、道の駅「はすだ」の
実現に向け、どのような形で進めていくの
か検討しました。

c 未達成
　今後も、道の駅「はすだ」の実現に向
け検討を継続していきます。

0

商工課 - -
　活性化施設や道の駅を設置する方法につ
いて、情報収集を行いました。

c 未達成
　今後も、道の駅「はすだ」の実現に向
け、勉強会の実施など関係各課と連携を
図っていきます。

0

道路課 - -

　「道の駅」について、立地・事業規模・
独自のコンセプトを検討するため、勉強会
や先進地の視察先を検討しましたが、実施
することができませんでした。

c 未達成
　関係各課による合同視察研修を含め、
事業化に向け勉強会を実施していきま
す。

0

164

165

道の駅
「はす
だ」推進
事業

　農業や観光の活性化施設を整
備するとともに、市の認知度や
交流人口の拡大を図るため、道
の駅の整備を検討する。

163
特産品振
興事業

　市内小学校３年生を対象にし
た平野梨選果場見学会及び蓮田
サービスエリア（上り線）での
特産品フェアを実施する蓮田市
特産品街頭キャンペーン実行委
員会に対して補助を行うととも
に、特産品である梨の栽培技術
の研究事業に関し支援を行う。
　また、商工会で新たに開発し
た特産品を市内外で開催される
イベント等において積極的に販
売し、周知を図る。
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策３．農業の振興

施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

土地改良
基盤整備
推進事業

　ほ場の大型化や用排水路・道
路等の農業生産基盤を総合的に
整備し、効率的な農業の展開と
農地利用集積等を進める。
　「閏戸耕地」は、埼玉型ほ場
整備事業として、地元との協議
を踏まえ推進し、早期完成を目
指す。

農政課 9
土地改良基盤整備事業
の推進

　ほ場整備事業について、春日部農林振興
センターと市の協議を5回、春日部農林振興
センター、蓮田市、代表役員の協議を2回、
春日部農林振興センター、蓮田市、伊奈町
の協議を2回、組合役員会1回、代表役員会
を6回開催しました。
　7月19日に春日部市(3団体)を対象とし
た、ほ場整備事業視察研修会を行いまし
た。
　9月11日にほ場整備工事を発注し、年度内
完成を目指しましたが、R2年5月31日まで事
業を繰り越すこととなりました。

b 一部達成
　閏戸土地改良組合及び春日部農林振興
センターと連携して、ほ場整備事業の早
期完成を目指します。

37,050

環境にや
さしい農
業への取
組

　安心・安全な農産物の生産と
供給を図るため、有機農産物栽
培、廃プラスチック等の収集処
理、米・梨・野菜の減農薬栽培
等の事業に対して支援を行う。

農政課 10
環境にやさしい農業へ
の取組

　農業用廃プラスチック等の収集処理事業
に支援しました。米・梨の減農薬栽培など
の環境に配慮した事業に取り組む農業団体
の事業を支援しました。

a 達成

　低農薬・減農薬、有機栽培農産物等の
生産に関する取組みを推進していきま
す。さらに、GAPについて、農業生産者
が行う生産工程の管理手法の一つとし
て、今後、認証制度等を含めて、研究を
進めます。

1,972

地産地消
の推進事
業

　地元農産物の販売拡大とＰＲ
を図るため、一般市民や親子を
対象とした農産物加工講習会を
開催する。
　また、農業体験事業、学校給
食への地元野菜の納入に対して
支援を行う。

農政課 7
農産物の地産地消の推
進

　蓮田産の米と大豆を使ったみそ作り講習
会の開催や、学校給食への地元食材納入(は
なみずきみそ、野菜等)を支援しました。
　また、蓮田南中・黒浜中・黒浜南小の3校
の農業体験事業(田植え・稲刈り)を支援し
ました。

a 達成

　今後も地元農産物を利用した農産物加
工講習会等の開催や学校給食への食材納
入に対する支援等を行い、地産地消の取
組を推進します。

541

農産物直
売所の整
備事業

　地元農産物の生産振興及び販
路拡大のため、農産物直売所の
整備を検討する。

農政課 2
新サービスエリア整備
事業

　7月29日に新SAがオープンし、組織立上げ
について支援した一般社団法人農商工連携
推進協議会農産物部会が新SAに農産物を納
入開始しました。

a 達成

　新蓮田SAがオープンし、直売所の新設
ではなくテナントの青果店に農産物を納
入する形となりました。
※今後はNo.159の『新サービスエリア活
用事業』で事業の進行管理を行います。

0

ふれあい
農園管理
運営事業

　農作業を体験したい市民のレ
クリエーションとしての自家用
野菜、花の栽培や高齢者の生き
がいづくりなどのニーズに応え
るため、適切な管理運営を行う
とともに、拡張と新規農園の検
討を行う。

農政課 - -
　閏戸・川島のふれあい農園の空き区画に
ついて、直営で除草・異物除去・耕運を行
い、整備後、貸出を行いました。

a 達成
　利用者の方々には今後も適切に利用し
ていただくよう周知を徹底し、良好な市
民農園として管理運営を行います。

949

168

169

170

166

167

R1年度
決算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策３．農業の振興

施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

R1年度
決算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

交流ふれ
あい支援
事業

　水田活用として、景観形成作
物のコスモス・そば等の栽培に
合わせて地元農産物の直売等の
イベントを行うことにより、各
地域の農業者と地域住民との交
流を図る活動の支援を行う。

農政課 24
特色あるイベント支援
事業

　コスモスまつりを1地区(1地区は台風で中
止)で、そばまつりを2地区で開催し、農業
者と地域住民との交流する機会を創出しま
した。

a 達成
　今後もイベントを行うことにより、遊
休農地を活用し、農業者と地域住民との
交流を継続していきます。

868

新規就農
総合支援
事業

　新たに農業を志すかたに対
し、農業を始めてから経営が安
定するまでの最長５年間につい
て、経営の確立を支援する資金
を援助する。
　また、農業委員会、埼玉県春
日部農林振興センター、ＪＡ南
彩等と連携し、農業技術や農業
経営の指導、サポートを行う。

農政課 12 新規就農総合支援事業
　4件の新規就農についての相談があり、農
業委員会や県と連携しながら、農地のあっ
せん等を行いました。

a 達成
　新規就農者の発掘や誘導を行い、県や
JAと連携し、新規就農者を手厚く支援し
ていきます。

0

梨農家担
い手確保
事業

　減少する市の特産品である梨
農家の担い手を募集し、手放す
梨畑のあっせんに取り組む。ま
た、農業委員会、埼玉県春日部
農林振興センター、ＪＡ南彩等
と連携し、農業技術や農業経営
の指導・サポートを行う。

農政課 12 新規就農総合支援事業
　新規就農の相談者(果樹希望者)に対し、
県やJAの事業周知を行いました。

a 達成
　果樹産地リノベーション支援事業等を
活用し、県や農協と連携しながら新規就
農者の確保・育成に努めます。

0

貸農園事
業

　民間事業者と連携し、貸農園
事業を行う。蓮田スマートイン
ターチェンジを活用して都市住
民に訪問してもらい、農業体験
を提供する。

農政課 13 貸農園事業
　H30年度に拡張した川島地区のふれあい農
園について、貸付けを開始しました。全区
画を市民向けの農園として利用しました。

b 一部達成
　スマートICを利用した農園利用者を考
慮し、新たな農園を検討します。

0

農業経営
の法人化
事業

　農業経営体の信用向上や取引
を活発にするため、農業委員
会、埼玉県春日部農林振興セン
ター、ＪＡ南彩等と連携し、個
人経営者の法人化を推し進め
る。
　また、市内に点在するまと
まった遊休農地及び貸出を希望
している農地について、参画を
図る農業関連企業に紹介する。

農政課 - -
　新規参入を検討している企業に対し、土
地の紹介を行い、地元説明会を行いまし
た。

a 達成
　今後も農業経営の法人化への推進と農
業関連企業への農地の紹介を継続してい
きます。

0

172

171

173

174

175
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（１）地球温暖化対策の推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

自然エネ
ルギー活
用システ
ム設置費
補助金交
付事業

　環境にやさしいまちづくりを
推進していくことを目的に、住
宅用の太陽光発電システム、雨
水貯留設備を設置したかたに対
して補助金を交付することで、
市民の自然エネルギー利用を積
極的に支援する。
　平成２７年度からは、雨水貯
留設備の補助を１００リットル
以上と対象を広げ、浄化槽の雨
水貯留設備転用も加える等充実
を図っており、庭木への散水の
ほか、災害等の非常時の備えと
して設置していただけるよう周
知していく。

みどり環
境課

123
自然エネルギー活用シ
ステム設置費補助金交
付事業

　4月1日から2月28日まで自然エネルギー活
用システム設置費補助金の申請受付を行い
ました。交付実績は、住宅用太陽光発電シ
ステムの設置者に対する補助は43件(1件あ
たり29,000円)、雨水貯留設備の設置者に対
する補助は4件(1件あたり限度額20,000円)
となりました。

a 達成

　自然エネルギーの利用を促進するため
に、今後も補助制度による支援を続けて
いきます。また、補助制度をより多く普
及させるために、パンフレットを関係機
関窓口に設置するなど積極的に啓発を行
います。

1,233

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画 R1年度
決算額
（千円）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

176

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

-94-



潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（２）環境地域活動の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

自治振興
課

- -

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の
活動として、6月と11月に蓮田駅東口及び西
口花壇、市役所正面玄関前花壇に季節の花
を植えました。また、年間を通して、各団
体が交代で水遣り等の維持管理を行いまし
た。

a 達成
　今後も蓮田市コミュニティづくり推進
協議会の活動の一環として、花植えと維
持管理を継続します。

0

みどり環
境課

- -

　花苗を希望している地元管理団体に花苗
を提供しました。
　新日本婦人の会にアダプトプログラムの
協力を依頼し、実施に向けて調整しまし
た。

b 一部達成

　既存の団体には引き続き花苗の提供を
行います。
　アダプトプログラムを実施し、あわせ
て、新規団体の参画支援を行います。

78

自然環境
保全支援
事業

　良好な自然環境の保全を目的
に、樹木と樹林地の適切な維持
管理を図るために奨励金を交付
する。

みどり環
境課

- -

　良好な自然環境を保全するため、保存樹
木については、21本、66,000円、保存樹林
については、38,500.06㎡、254,060円の奨
励金を交付しました。

a 達成
　引き続き、保存樹木、保存樹林共に奨
励金の交付を行います。

318

黒浜沼周
辺整備事
業

　貴重種を含む多様な動植物を
育む黒浜沼、緑のトラスト第１
１号地及びその周辺地を、豊か
な自然環境が良好な状態で後世
に継承できるよう管理を行う。

みどり環
境課

- -

　黒浜沼周辺地権者会を通して元地権者等
に稲作を委託しました。
　除草を行い、景観の維持及び見学者の利
便性に配慮しました。また、外周道路、遊
歩道周辺について、年2回の除草委託を行い
ました。
　未買収トラスト地15,134㎡を買収しまし
た。

a 達成

　引き続き稲作を続けます。
　R1年度に引き続き、駐車場および散策
路周辺の除草を行い、それに加えて周辺
道路沿いの除草も行います。
　買収したトラスト用地及び既存の用地
の維持・監理及び、活用方法を検討して
いきます。

37,665179

177

178

花と緑の
まちづく
り事業

　公園の花壇、植え込み、市内
の緑地等、市内各所に四季折々
の花を植え、それらを市民、関
係団体、企業等が協働で管理し
ていくことにより、花と緑のま
ちづくりを行っていく。花壇に
は、管理するかたの名前を記し
た看板を設置する。
　また、各分野にわたる市内の
団体で構成された「蓮田市コ
ミュニティづくり推進協議会」
が行う活動の中で、花いっぱい
運動を年２回実施していく。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（２）環境地域活動の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

みどり環
境課

- -
　山ノ神沼を守る会へ水質改善事業に対す
る補助として118,000円を交付しました。

a 達成

　環境保全事業支援補助金を、申請や活
動に応じて環境保全補助金を支給しま
す。
　未買収地の用地取得に向けて、用地鑑
定を行います。

118

農政課 - -

　維持管理作業委託及び仮設トイレ維持管
理委託の発注を行い、山ノ神沼敬愛会に報
奨金を交付しました。
　敬愛会の活動としては、ボランティア清
掃活動4回（延べ参加者211人）、ほか役員
による清掃3回などでした。

a 達成

　維持管理作業委託及び仮設トイレの維
持管理を行い、山ノ神沼敬愛会を中心に
ボランティア清掃活動を継続していきま
す。

1,435

180
山ノ神沼
周辺整備
事業

　農業用水利施設として円滑に
機能するよう保全改修を行うと
ともに、貴重な水辺空間の環境
を維持し、自然・田園風景と気
軽に楽しくふれあえる空間を創
出する。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（３）環境教育の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

環境教
育・環境
学習推進
事業

　環境学習館の指定管理者が行
う各種事業や環境団体の行って
いる環境に関する学習に対して
支援を行う。
　環境保全に関する学習や情報
発信の拠点とするため、また、
地域に根ざした新しいコミュニ
ティ形成を促進するために、環
境学習館の新築二期工事を推進
する。

みどり環
境課

- -

　環境学習館や黒浜沼等で実施している自
然や環境に関係する講座や行事について参
加を呼びかけるため、広報紙に掲載しまし
た。
　環境学習館拡張予定地の宅地及び山林部
分を買収しました。拡張の農地部分の農振
除外の手続きを行いました。拡張部分の土
地所有者から買収の同意を得ました。

a 達成

　引き続き、環境学習館や黒浜沼等で実
施している自然や環境に関係する講座や
行事について、参加を呼びかけるため、
市ホームページや広報紙に積極的に掲載
を行います。
　環境学習館二期工事に向け、必要とな
る用地の買収を行います。また、設計・
工事に関する予算要求を行い、工事に着
手していきます。

13,151

農地や林
などを活
用した環
境教育推
進事業

　蓮田市に広がる身近な緑であ
る農地や林を自然環境教育の場
として活用し、自然と触れ合い
ながらその大切さを学び、自然
との共生を図ることのできる人
づくりを推進する。
　また、将来の地域環境や自然
からの恩恵を受ける子どもたち
に対し、環境に対する理解を深
め、環境に配慮した行動を実践
できるよう環境教育を推進す
る。

学校教育
課

95
農地や林などを活用し
た環境教育の推進

　農業体験や自然体験が系統的、継続的な
取組になるよう、年間指導計画の見直しを
行いました。

b 一部達成

　引き続き、農業体験や自然体験が系統
的、継続的な取組になるよう、年間指導
計画の見直しを行い、自然との共生を図
ることができる人づくりを推進していき
ます。

0

R1年度
決算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

74
（再掲）

181

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（１）循環型社会の推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

資源リサ
イクル奨
励金交付
制度

　市民のごみに対する意識の向
上を図るため、ごみの減量化や
資源の再利用等、市内の地域住
民で組織する団体が行う資源回
収事業に対し、奨励金を交付す
る。

みどり環
境課

- -
　資源リサイクル奨励金について、前期分
を46団体に対し1,399,730円、後期分を44団
体に対し1,399,790円交付しました。

a 達成

　今年度も同様の奨励金を交付します
が、将来的に行われる第５次総合振興計
画の見直しに合わせ、関係団体と調整し
ながら奨励金の廃止などを検討していき
ます。

2,780

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

182

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（２）ごみ・し尿処理体制の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

蓮田白岡
衛生組合
運営事業

　蓮田市と白岡市の２市で構成
している衛生組合の効率的・効
果的な運営に努め、廃棄物の安
全な処理を行う。

みどり環
境課

- -

　蓮田白岡衛生組合とともに資源物の持ち
去り防止パトロールを行いました。
　蓮田市、白岡市、蓮田白岡衛生組合の3者
で事務研究会を4回開催し、情報交換等を行
いました。

a 達成

　引き続き、蓮田白岡衛生組合とともに
資源物持ち去り防止パトロールを行いま
した。
　また、蓮田市、白岡市、蓮田白岡衛生
組合の3者で事務研究会を開催するとと
もに、課長会議へ出席します。
　衛生組合の運営費を負担し、適正な運
営を支援します。

610,023

農業集落
排水整備
事業

　農業用水の水質を保全し、農
業生産環境の改善を図るととも
に、地域の生活環境の向上と元
荒川や綾瀬川等の公共用水域の
水質保全を図る。

下水道課 - -

　適切に農業集落排水施設の維持管理を行
いました。
　財源の一部に国の交付金を活用し、農業
集落排水処理施設の最適整備構想の策定を
行いました。

a 達成

　継続して農業集落排水による下水道
サービスを提供するため、適切に処理施
設等の維持管理を行っていきます。
　最適整備構想に基づき、具体的な処理
施設の更新等のスケジュールを定めま
す。

47,278

合併処理
浄化槽設
置整備事
業

　「浄化槽設置整備事業補助金
交付要綱」により、し尿汲取り
槽や単独浄化槽から合併浄化槽
へ転換するための費用を補助す
ることで、生活環境の改善を図
るとともに、適切な維持管理を
啓発し、元荒川や綾瀬川等の公
共用水域の水質浄化及び水質保
全を推進する。

下水道課 - -

　合併処理浄化槽への転換補助金を9件交付
しました。
　ホームページや広報はすだ、チラシの回
覧を通じて、浄化槽を使用されている方に
清掃・保守点検・法定検査(水質検査)の啓
発を行いました。

a 達成

　引き続き、単独処理浄化槽及び汲み取
り便槽から合併処理浄化槽への転換を促
進していきます。
　浄化槽を使用している方に浄化槽の適
切な維持管理について啓発を行っていき
ます。

8,601185

184

183

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（２）ごみ・し尿処理体制の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

公共下水
道整備事
業

　生活環境の向上、公共用水域
の水質浄化及び水質保全のた
め、公共下水道の整備を行う。
公共下水道事業計画区域約１，
６１６ヘクタールのうち、事業
認可区域８１５ヘクタールの整
備率が９５％となり、残り５％
について早期の完了を目指す。
残りの全体計画区域についても
事業認可取得に向け検討を進め
る。
　また、継続して公共下水道利
用者へ適切なサービスの提供を
行うため、維持管理計画を策定
し適切な維持管理を行うととも
に、施設の耐震化による災害対
策と不明水対策を進める。

下水道課 139
公共下水道施設維持管
理事業

　東埼玉病院の敷地内を通過する新設道路
に汚水管を埋設したほか、杉戸県土整備事
務所が整備を行っている黒浜地内の都市計
画道路蓮田駅東口黒浜線について、一部の
区間に汚水管の埋設を行いました。
　公共下水道の事業認可区域の拡大につい
て検討を進め、上下水道事業審議会の意見
を伺ったほか、生活排水処理基本計画の見
直しを行いました。
　不明水対策として、西新宿地内において
汚水管渠の補修を行いました。

b 一部達成

　現在の事業認可区域の早期完成のた
め、新設道路の整備や蓮田サービスエリ
ア(下り線)の改築に伴う県道の改良事業
に合わせて汚水管の埋設を進めていきま
す。
　下水道経営戦略の策定作業の中で、経
営基盤の強化及び下水道の整備計画を検
討していきます。
　下水道ストックマネジメント計画に基
づき、汚水管の調査点検を進めるほか、
老朽化した西新宿汚水中継ポンプ場の設
備の更新を行います。

70,702
115

（再掲）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（３）環境美化活動の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

環境衛生
支援事業

　毎年１２月の第１日曜日に市
内一斉でクリーン作戦を行うほ
か、各団体で行っているクリー
ン作戦の回収処分を行う。
　また、ごみ集積所の維持管理
など市民の自主的な事業活動に
補助金を交付することにより、
環境保全の推進を図る。

みどり環
境課

- -

　各団体が行ったクリーン作戦で出たごみ
の回収業務を委託しました。
　12月1日に市内一斉クリーン作戦を行いま
した。
　環境保全事業支援補助金を36団体に交付
しました。

a 達成

　クリーン作戦で発生するごみ回収委託
契約を締結し、回収を継続して行いま
す。
　12月第1日曜日に市内一斉クリーン作
戦を行います。
　環境保全支援補助金支給事業を継続し
て行います。

3,574

環境美化
推進事業

　蓮田市路上喫煙の防止に関す
る条例に基づき、路上喫煙禁止
区域内において、指導員の巡回
により路上喫煙の禁止を呼び掛
け、環境の美化の推進を行って
いく。また、蓮田駅東口に設置
している喫煙所等の管理を行っ
ていく。

みどり環
境課

- -

　路上喫煙禁止区域に指導員を週3回、午前
と午後それぞれ2時間配置して路上喫煙禁止
の注意喚起を行いました。
　週3回、東口喫煙所の灰皿清掃と月2回の
吸い殻処分を実施しました。

a 達成

　路上喫煙禁止区域に指導員の派遣を委
託し、注意喚起する事業を継続します。
　東口喫煙所の灰皿清掃と吸殻処分を委
託する事業を継続します。

1,467

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

187

186
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（１）空き家等対策の推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

危機管理
課

122 空き家対策事業

　R1年度は、主管課である建築指導課と連
絡会議を開催することができませんでし
た。
　保安上危険と思われる空き家に対し、関
係各課と連携して所有者等へ改善を促しま
した。

b 一部達成
　システム等を活用した具体的な対策
や、協議会の設立、条例制定など、関係
各課と連携して取り組みます。

0

みどり環
境課

122 空き家対策事業
　空き地の雑草等の管理不全の相談が215件
あり、土地所有者や管理者に適正な管理を
依頼しました。

a 達成

　過去のデータと照合し、毎年問題が生
じている空き家に対して早めに現地調査
を行い、枝木の剪定や雑草への対応な
ど、土地の適正な管理を所有者に積極的
にお願いしていきます。

0

建築指導
課

122 空き家対策事業

　空き家バンクの設立に向け、白岡市や埼
玉司法書司会へヒアリングを行い、準備を
進めました。
　保安上危険と思われる空き家に対し、関
係各課と連携して所有者等へ改善を促しま
した。

b 一部達成

　建物が保安上危険と思われる空き家に
ついては、所有者等に改善を促していき
ます。
　危機管理課、みどり環境課と連携を密
にして、空き家対策計画の策定、協議会
の設立等の検討を行います。
　空き家バンクの設立を目指します。

212

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

188
空き家等
対策事業

　近年、管理されていない空き
家が増加しており、倒壊や草木
の繁茂、防犯上の問題等の発生
が危惧されている。
　空き家の実態調査結果を基
に、関係団体や不動産関係業者
等と連携し、適正管理や利活用
の推進を図る。

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（２）放射線対策の推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

みどり環
境課

137 放射線測定事業

　学校、保育園、公園、幼稚園で放射線の
測定を行い、ホームページに掲載し公表し
ました。測定値については、変化は見られ
ませんでした。
　また、簡易測定器の貸し出しを行いまし
た。

a 達成

　引き続き、学校、保育園、公園、幼稚
園の測定を行い、ホームページに掲載
し、公表します。測定値については、震
災以降変化が見られないため、今後は測
定箇所や測定回数を減らすことを検討し
ていきます。
　また、簡易測定器の貸し出しを引き続
き行います。

65

学校教育
課

137 放射線測定事業

　計数器による定時(午前10時)・定位置(地
上5cmと1mの地点)での測定を継続して実施
しました。計測データは全学校閲覧可能な
共有サーバ内に記録し、情報の共有を図り
ました。現時点では、除染が必要な0.23μ
Sv/hを超える高い数値の地点は観測されて
いません。

a 達成

　定時、定位置での放射線測定を継続し
て実施し、測定結果についても定期的に
公表を行っていきます。ホットスポット
(数値の高い場所)の残りはないか、再
度、各学校において確認作業を行いま
す。

85

保育課 137 放射線測定事業

　公立保育園及び花星保育園の園庭におい
て2週間に1回放射線の測定を行い、測定結
果をホームページや広報紙で公表しまし
た。

a 達成

　子どもの安全のため、継続して公立保
育園及び花星保育園、新たにはすだ保育
園の園庭において2週間に1回測定を行
い、測定結果をホームページや広報紙で
公表していきます。

0

消防課 137 放射線測定事業
　月1回、市内幼稚園5箇所において放射線
測定を実施しました。

a 達成

　引き続き、月1回市内幼稚園5箇所の放
射線測定を継続するとともに、市民の要
請等に応えていくため、測定器の維持管
理、取扱訓練、また不測の事態に備えて
の対応訓練等を実施します。

0

189
放射線測
定事業

　福島第一原子力発電所事故に
よる放射性物質の蓮田市への影
響の調査を実施する。
　小・中学校、保育園等の公共
施設で定期的に測定を行い、大
気中の放射線量の把握に努める
とともに、測定結果を公表す
る。数値の高かった箇所につい
ては、除染作業を行う。
　また、要望に基づき身近な生
活環境等の放射線量の測定を実
施し、希望により簡易測定器の
貸出しを行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（２）放射線対策の推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

教育総務
課

45
給食用食材の放射性物
質検査事業

　給食用食材90品の検査を実施したとこ
ろ、すべて放射性物質は「検出せず」とい
う結果でした。検査結果は、ホームページ
や広報紙にて公表しました。

a 達成

　給食用食材に対する不安は完全に解消
されていないため、引き続き放射性物質
検査を外部委託と自主検査で実施してき
ます。

321

保育課 45
給食用食材の放射性物
質検査事業

　保育園の給食食材の安全性を確認するた
め、専門機関への委託による検査を月2回、
消費者庁貸与機器での検査を月3回実施し、
調査結果をホームページや広報紙で公表し
ました。

a 達成

　今後も継続して、専門機関への委託に
よる検査を月2回、消費者庁貸与機器で
の検査を月3回実施し、保育園の給食食
材の安全性を確認していきます。

352

190

給食用食
材の放射
性物質検
査事業

　小・中学校で提供される給食
用食材の安全性を確保するため
に、定期的に食材の放射性物質
検査を実施する。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（１）快適で暮らしやすいまちづくりの推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

土地利用
計画の見
直し

　蓮田市の土地利用を促進する
ため、蓮田市都市計画マスター
プランの改定を行う。

都市計画
課

- -

　第５次総合振興計画の考え方を基に、
R1・R2年の2か年の継続事業で行う「都市計
画マスタープランの改定」や「立地適正化
計画の策定」の委託業務契約を行いまし
た。
　市民3千人や中学2年生にまちづくりに関
する意向調査を行い、全体構想を作成して
います。

b 一部達成

　引き続き、R1年度から2か年の継続事
業で、都市計画に関する基本的な指針で
ある「都市計画マスタープランの改定」
や持続可能な都市形成に資する「立地適
正化計画の策定」を通して、蓮田市内の
土地利用等を位置付けていきます。

15,785

地区計画
の策定

　住民の意見を反映させた地区
計画を策定し、建築物の用途や
形態、敷地等に関する規制や誘
導を行うことにより、住宅地の
良好な環境の維持・保全や建築
物の用途の集約化を図る。

都市計画
課

- -

　県道蓮田鴻巣線歩道整備事業に伴う用途
地域及び蓮田駅東口周辺地区地区計画の変
更について、2月10日に決定告示しました。
　蓮田駅東口周辺地区地区計画の手引きを
更新しました。

a 達成
　用途地域及び地区計画の変更を基に、
県道蓮田鴻巣線歩道整備事業を進めてい
きます。

510

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

192

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

191

（参考）
総合戦略（関連計画）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

庶務課
28
31

・蓮田駅周辺整備事業
・蓮田駅西口第一種市
街地再開発事業

　公益施設の開設に向けて、関係各課と連
携し、調整を図りながら必要な設備配置な
どの検討を行いました。

b 一部達成
　引き続き、関係各課と連携し、調整を
図りながら必要な設備配置などの検討を
行います。

0

市民課
28
31

・蓮田駅周辺整備事業
・蓮田駅西口第一種市
街地再開発事業

　西口再開発ビル内で取り扱う業務内容等
について、他市への視察を行い調査をしま
した。結果を踏まえ、西口再開発ビル開設
準備室と連携し、検討を行いました。

a 達成
　開所に向けて、スムーズな運営ができ
るよう万全に準備を整えていきます。

0

在宅医療
介護課

- -

　新たに増設する地域包括支援センターに
ついて、関係各課と調整しながら設備備品
等を決定し、運営方法等の具体的な内容に
ついて検討しました。

a 達成
　R3年4月の開設に向けて運営方法等に
ついて民間活力の活用など、詳細な内容
を検討し、準備を行います。

0

西口再開
発ビル開
設準備室

28
31

・蓮田駅周辺整備事業
・蓮田駅西口第一種市
街地再開発事業

　西口再開発ビルの建設は順調に進み、工
事進捗率は約70％となりました。
　行政センター設置及び管理条例を制定し
ました。
　西口再開発ビルの名称の募集・選定を行
い、「プレックス蓮田」に決定しました。

a 達成

　R2年10月の完成を目指し、西口再開発
ビルの建設を進めます。
　R3年4月の行政センター開設に向け
て、備品の整備や管理・運営体制の整備
等を行います。

1,044,835

子ども支
援課

28
31

・蓮田駅周辺整備事業
・蓮田駅西口第一種市
街地再開発事業

　子育て支援スペースのうち、利用者支援
事業(子育てコンシェルジュ、子育て世代包
括支援センター)及びファミリー・サポー
ト・センター等の運営方法等について、埼
玉県の研修会に参加するなど情報収集及び
研究を進めました。

a 達成

　子育て支援スペースのうち、利用者支
援事業(子育てコンシェルジュ、子育て
世代包括支援センター)及びファミ
リー・サポート・センター等の運営方法
等について引き続き検討するとともに、
関係各課と連携しながら事業の詳細な内
容を検討していきます。

0

保育課
28
31

・蓮田駅周辺整備事業
・蓮田駅西口第一種市
街地再開発事業

　子育て支援拠点及び一時預かり事業につ
いて、他課とも調整しながら具体的な運営
方法や内容について検討しました。

a 達成
　R3年4月の開設に向けて運営方法等を
検討し関係各課と連携をしながら詳細な
内容を検討し、準備を行います。

0

193

西口再開
発ビル整
備推進事
業

　令和２年１０月の完成を目指
し、西口再開発ビルの建設を行
う。
　また、令和３年４月に子育て
世代包括支援センター等の子育
て支援エリアや、各種行政手続
きを行う行政窓口等を備えた公
益施設を再開発ビル内に開設
し、市民サービスの向上を図
る。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

政策調整
課

3

26

28
31

69
140

・スマートＩＣ整備推
進事業
・国指定史跡黒浜貝塚
整備推進事業
・蓮田駅周辺整備事業
・蓮田駅西口第一種市
街地再開発事業
・公園整備事業
・子育てにやさしい公
共施設などの整備

　西口再開発ビル内の公益施設の組織、人
員配置等について、関係各課と打ち合わせ
を行いました。

a 達成
　R3年4月の公益施設開設に向けて準備
を行います。

0

都市計画
課

- -

　蓮田市中心市街地地区都市再生整備計画
（第４期）に基き、人間総合科学大学の学
園祭と「はすぴぃ」とのジョイントコン
サートや「あの日のオルガン」上映会、PR
グッズの配布などのソフト事業を進めまし
た。

b 一部達成

　蓮田市中心市街地地区都市再生整備計
画（第４期）を、「まちなかウォーカブ
ル推進事業」へと移行していきます（交
付率40％以内→50％以内）。

0

文化ス
ポーツ課

- -

　「№148スポーツ施設整備事業」の進捗を
踏まえ、パルシー及びハストピアの周辺に
ついて、拠点づくりの整備について研究し
ました。

b 一部達成
　引き続きパルシー及びハストピア周辺
の拠点づくりについて研究します。

0

関係各課
（みどり
環境課）

- -

　関東財務局へ行き、計画の進行状況を説
明するとともに、用地買収などの打合せを
行いました。
　東埼玉病院を訪問し、病院所有地の公園
利用について打合せを行いました。病院側
から、病院が保有を計画していた区域につ
いても、公園計画について協力的な話をい
ただきました。

b 一部達成

　財務省、東埼玉病院、蓮田松韻高校と
協議や打ち合わせを進め、公園計画が早
期に実現できるように業務を遂行してい
きます。

0

194
拠点地域
づくりの
推進

　蓮田駅周辺の中心市街地は、
社会資本整備総合交付金を活用
して、街なかにみどりの交流拠
点を整備し、賑わい促進を図
る。また、道路の高質化により
中心市街地の回遊性の向上を図
るとともに、歩行者や自転車が
安全で円滑に移動できる道路環
境の改善を図る。
　蓮田市役所周辺は、用途地域
や地区計画などの計画に基づ
き、公共施設の集約化を図る。
また、市民憩いの広場、生涯学
習の場として市役所と一体的に
国指定史跡黒浜貝塚を整備し、
市役所も含めた黒浜貝塚を活用
することで交流空間を確保する
ほか、市民の健康づくりの場の
一つとして植生などを用いた食
育の場として活用する。
　総合市民体育館パルシー及び
総合文化会館ハストピア周辺
は、スポーツや文化・芸術活動
の拠点として、賑わいがあり、
利便性が高い拠点づくりの整備
を推進する。
　黒浜公園及び独立行政法人国
立病院機構東埼玉病院の周辺
は、新設道路の整備に合わせた
バス路線の拡充について検討す
るほか、引き続き財務省用地の
払下げの交渉を進め、黒浜公園
の機能改修を進めるとともに、
周辺地域の特性を生かした文
化・スポーツ・憩いの場である
総合公園として整備を行う。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

都市計画
課

2

3

・新サービスエリア整
備事業
・スマートＩＣ整備推
進事業

　8/22第1回地区協議会、8/23実施計画書提
出、8/26連結許可申請、8/29国への要望活
動を行いました。
　9月20日付けで、国土交通大臣から連結許
可を受けました。
　2月25日付けで、埼玉県及び東日本高速道
路株式会社と基本協定、工事細目協定、確
認書を締結しました。

b 一部達成
　早期完成に向け、関係機関との協議・
調整を進めます。

3,726

道路課 3
スマートＩＣ整備推進
事業

　スマートインターチェンジの事業化に向
け、R2年度の案内標識設置に向けた設計の
時期や、区画線変更工事に係わる覚書や予
算確保の時期などについて、ネクスコ東日
本、都市計画課と打合せを行いました。

a 達成

　スマートインターチェンジの事業化に
向け、案内標識整備の設計委託を発注し
ます。
　また、東北自動車道と連結する市道部
の工事等については、ネクスコ東日本に
委託します。

0

都市計画
課

- -

　県道蓮田鴻巣線歩道整備事業について、
埼玉県と「令和元年度県道蓮田鴻巣線歩道
整備事業委託契約書」を締結しました。
　関東信越国税局事前協議を経て地権者に
対し個別に事業説明及び意向調査を行いま
した。
　物件調査を実施し、用地交渉により一部
契約を締結しました。

b 一部達成
　県道蓮田鴻巣線歩道整備事業につい
て、地権者との交渉を継続し、契約締結
できるよう進めます。

55,025

道路課
28
131

・蓮田駅周辺整備事業
・幹線道路及び生活道
路歩道バリアフリー事
業

　市道1472号線は、一部区間を除き、昨年
度の施工箇所から緊急車両が通る既設道路
付近までの道路築造工事を実施しました。
　都市計画道路蓮田駅西口通線は、事業認
可取得に向け、予算執行計画の作成、工事
費、補償費などの概算金額算出を行いまし
た。

b 一部達成

　市道1472号線は、仮設道路の築造を円
滑に進めるため、関係機関との事前協議
を密に行っていきます。
　都市計画道路蓮田駅西口通線は、事業
認可取得後、地権者交渉の準備を進めて
いきます。

58,299

基本政策５

主要事業
№

196
幹線道路
の整備推
進

　都市計画道路蓮田駅西口通線
等の幹線道路の整備を推進す
る。
　また、独立行政法人国立病院
機構東埼玉病院敷地内に新たな
道路の整備等を進めるほか、地
域の利便性を高める自転車歩行
者道の整備を推進する。

195
スマート
ＩＣ整備
推進事業

　現在ハーフインター（２／４
方向・普通車以下）で運用して
いる蓮田サービスエリアに接続
するスマートインターチェンジ
のフルインター（４／４方向・
大型車対応）化を推進する。

ＰＬＡＮ
R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ
R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）

橋りょう
整備事業

　蓮田市内の橋りょう１７橋
（橋長１５メートル以上）につ
いて、橋りょう長寿命化修繕計
画に基づき、順次修繕工事を進
めていく。まずは、東北自動車
道を跨ぐ跨道橋４橋の修繕工事
を行う。
　また、橋長２メートル以上の
橋りょうの定期点検業務を継続
的に実施し、点検結果に基づき
計画的に修繕工事を進めてい
く。

道路課 133 橋りょう整備事業

　東日本旅客鉄道株式会社(JR)と協定を締
結し、椿山橋の橋梁点検を行いました。宿
浦橋・桜ヶ丘橋の人道橋設置に向けて、地
質調査委託、及び測量委託を発注し、完了
しました。また、ネクスコ東日本とも協議
を行いました。

b 一部達成

　防災安全交付金を活用し、市内各所の
橋長2ｍ以上の橋りょうの点検を進めて
いきます。点検の結果、補修が必要と判
断された大針橋の修繕工事を渇水期に進
めていきます。
　宿浦橋・桜ヶ丘橋人道橋の設置に向け
て、詳細設計委託を発注し、工事の準備
を進めます。

36,593

生活道路
整備事業

　地域要望に基づき生活道路の
道路改良を進めていくほか、渋
滞の激しい交差点や見通しの悪
い交差点の改良を行う。

道路課 131
幹線道路及び生活道路
歩道バリアフリー事業

　大型路線の市道16号線と高虫地区の市道
140号線の道路が完成しました。
　市道621号線と市道380号線は排水構造物
の設置が完了しました。
　用地買収につきましては、一部の路線を
除き、概ね完了しました。

b 一部達成

　用地買収や電柱移設は、地権者や電柱
業者との調整や協議があることから、期
間を要する場合が多く、早期交渉、早期
契約に努めます。
　工事や委託についても同様に、関係機
関との調整が絡むことが多いので、早期
発注に努めます。

259,997

道路補
修・排水
整備事業

　継続して蓮田駅東口駅前広場
の管理、市内道路の舗装修繕、
緊急補修、砂利道整正工事、安
全対策工事、道路排水整備工
事、街路樹の維持管理、道路の
除草、側溝清掃等を実施し、道
路環境の安全性・快適性の確保
を図る。

道路課 138
道路補修・排水整備事
業

　市道7号線(見沼町)、市道19号線(井沼)、
市道46号線(椿山)などの幹線道路及び生活
道路の舗装工事について予算を残すことな
く発注し、年度内で工事を完了しました。

b 一部達成

　市内全域において、幹線道路や生活道
路の補修要望が多いため、舗装維持管理
計画を策定し、効果的な道路維持補修事
業の推進を図ります。
　道路排水整備工事、街路樹維持管理、
道路の除草、側溝清掃等については、道
路環境の安全性や快適性の確保を図るた
め、継続して実施します。

253,023

197

198

199
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ
R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）

農政課 129 排水路施設等整備事業

　中田堀排水路について、7月10日に設計業
務委託を発注しました。10月18日に県費単
独かんがい排水工事を発注し、3月19日に埼
玉県の完成検査を受け、R1年度の事業を完
了しました。
　貝塚悪水路について、台風15号・19号・
21号の台風冠水対策として、仮設ポンプを
設置し、冠水対策を行いました。

a 達成

　中田堀排水路について、設計業務委託
及び県費単独かんがい排水工事の早期発
注を目指します。工事については、工法
の検討を行い、事業の早期完成を目指し
ます。
　貝塚悪水路について、台風冠水対策と
して、早期に仮設ポンプを確保し迅速に
ポンプを設置して冠水対策を行います。

10,994

道路課 129 排水路施設等整備事業

　西新宿第一排水機場ゲートの改修につい
て、地元住民と複数回意見交換を実施しま
した。
　また、R2年度の工事に向けて、島田落し
切回し工事実施設計業務委託を発注し、元
荒川の所管である、総合治水事務所と協議
を行いました。
　継続的に排水路及び遊水地の除草や浚渫
を実施しました。

b 一部達成

　島田落し切回し工事については、早期
発注を目指し、総合治水事務所との打合
せや施工準備を整えて、11月から現場に
入れるように進めます。西新宿第一排水
機場ゲートの改修（嵩上げ）について、
基本設計の発注を進めます。水路の浚渫
や除草において、市に要望が増えている
ため、より多くの予算要求に努め、水路
の維持管理を図ります。

61,685

農政課 - -
　庁内で関係各課と、道の駅「はすだ」の
実現に向け、どのような形で進めていくの
か検討しました。

c 未達成
　今後も、道の駅「はすだ」の実現に向
け検討を継続していきます。

0

商工課 - -
　活性化施設や道の駅を設置する方法につ
いて、情報収集を行いました。

c 未達成
　今後も、道の駅「はすだ」の実現に向
け、勉強会の実施など関係各課と連携を
図っていきます。

0

道路課 - -

　「道の駅」について、立地・事業規模・
独自のコンセプトを検討するため、勉強会
や先進地の視察先を検討しましたが、実施
することができませんでした。

c 未達成
　関係各課による合同視察研修を含め、
事業化に向け勉強会を実施していきま
す。

0

　農業や観光の活性化施設を整
備するとともに、市の認知度や
交流人口の拡大を図るため、道
の駅の整備を検討する。

　準用河川の補修・改修や黒浜
調整池の整備、農業施設の用排
水路等の適正な整備と維持管理
を行うとともに、継続的に排水
路及び遊水池の除草や浚渫を実
施し、大雨による浸水被害の軽
減を図る。

道の駅
「はす
だ」推進
事業

117
（再掲）

165
（再掲）

排水路施
設等整備
事業
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（２）公共交通の利便性の向上

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＪＲ宇都
宮線利便
性向上事
業

　ＪＲ宇都宮線のさらなる利便
性の向上を図るため、関係機関
と連携し、東日本旅客鉄道株式
会社へ要望を行う。

都市計画
課

29
ＪＲ宇都宮線利便性向
上事業

　蓮田市、さいたま市、久喜市、白岡市で
構成するJR宇都宮線整備促進連絡協議会か
ら、運行時間の拡大や駅設備の充実等につ
いて要望活動を行いました。
　駅東口エレベータ改札階に、駅東口駅前
広場の点字案内板を設置しました。

b 一部達成

　引き続き、利用者の利便性の向上や安
心・安全を確保するため、JR宇都宮線整
備促進連絡協議会を通じて、要望活動を
実施していきます。

14

公共交通
整備事業

　公共交通の利便性向上を図る
ための事業を推進する。
　路線バス事業者に超低床ノン
ステップバスを導入するための
事業費を補助する。

都市計画
課

104
超低床ノンステップバ
ス導入促進事業

　蓮田サービスエリア(上り線)に、バス転
回場を整備しました。
　新たに、バスまちスポット3か所、まち愛
スポット2か所を指定しました。

b 一部達成

　引き続きバス事業者と情報交換を行
い、超低床ノンステップバスの導入を推
進していきます。
　バス路線マップを更新し、配布しま
す。

12,522

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画

93
（再掲）

200
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潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（１）上水道の整備・充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

健全な上
水道事業
の経営

　水道ビジョンの実現を図るた
め、「資産の更新需要」と「財
政の見通し」を随時検討するこ
とで、「設備の健全化」と「財
政の健全化」の両立を図り、持
続可能な水道事業の運営を目指
していく。

水道課 - -

　9月に前年度の純利益相当額を建設改良積
立金へ処分し、管路更新等の資金を確保し
ました。
　また、水道ビジョン策定時に行った経営
試算の再検証を行い、H37(R7)年度までの事
業経営に問題がないことを確認しました。

a 達成

　日本水道協会へ経営診断の業務委託を
発注します。
　R1年度の純利益（未処分利益剰余金）
を今後の更新事業等の財源として設備の
健全化及び財政の健全化を図ります。

0

老朽管更
新事業

　水道ビジョンに基づき、災害
に強い上水道施設の実現と効率
的なマネジメントについて検討
し、老朽管路の更新事業を進め
ていく。

水道課 130
導水管、配水管更新事
業

　R1年度は、重要管路更新事業の第2期工事
として国庫補助金を活用して、市道55号線
の老朽管路(φ400㎜)約470mの更新工事を実
施し、耐震化を図りました。その他、市道
46号線及び市道9号線の老朽管路の更新工事
を実施し、耐震化を図りました。また、R2
年度の更新工事予定している3路線の工事設
計を行いました。

b 一部達成

　災害に強い上水道施設の整備を行うた
め、管路耐震化計画に基づき、継続的に
老朽化した重要給水施設配水管の更新工
事を進め、耐震化を図ります。

281,990

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

114
（再掲）

201

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（２）下水道の整備・充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

公共下水
道整備事
業

　生活環境の向上、公共用水域
の水質浄化及び水質保全のた
め、公共下水道の整備を行う。
公共下水道事業計画区域約１，
６１６ヘクタールのうち、事業
認可区域８１５ヘクタールの整
備率が９５％となり、残り５％
について早期の完了を目指す。
残りの全体計画区域についても
事業認可取得に向け検討を進め
る。
　また、継続して公共下水道利
用者へ適切なサービスの提供を
行うため、維持管理計画を策定
し適切な維持管理を行うととも
に、施設の耐震化による災害対
策と不明水対策を進める。

下水道課 139
公共下水道施設維持管
理事業

　東埼玉病院の敷地内を通過する新設道路
に汚水管を埋設したほか、杉戸県土整備事
務所が整備を行っている黒浜地内の都市計
画道路蓮田駅東口黒浜線について、一部の
区間に汚水管の埋設を行いました。
　公共下水道の事業認可区域の拡大につい
て検討を進め、上下水道事業審議会の意見
を伺ったほか、生活排水処理基本計画の見
直しを行いました。
　不明水対策として、西新宿地内において
汚水管渠の補修を行いました。

b 一部達成

　現在の事業認可区域の早期完成のた
め、新設道路の整備や蓮田サービスエリ
ア(下り線)の改築に伴う県道の改良事業
に合わせて汚水管の埋設を進めていきま
す。
　下水道経営戦略の策定作業の中で、経
営基盤の強化及び下水道の整備計画を検
討していきます。
　下水道ストックマネジメント計画に基
づき、汚水管の調査点検を進めるほか、
老朽化した西新宿汚水中継ポンプ場の設
備の更新を行います。

70,702

農業集落
排水整備
事業

　農業用水の水質を保全し、農
業生産環境の改善を図るととも
に、地域の生活環境の向上と元
荒川や綾瀬川等の公共用水域の
水質保全を図る。

下水道課 - -

　適切に農業集落排水施設の維持管理を行
いました。
　財源の一部に国の交付金を活用し、農業
集落排水処理施設の最適整備構想の策定を
行いました。

a 達成

　継続して農業集落排水による下水道
サービスを提供するため、適切に処理施
設等の維持管理を行っていきます。
　最適整備構想に基づき、具体的な処理
施設の更新等のスケジュールを定めま
す。

47,278

合併処理
浄化槽設
置整備事
業

　「浄化槽設置整備事業補助金
交付要綱」により、し尿汲取り
槽や単独浄化槽から合併浄化槽
へ転換するための費用を補助す
ることで、生活環境の改善を図
るとともに、適切な維持管理を
啓発し、元荒川や綾瀬川等の公
共用水域の水質浄化及び水質保
全を推進する。

下水道課 - -

　合併処理浄化槽への転換補助金を9件交付
しました。
　ホームページや広報はすだ、チラシの回
覧を通じて、浄化槽を使用されている方に
清掃・保守点検・法定検査(水質検査)の啓
発を行いました。

a 達成

　引き続き、単独処理浄化槽及び汲み取
り便槽から合併処理浄化槽への転換を促
進していきます。
　浄化槽を使用している方に浄化槽の適
切な維持管理について啓発を行っていき
ます。

8,601
185

（再掲）

184
（再掲）

115
（再掲）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

公園リノ
ベーショ
ン事業

　市内の各公園に「運動公
園」、「児童公園」、「憩いの
広場」等の特色を持たせてス
ポット化し、利用率の向上を図
るとともに、新たな地域コミュ
ニティの形成を図る。

みどり環
境課

- -

　「№28公園整備事業」、「№203キッズ
パークはすだ事業」と連動し、椿山緑地の
コンクリート打設工事を行い、利用率の向
上や地域コミュニティの形成につながるよ
う努めました。

a 達成

　遊具や施設の更新にあたり、公園が近
接している地域ではそれぞれのコンセプ
トを策定し、それに従った整備を行いま
す。

0

キッズ
パークは
すだ事業

　市内の大型公園（西城沼公
園、根ヶ谷戸公園、黒浜公園周
辺地）を観光スポット化し、市
内外から利用客を呼び込むこと
で、「子どもと一緒に遊べるま
ち」を広くアピールする。

みどり環
境課

- -

　西城沼公園、根ヶ谷戸公園にコンビネー
ション遊具を更新しました。
　根ヶ谷戸公園親水施設を開放しました。
西城沼公園の親水施設は水質検査の結果、
使用できないと判断したため、開放しませ
んでした。
　市内公園の砂場清掃・除菌を行いまし
た。

a 達成

　根ヶ谷戸公園については、親水施設設
備更新工事を行い、西城沼公園について
は、親水施設の施設改修工事設計を委託
します。
　今後は、毎年1回は全ての砂場におい
て、清掃・除菌を実施します。
　休日には園内でのキッチンカーによる
飲食料の移動販売などを募集します。

35,373

公園整備
事業

　遊具や設備について安全点検
を行うとともに、計画的に修
繕・更新を行い、誰もが安心し
て利用できる公園にする。
　また、簡易児童遊園地につい
て、幼児を安心して遊ばせ、子
育て中の親同士の交流が図れる
よう、設置場所の見直し等につ
いて検討を行う。

みどり環
境課

69
140

・公園整備事業
・子育てにやさしい公
共施設などの整備

　西城沼公園・根ヶ谷戸公園のコンビネー
ション遊具、堤外公園のターザンロープ、
せいよう南公園の滑り台の更新を行いまし
た。
　西城沼公園の園路整備、椿山緑地の舗装
工事を行いました。
　せいよう北公園に水道新設工事を行いま
した。

a 達成

　引き続き遊具の修繕・更新を進めてい
きます。
　西城沼公園の木製迷路の撤去、根ヶ谷
戸公園親水施設設備更新工事等の公園施
設点検結果の良くない遊具・施設を優先
に、更新計画に沿った整備を行っていき
ます。

61,196

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

203

202

28
（再掲）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

（参考）
総合戦略（関連計画）

自治振興
課

- -

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の
活動として、6月と11月に蓮田駅東口及び西
口花壇、市役所正面玄関前花壇に季節の花
を植えました。また、年間を通して、各団
体が交代で水遣り等の維持管理を行いまし
た。

a 達成
　今後も蓮田市コミュニティづくり推進
協議会の活動の一環として、花植えと維
持管理を継続します。

0

みどり環
境課

- -

　花苗を希望している地元管理団体に花苗
を提供しました。
　新日本婦人の会にアダプトプログラムの
協力を依頼し、実施に向けて調整しまし
た。

b 一部達成

　既存の団体には引き続き花苗の提供を
行います。
　アダプトプログラムを実施し、あわせ
て、新規団体の参画支援を行います。

78

黒浜沼周
辺整備事
業

　貴重種を含む多様な動植物を
育む黒浜沼、緑のトラスト第１
１号地及びその周辺地を、豊か
な自然環境が良好な状態で後世
に継承できるよう管理を行う。

みどり環
境課

- -

　黒浜沼周辺地権者会を通して元地権者等
に稲作を委託しました。
　除草を行い、景観の維持及び見学者の利
便性に配慮しました。また、外周道路、遊
歩道周辺について、年2回の除草委託を行い
ました。
　未買収トラスト地15,134㎡を買収しまし
た。

a 達成

　引き続き稲作を続けます。
　R1年度に引き続き、駐車場および散策
路周辺の除草を行い、それに加えて周辺
道路沿いの除草も行います。
　買収したトラスト用地及び既存の用地
の維持・監理及び、活用方法を検討して
いきます。

37,665

みどり環
境課

- -
　山ノ神沼を守る会へ水質改善事業に対す
る補助として118,000円を交付しました。

a 達成

　環境保全事業支援補助金を、申請や活
動に応じて環境保全補助金を支給しま
す。
　未買収地の用地取得に向けて、用地鑑
定を行います。

118

農政課 - -

　維持管理作業委託及び仮設トイレ維持管
理委託の発注を行い、山ノ神沼敬愛会に報
奨金を交付しました。
　敬愛会の活動としては、ボランティア清
掃活動4回（延べ参加者211人）、ほか役員
による清掃3回などでした。

a 達成

　維持管理作業委託及び仮設トイレの維
持管理を行い、山ノ神沼敬愛会を中心に
ボランティア清掃活動を継続していきま
す。

1,435

山ノ神沼
周辺整備
事業

179
（再掲）

180
（再掲）

　農業用水利施設として円滑に
機能するよう保全改修を行うと
ともに、貴重な水辺空間の環境
を維持し、自然・田園風景と気
軽に楽しくふれあえる空間を創
出する。

　公園の花壇、植え込み、市内
の緑地等、市内各所に四季折々
の花を植え、それらを市民、関
係団体、企業等が協働で管理し
ていくことにより、花と緑のま
ちづくりを行っていく。花壇に
は、管理するかたの名前を記し
た看板を設置する。
　また、各分野にわたる市内の
団体で構成された「蓮田市コ
ミュニティづくり推進協議会」
が行う活動の中で、花いっぱい
運動を年２回実施していく。

177
（再掲）

花と緑の
まちづく
り事業
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（２）農地・緑地の保全と創造

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

土地改良
基盤整備
推進事業

　ほ場の大型化や用排水路・道
路等の農業生産基盤を総合的に
整備し、効率的な農業の展開と
農地利用集積等を進める。
　「閏戸耕地」は、埼玉型ほ場
整備事業として、地元との協議
を踏まえ推進し、早期完成を目
指す。

農政課 9
土地改良基盤整備事業
の推進

　ほ場整備事業について、春日部農林振興
センターと市の協議を5回、春日部農林振興
センター、蓮田市、代表役員の協議を2回、
春日部農林振興センター、蓮田市、伊奈町
の協議を2回、組合役員会1回、代表役員会
を6回開催しました。
　7月19日に春日部市(3団体)を対象とし
た、ほ場整備事業視察研修会を行いまし
た。
　9月11日にほ場整備工事を発注し、年度内
完成を目指しましたが、R2年5月31日まで事
業を繰り越すこととなりました。

b 一部達成
　閏戸土地改良組合及び春日部農林振興
センターと連携して、ほ場整備事業の早
期完成を目指します。

37,050

ふれあい
農園管理
運営事業

　農作業を体験したい市民のレ
クリエーションとしての自家用
野菜、花の栽培や高齢者の生き
がいづくりなどのニーズに応え
るため、適切な管理運営を行う
とともに、拡張と新規農園の検
討を行う。

農政課 - -
　閏戸・川島のふれあい農園の空き区画に
ついて、直営で除草・異物除去・耕運を行
い、整備後、貸出を行いました。

a 達成
　利用者の方々には今後も適切に利用し
ていただくよう周知を徹底し、良好な市
民農園として管理運営を行います。

949

交流ふれ
あい支援
事業

　水田活用として、景観形成作
物のコスモス・そば等の栽培に
合わせて地元農産物の直売等の
イベントを行うことにより、各
地域の農業者と地域住民との交
流を図る活動の支援を行う。

農政課 24
特色あるイベント支援
事業

　コスモスまつりを1地区(1地区は台風で中
止)で、そばまつりを2地区で開催し、農業
者と地域住民との交流する機会を創出しま
した。

a 達成
　今後もイベントを行うことにより、遊
休農地を活用し、農業者と地域住民との
交流を継続していきます。

868

貸農園事
業

　民間事業者と連携し、貸農園
事業を行う。蓮田スマートイン
ターチェンジを活用して都市住
民に訪問してもらい、農業体験
を提供する。

農政課 13 貸農園事業
　H30年度に拡張した川島地区のふれあい農
園について、貸付けを開始しました。全区
画を市民向けの農園として利用しました。

b 一部達成
　スマートICを利用した農園利用者を考
慮し、新たな農園を検討します。

0

基本政策５

主要事業
№

174
（再掲）

166
（再掲）

170
（再掲）

171
（再掲）

ＰＬＡＮ
R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（１）地域コミュニティの活性化

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

コミュニ
ティ活動
への支援
事業

　各分野にわたる市内の団体で
構成された「蓮田市コミュニ
ティづくり推進協議会」が行う
活動に対し、補助金を交付す
る。

自治振興
課

119
コミュニティ活動への
支援事業

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の
活動として、5月12日に「ふるさと水辺
ウォーク」、6月及び11月に「花いっぱい運
動(駅東西口及び市役所花壇)」、7月28日に
共助社会づくりのイベント、11月2日に卓球
指導者の平野真理子さんを講師としてお招
きし、ハストピアにおいてコミュニティ講
演会を実施しました。
　また、「やさしさいきいきフェスティバ
ル」では、ステージ運営に協力しました。
これらの活動に対して市が後方支援すると
ともに、協議会に対して補助金を交付しま
した。

a 達成

　引き続き、「蓮田市コミュニティづく
り推進協議会」が行う活動を支援すると
ともに、活動に対する補助金を交付しま
す。

1,200

自治会の
活動支援
事業

　行政協力に対する交付金を自
治会に交付する。
　また、自治会活動の活性化を
図るため、蓮田市自治連合会が
行う事業や自治会活動の拠点と
なる自治会館等の施設の建築
費、補修費に対して、補助金を
交付する。

自治振興
課

118
自治会活動への支援事
業

 「蓮田市自治会活動交付金交付要綱」を定
め、R2年度から実施する自治会活動交付金
の交付準備を進めました。
　自治会館等の施設補修は、申請があった1
件(長崎第一自治会)について、年度内に事
業が完了しました。

a 達成
 引き続き、適正な補助金の交付に努
め、自治会活動の支援を行います。

497

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画 ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

79
（再掲）

204

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＮＰＯ・
市民活動
支援事業

　ＮＰＯ・市民活動の活性化を
図るため、西新宿会館内に活動
拠点として設置している「市民
活動ひろば」の運営等を支援す
る。

自治振興
課

120
ＮＰＯ・市民活動支援
事業

　市民活動ひろばについては、市民活動サ
ポーター団体の協力(3団体)により、管理運
営されており、その支援を行いました。

a 達成
　市民活動サポーターの支援を行うとと
もに、協力いただける団体を増やすよう
努めます。

164

市民協働
推進事業

　市民が主体の新たな市民活動
が、市民と行政との協働事業に
つながるよう、各種市民活動団
体との協働を推進する。

自治振興
課

121 市民協働推進事業

　市民課において転入者に資料を配布する
際、「自治会加入案内」を印刷した封筒の
使用をお願いしています。
「自治会への加入促進に関する協定」に基
づき、市・自治連合会・宅地建物取引業協
会の3者による意見交換会を実施しました。

a 達成
　「自治会への加入促進に関する協定」
に基づく意見交換会を継続して実施しま
す。

0

市民イベ
ント等支
援事業

　蓮田ランタイズが自主的に開
催する「蓮田マラソン・スイー
ツバトル」等市民団体が自主的
に開催するイベント等を支援
し、交流人口の増加を図る。

政策調整
課

24
特色あるイベント支援
事業

　11月30日(土)に開催された第8回「蓮田マ
ラソン・スイーツバトル」の後方支援を行
いました。
　蓮田マラソンの「10㎞コース個人参加
権」をふるさと納税の記念品として市外に
PRしました。
　蓮田マラソンの参加者は、H29年度は
3,193人、H30年度は3,286人、R1年度は
3,187人となり、毎年3,000人を超える方々
に参加していただいています。

a 達成
　引き続き、関係機関等と密に連携を取
り、あらゆる機会を活用しながらまちの
魅力発信を行っていきます。

0

地域で支
える子育
て支援事
業

　地域に開かれた公立保育所を
目指し、地域住民との交流イベ
ントやサポーターを養成するイ
ベントを開催するほか、子育て
支援センターや子育て広場と連
携し、子育てを地域全体で支え
る。

保育課

67

72
73

74
75

76

・地域で支える子育て
支援事業
・つどいの広場の充実
・地域子育て支援セン
ターの拡充
・地域交流機会の提供
・子育てサークルの育
成支援
・子育てに関するボラ
ンティア活動の促進

　地域に開かれた保育園を目指し、地域住
民との交流イベントやサポーターを養成す
るイベントを開催するほか、子育て支援セ
ンターや子育て広場と連携し、子育てを地
域全体で支える支援を行いました。

a 達成
　R1年度末で、地域交流会サポーターの
登録者数は32人であり、登録者数50人を
目標に声掛けを行っていきます。

0
42

（再掲）

207

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策６

主要事業
№

206

205

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

子ども支
援課

75
子育てサークルの育成
支援

　母子愛育会や家庭教育学級、NPO法人ファ
イブピース主催の「あずけっこ・はすだ」
に参加している方等に対して、サークルづ
くりの声掛けを行うとともに、家庭教育学
級OBOG会を開催し、新しい子育てサークル
づくりの働きかけを進めました。

a 達成

　引き続き、母子愛育会や家庭教育学
級、「あずけっこ・はすだ」に参加して
いる方等に対して声掛けを行うととも
に、家庭教育学級OBOG会の活動を支援
し、サークル活動普及の研究を行いま
す。

0

保育課 75
子育てサークルの育成
支援

　閏戸保育園子育て支援センターにおい
て、週1回サークル活動日を設け、会議室の
団体利用等、子育てサークル活動の支援を
行いました。

a 達成

　引き続き閏戸保育園子育て支援セン
ターにおいて、週1回サークル活動日を
設け、会議室の団体利用等、子育てサー
クル活動の支援を行います。
　子育て支援センターを利用している親
子にサークルづくりの声掛けを行いま
す。

6

社会教育
課

75
子育てサークルの育成
支援

　5月20日(月)～6月24日(月)にかけて、全6
回の講座を開催しました。1歳から3歳の子
どもを持つ保護者を対象に、「元気になれ
る子育て講座」を実施し、6名の参加者が子
育ての悩みなどについて熱心に話し合いを
行いました。

a 達成

　引き続き子育てサークルを支援し、子
育て世代の悩み・不安の解消及び孤立防
止に努めていきます。
　また、より多くの子育て世代の保護者
の方々が参加し、サークル化や交流活動
ができるようPRや支援方法を検討してい
きます。

30

43
（再掲）

子育て
サークル
の育成支
援事業

　子育てサークルに対して、子
育てに関する講座を実施し、活
動の場や情報の収集・提供の充
実を図る。子育て支援センター
や児童センター等に来所した親
子に対し、サークルづくりの声
掛けを行うとともに、会議室の
団体利用等子育てサークルの活
動支援を行う。
　また、子育てサークル活動の
活性化を図るための研修を充実
し、サークルの指導者の育成を
図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

子ども支
援課

76
子育てに関するボラン
ティア活動の促進

　子育てでつながろうMiNiフェスタや親子
ふれあい村のイベント開催を支援し、保護
者同士の交流を行いました。
　また、家庭教育学級を卒業される保護者
に保育ボランティアの周知を行いました。

a 達成

　引き続き、保護者同士の交流を行うイ
ベントの開催を支援するとともに、保育
ボランティアの高齢化が進んできている
ことから、新規ボランティアの募集を
行っていきます。

10

社会教育
課

- 0
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に蓮田市
社会教育関係団体に対する補助金を交付
し、活動を支援しました。

a 達成

　蓮田市子ども会育成連絡協議会からの
蓮田市補助金等交付申請に対して、「蓮
田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付します。

720

母子愛育
会活動支
援事業

　地域での母と子の健康づくり
と子育て支援を目的に活動して
いる母子愛育会の活動を周知
し、支援を行う。

子ども支
援課

77
母子愛育会活動支援事
業

　愛育会全体としては、5月に総会、4月と9
月に理事会、年2回全体研修会、定期的に班
長会を実施しました。
　各地区では、クリスマス会やハロウィン
等の様々なイベントを実施し、地域での交
流を図り、各地区担当保健師が支援を行い
ました。

a 達成

　妊娠届出時や乳幼児健診、新生児訪問
等あらゆる機会を捉えて母子愛育会のPR
に努めていきます。
　事務局として、愛育会へのフォロー体
制を継続していきます。

839

社会教育
課

74 地域交流機会の提供

　図書館において、親子で参加できる「お
はなし会(乳幼児親子向け：よちよち、幼児
向け：てくてく、小学生向け：たかたか)」
及びその他のイベントを行い、多くの方が
来館しました。特におはなしひろばたかた
かについては、会場を2階から1階子どもの
本コーナー内に移す試みを行ったところ、
子ども達が気軽に参加しやすい環境となり
ました。
　新型コロナウイルスの感染症拡大防止の
ため、一部の行事を中止しました。

b 一部達成
　定例で行っているおはなし会を継続し
ていくほか、親子で参加できる事業を企
画していきます。

466

文化ス
ポーツ課

74 地域交流機会の提供

　10月20日「はすだスポーツフェスタ」で
は、親子種目やダンスなど子育て世代が楽
しめる種目を取り入れました。また、総合
文化会館では、ハストピア主催による親子
で参加できる催事「絵本のじかんだよ！(12
月14日)」を開催しました。

a 達成
　地域交流機会を提供できるイベント
や、子育て世代が楽しむことができるイ
ベントを検討・実施していきます。

0

47
（再掲）

地域交流
機会の創
出

　親子で参加できるイベントの
開催や子ども会などの地域活動
を支援し、交流機会の充実を図
る。

45
（再掲）

44
（再掲）

子育て活
動促進事
業

　保護者同士の交流を図ること
ができるよう、家庭教育学級活
動を支援する。
　また、子ども会活動等、地域
で活動する関係機関を支援する
ことで、地域の絆の深まりや教
育力の向上につなげていく。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

地域ぐる
みの子ど
も安全推
進事業

　登下校時の児童・生徒の安全
を確保するため、学校とスクー
ル・ガード・リーダーを中心と
した見守り活動の組織等との連
携により、地域防犯体制の確立
する。

学校教育
課

86
地域ぐるみの子ども安
全推進事業

　登下校時における児童・生徒の安心・安
全のために、スクールガードリーダーを中
心とした地域の見守り活動を行いました。

a 達成

　引き続き、各小学校区でスクールガー
ドリーダーを委嘱し、児童・生徒の安全
を確保し、地域の防犯体制を強化・確立
させていきます。

50

福祉課 - -

　ボランティアコーディネーターを設置
し、ボランティア情報の収集・提供、ボラ
ンティア活動の受け入れ・調整、ボラン
ティアに関する講座等の開催等を通じ、ボ
ランティア活動の基盤整備等を行いまし
た。
　「ひとり暮らし高齢者等見守り事業」で
は消防署等と連携した安全対策を進め、
「ふれあい・いきいきサロン」や「はすだ
地域支えあいサービス」等の事業では連絡
会や講習会等を通じて活動者のスキルアッ
プを図り、高齢者への介護予防等の充実や
安心の確保に努めました。
○R1年度の主な実績
・ボランティア活動団体登録数　28団体
・ボランティア活動登録者数　497人
・ボランティア派遣件数　122件
（新型コロナウイルス感染拡大防止のため2
月下旬から活動依頼を中止しました）

a 達成
　引き続き、ボランティアコーディネー
ターを設置し、地域活動・ボランティア
活動の推進を継続していきます。

0

健康増進
課

- -

　食生活改善推進員が本部活動として実施
している伝達講習会や研修会、地域推進活
動として実施している男性の厨房教室、親
子料理教室、楽しく歩こう教室について、
助言や支援を行いました。

a 達成

　今後も引き続き食生活改善推進員の役
員会等に参加し、会の運営等に関する助
言や支援を行い、活動を支援していきま
す。また、食生活改善推進員養成講座で
ある「いきいき食生活教室」を毎年開催
し、会員数の増加につなげます。

148

長寿支援
課

- -
　老人クラブが実施する清掃活動や防犯パ
トロール等に対し、側面的な支援を行うこ
とにより、地域福祉の向上に努めました。

a 達成
　引き続き、老人クラブが行う地域活動
を支援していきます。

0

69
（再掲）

81
（再掲）

地域活
動・ボラ
ンティア
活動の推
進事業

　地域を基盤に活動するさまざ
まな団体やボランティア等が活
動しやすい環境を整備し、活動
を推進する。
　地域の老人クラブにおいて
は、「健康」「友愛」「奉仕」
の精神に基づき、身近な仲間と
支え合いながら実施する自主的
な清掃活動等に対する支援を行
い、地域福祉の向上を図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

福祉課 - -

　手話を広く周知していくため、手話奉仕
員養成講座(入門)(合計23回)を実施し、19
人が受講しました。
　また、社会福祉協議会の事業として、各
種のボランティア養成講習等を以下の日程
で開催し、担い手の育成に努めました。
・5～6月 地域ボランティア養成講習会
・8月、2月 ボランティアグループ連絡協議
会
・9～10月 点訳ボランティア養成講習会
・11月 アート・クラブ体験講座
　次世代の担い手育成の視点から、学校教
諭や教育委員会、ボランティア等の協力に
より、小中学校等での福祉教育支援、夏の
ボランティア体験等を行いました。
・夏のボランティア体験　15講座141名
・小中高校等での福祉教育　12校27講座
・県社協主催小中学校作文コンクール　応
募16作品(入選1)

a 達成

　R2年度に手話奉仕員養成講座(基礎)、
R3年度に手話通訳者養成Ⅰ課程を行い、
手話の普及に努めていきます。
　また、社会福祉協議会でも、引き続
き、各種のボランティア養成講座、学校
での福祉教育等を通じて、広く地域活動
の担い手育成を図っていきます。

510

長寿支援
課

- -

　地域敬老会が円滑に実施できるよう、
「実施の手引き」や「運営マニュアル」を
作成し配布しました。また、寿大学を老人
クラブ連合会と共催し、地域活動リーダー
の育成に努めました。

a 達成

　社会福祉協議会と協力し、引き続き地
域敬老会の開催を支援します。また、寿
大学を老人クラブ連合会と共催し、地域
の人材育成に努めていきます。

0

学校教育
課

- -
　福祉体験を総合的な学習の時間を中心に
実施しました。また、福祉施設の訪問を
行った学校もありました。

a 達成
　社会福祉協議会と連携し、福祉教育が
児童・生徒に正しく理解されるよう支援
していきます。

0

ハストピ
アサポー
ターズ事
業

　総合文化会館が行う事業を市
民組織であるハストピアサポー
ターズと協働で推進するととと
もに、人材の育成・支援等を行
う。

文化ス
ポーツ課

117
ハストピアサポーター
ズ事業の推進

　ハストピアサポーターズは、1月25日、26
日にハストピアアートプロジェクト「どき
どきアート空間」の企画・運営を主体的に
行いました。
　ハストピア主催事業のホール運営につい
て、ハストピアサポーターズに協力してい
ただきました。また、「はすとぴあ通信」
の発行により、活動内容を市内外へ発信し
ました。

a 達成

　ハストピアサポーターズと協働による
事業を検討します。また、サポーターズ
養成講座等を開講し、人材育成を行いま
す。

343
138

（再掲）

82
（再掲）

地域活動
の担い手
の育成事
業

　地域活動の担い手や地域の
リーダーとなる人材の育成を図
る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

スポー
ツ・レク
リエー
ション普
及事業

　スポーツ推進委員・体育協
会・スポーツ少年団・レクリ
エーション協会等によるスポー
ツ振興や、各種団体等と協力・
連携して実施しているはすだス
ポーツフェスタ等のスポーツイ
ベント、また、各種スポーツ教
室の実施などにより、市民のス
ポーツ参加の機会をつくる。

文化ス
ポーツ課

111
スポーツ・レクリエー
ション普及事業

　スポーツ団体等の協力により、10月20日
「はすだスポーツフェスタ」が開催され、
約1,000人の参加がありました。
　11月3日・16日に「ディスコン教室」、2
月7日・21日に「体幹トレーニング教室」を
開催しました。

a 達成
　引き続き、スポーツ・レクレーション
の普及事業を推進していきます。

2,658

はすだ
Futureプ
ロジェク
ト支援事
業

　長編映画製作を目指し、映画
に関連するイベントなどを実施
することにより、「映画のまち
蓮田市」へ発展させ、映像関係
の企業や若者の関心を高め、人
口の増加を図る。
　また、地域の活性化を目指
し、交流の場となる活動拠点の
整備を進める活動を支援する。

商工課 21
映画製作、フィルム・
コミッション誘致事業

　市民向け演技ワークショップを6月30日、
9月1日、11月24日に開催しました。
　プロジェクトメンバーが監督、出演者を
市民が務める短編映画「夢の舞台」の撮影
を2月24日に行いました。

a 達成

　短編映画「夢の舞台」を各種映画祭に
出展及び市内での試写会を開催しプロ
ジェクトの周知を図ります。また、長編
映画の脚本及び出演者の決定を目標に取
り組みます。

1,000

自治振興
課

- -

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の
活動として、6月と11月に蓮田駅東口及び西
口花壇、市役所正面玄関前花壇に季節の花
を植えました。また、年間を通して、各団
体が交代で水遣り等の維持管理を行いまし
た。

a 達成
　今後も蓮田市コミュニティづくり推進
協議会の活動の一環として、花植えと維
持管理を継続します。

0

みどり環
境課

- -

　花苗を希望している地元管理団体に花苗
を提供しました。
　新日本婦人の会にアダプトプログラムの
協力を依頼し、実施に向けて調整しまし
た。

b 一部達成

　既存の団体には引き続き花苗の提供を
行います。
　アダプトプログラムを実施し、あわせ
て、新規団体の参画支援を行います。

78

177
（再掲）

花と緑の
まちづく
り事業

　公園の花壇、植え込み、市内
の緑地等、市内各所に四季折々
の花を植え、それらを市民、関
係団体、企業等が協働で管理し
ていくことにより、花と緑のま
ちづくりを行っていく。花壇に
は、管理するかたの名前を記し
た看板を設置する。
　また、各分野にわたる市内の
団体で構成された「蓮田市コ
ミュニティづくり推進協議会」
が行う活動の中で、花いっぱい
運動を年２回実施していく。

162
（再掲）

146
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（１）情報公開の充実・個人情報の保護

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

情報公開
制度の充
実

　行政運営を健全かつ安定に推
進していくためには、市民のか
たの市政に対する理解と信頼を
深め、知る権利を保障していく
ことが重要である。知る権利の
行使である公文書の情報公開請
求に対しては、個人情報保護の
徹底とのバランスなど考慮すべ
き事項も多いが、時代の変化に
応じた積極的な公開を行う。
　職員全員が情報公開、個人情
報保護の理解を深め、有効な情
報提供を行う。また、情報公開
請求に迅速に対応できるよう文
書管理面の強化を図る。

庶務課 - -

　R1年度における「行政資料目録」を作成
し、行政資料コーナーに設置しました。
　また、情報の公開を求めて窓口に来た来
庁者には、開示を望んでいる情報の具体的
内容を聞き、該当所管課と調整するととも
に、個人情報の保護を図りながら積極的な
情報提供の案内を行いました。
　R1年度の情報公開請求の実施件数は全体
で36件、決定内容の内訳としては、開示18
件、部分開示17件、不開示1件でした。
　R1年度の個人情報の開示請求は全体で30
件でした。

a 達成

　引き続き、市民の利用しやすい行政資
料コーナーを目指し、充実させていきま
す。
　情報公開及び個人情報保護制度に関し
ては、職員のさらなる啓発等を図りなが
ら理解の促進を行います。

81

情報セ
キュリ
ティ対策
の整備

　市の情報資産を安心・安全に
管理するため、最新の情報通信
技術の動向等を的確にとらえ、
情報セキュリティ対策を進め
る。
　情報セキュリティ基本方針及
び情報セキュリティ対策基準の
見直しを随時行うとともに職員
の情報セキュリティ意識の向上
を図るため、情報セキュリティ
研修を実施する。

電算課 134
情報セキュリティ対策
事業

　埼玉県自治体情報セキュリティクラウド
に参加し、インターネットと庁内ネット
ワークの分離や、メール及びファイルの無
害化処理等の高度なセキュリティ対策を行
いました。
　総務省及び地方公共団体情報システム機
構が提供する情報セキュリティ研修を、e
ラーニングにより全職員が受講し、修了し
ました。

a 達成

　引き続き、埼玉県自治体情報セキュリ
ティクラウドに参加し、インターネット
と庁内ネットワークの分離やメール及び
ファイルの無害化処理等の高度なセキュ
リティ対策を行います。
　総務省及び地方公共団体情報システム
機構の提供する情報セキュリティ研修
を、eラーニングにより全職員に実施し
ます。

4,272

（参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

121
（再掲）

208

ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（２）地域情報化の推進

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

蓮田市都
市計画図
基本図作
成事業

　蓮田市都市計画基本図を修正
するほか、用途地域を含む地域
地区の変更や地区計画の決定等
に伴い、都市計画図を修正印刷
する。

都市計画
課

28 蓮田駅周辺整備事業

　蓮田駅東口周辺地区用途地域及び地区計
画の変更に伴う窓口対応用用途地域図及び
公開型地図情報システム都市計画情報を更
新しました。

a 達成
　蓮田駅東口周辺地区地区計画の手引き
の更新とともに、今後も住民の利便性向
上に努めます。

95

公開型地
理情報シ
ステム整
備事業

　市民サービスの向上を図るた
め、蓮田市地図情報システムに
情報を追加する。

都市計画
課

44
公開型地理情報システ
ム整備事業

　地図情報システムを最新のデータに更新
しました。

a 達成
　住民サービスのため、引き続き新たな
追加業務について検討します。

2,538

情報化推
進事業

　全ての児童・生徒が情報を主
体的に収集・選択・活用・発信
し、豊かな創造性と応用力を育
成できるようにするために、情
報通信技術（ＩＣＴ）を活用し
た教育の充実に努める。

学校教育
課

- -

　新学習指導要領に基づくプログラミング
学習用ロボットの導入や、PC教室端末をタ
ブレットパソコンに入れ替え、アクテイブ
ラーニングの環境整備に努めました。

a 達成
　ICTを活用した教育に関する研修会を
開催し、教職員の資質向上に努めます。

62,516

情報伝達
体制整備
事業

　災害時における情報伝達体制
の整備として、防災行政無線の
維持管理を行うとともに、新規
の防災行政無線の増設には設置
場所等の課題があるため、防災
行政無線の内容や緊急情報等を
メールで配信する「安心安全
メール」を周知徹底し、登録者
の増加を図ることで難聴区域の
解消につなげていく。
　また、移動系防災行政無線の
デジタル化等あらゆる情報機器
を活用して、情報伝達体制の整
備を図る。

危機管理
課

126 情報伝達体制の整備

　職員参集システムの操作方法習得のた
め、職員参集訓練を5月、9月(市総合防災訓
練日)、1月に実施しました。
　移動系デジタル防災行政無線施設整備工
事を行い、3月に整備が完了しました。音声
に加えて文字でのメッセージ送信が可能と
なり、災害時の通信連絡体制を強化しまし
た。
　市と自主防災組織協議会で共同発行して
いる「防災への備え通信」や、広報市等に
おいて、安心安全メールのPRを行いまし
た。

a 達成

　新たに整備された、移動系デジタル防
災行政無線の操作の習得、運用方法を定
め、災害時に活用できるよう努めます。
　また、様々な通信連絡体制の確保のた
め、IP無線機についても計画的に整備し
ていきます。
　「安心安全メール」について、引き続
き重要な情報伝達手段の一つとして、登
録者の拡充を図っていきます。

76,396
120

（再掲）

67
（再掲）

31
（再掲）

209

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

政策調整
課

5
ふるさと納税記念品贈
呈事業

　ふるさと納税の指定制度の創設による、
「募集経費が寄附額の1/2以下」との基準に
対応するため、6月1日より「蓮田市ふるさ
と納税協力事業者募集要領」の変更を行
い、寄附受入額を変更しました。
　新たに、はちみつ、肉汁うどん、キウイ
フルーツ（グリーン＆レッドスター）等を
新規で募集開始しました。

a 達成

　新たな地元事業者への協力を仰ぎ、記
念品の拡充を図ります。
　市外でのPRを続けていくことで、寄附
件数の増加を目指します。
　国の動向を注視しながら、これまで通
り、適正にふるさと納税制度を活用して
いきます。

2,080

広報広聴
課

19

「はすぴぃ」や「にゃ
んたぶぅ」を活用した
シティセールス推進事
業

　11月3日開催の雅楽谷の森フェスティバル
の開催に合わせ、期間限定で蓮田駅の発車
メロディをオリジナルのものに変更しまし
た。曲は、フェスティバルのテーマソング
である「雅楽谷の森～蓮田のタカラ～」を
使用し、10月5日初電から11月3日終電まで
変更しました。

a 達成
　引き続きオリジナル発車メロディへの
変更や、様々なイベントを通して市の魅
力を発信していきます。

320

広報広聴
課

19

「はすぴぃ」や「にゃ
んたぶぅ」を活用した
シティセールス推進事
業

　はすぴぃのキャラクターグッズは、新た
にメモ帳とクリアキャップボトルを作成し
ました。
　婚姻届を提出する際に、はすぴぃと記念
撮影ができるサービス(予約制)が定着し、
前年度より利用が増加しました。
　また、はすぴぃに対して、BSフジで放送
された番組のオープニングへの出演依頼が
あり、市のPRを行いました。

a 達成

　引き続き、はすぴぃのキャラクター
グッズの作成や着ぐるみの貸し出し、イ
ベントへの積極的な参加など行い、市の
魅力をPRしていきます。

952

商工課 19

「はすぴぃ」や「にゃ
んたぶぅ」を活用した
シティセールス推進事
業

　市内外で開催されるお祭りやイベントに
おいて、はすぴぃグッズを販売し、はす
ぴぃを活用したシティセールスを行いまし
た。
　はすだ観光協会に補助金を交付しまし
た。市内の史跡を巡る秋のウォーキングな
どのイベント支援を行いました。

a 達成

　引き続き、市内外のイベント等におい
て、はすぴぃグッズの販売を行うととも
に、シティセールスを行います。また、
観光協会が実施する事業の支援を行いま
す。

1,000

210

211

マスコッ
トキャラ
クターや
広報大使
を活用し
たシティ
セールス
推進事業

　マスコットキャラクター「は
すぴぃ」の着ぐるみ、グッズ、
デザインやはすだ広報大使
「にゃんたぶぅ」を活用し、市
のＰＲを市内外で積極的に行
う。
　また、観光情報の提供、イベ
ントの開催・後援を行い、観光
行政の一端を担っているはすだ
観光協会が、主催事業の充実や
はすぴぃグッズ等の開発・販売
を促進できるよう、事業費の一
部を引き続き補助していく。

シティ
セールス
の推進

　ふるさと納税の記念品の充実
を図り、市の特産品を全国に発
信していく。
　ＳＮＳや公式ホームページを
活用した情報発信、蓮田駅オリ
ジナル発車メロディへの変更や
蓮田探検ガイドツアー、令和２
年度にはガイドマップの新版作
製等により広く市のＰＲ、魅力
発信を行っていく。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ （参考）

総合戦略（関連計画）

パブリッ
クコメン
ト制度の
充実

　市民と行政の協働によるまち
づくりを推進するため、引き続
き関係する各課にパブリックコ
メントの実施を働きかけ、市の
基本な施策に関する計画や条例
の策定段階で市民から意見を募
集する。
　また、パブリックコメントの
意義、手法などについて、庁内
に周知する。

広報広聴
課

- -

　市の基本的な施策に関する計画及び条例
を策定する際には市民等から広く意見を求
めるよう、6月と1月に庁内に向けて掲示板
で周知をしました。
　R1年度は、4件の計画（案）について意見
募集が実施され、3件の意見が提出されまし
た。

a 達成

　政策形成・実施過程に市民が参画する
仕組みとして、市の基本的な施策に関す
る計画や条例の策定にあたっては、市民
等に広く意見を求めるよう庁内各課へ周
知を行い、またパブリックコメント制度
の趣旨や手法についても周知していきま
す。

0

政策調整
課

20
定住・子育て応援促進
サイト導入事業

　イベント等に参加した際、来場者にQR
コードを読み取っていただくことにより、
定住・子育て応援促進サイトにアクセスし
ていただきました。

a 達成
　イベント参加時などの機会を活用し、
引き続き関係人口や交流人口、移住・定
住人口の増加を目指します。

0

広報広聴
課

20
定住・子育て応援促進
サイト導入事業

　定住・子育て応援促進サイト内の情報を
再度見直し、さまざまな事業の進捗状況に
合わせて、新しい写真や情報への更新、提
供を行いました。

b 一部達成
　引き続き定住・子育て応援促進サイト
の内容の充実に努め、広く情報発信を行
いアクセス数の増加を図ります。

1,636

6
（再掲）

定住・子
育て応援
促進サイ
トの運営
事業

　公式ホームページについて、
次期システムの検討、構築を行
う。並行して、定住促進サイト
「ちょうどいい蓮田」につい
て、アクセス数の増加を図るた
め、内容を充実させていく。

212
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（１）計画的・効率的な行財政運営

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

政策調整
課

- -

　第1回行政改革推進委員会を7月17日に開
催しました。H30年度実績報告並びにR1年度
事業内容について説明し、委員から意見等
をいただきました。会議終了後、黒浜貝塚
の見学を行いました。

a 達成
　引き続き、第七次行政改革大綱及び実
施計画に基づき、効率的・効果的な行政
運営を推進していきます。

50

関係各課
（社会教
育課）

- -

　埼玉県内の市町村に対して「これからの
公立社会教育施設の在り方について」を
テーマに調査を実施し、報告書をまとめま
した。うち、各公立教育施設の利用料見直
し計画については、値上げ50％、値下げ
0％、検討中50％の結果となりました。

a 達成
　調査結果を踏まえながら、各公共施設
と調整を図りつつ料金見直しについて調
査研究を進めていきます。

0

人材育成
推進事業

　人づくり広域連合研修や三市
一町共同研修への参加を通じ
て、市職員としての意識改革を
図り、接遇・資質の向上を目指
す。
　職場環境づくりの方策とし
て、メンタルヘルス相談・スト
レスチェックを行い、健康に働
く職場づくりに努める。
　人事評価研修を実施し、人事
評価システムを推進する。

秘書課 - -

　新規採用職員研修の接遇研修、三市一町
共同研修会の応対能力養成研修、選択研修
に職員を派遣しました。
　毎月1回、産業医による健康相談を実施し
ました。
　メンタルヘルスについて、常時、電話及
びメールによる相談を実施するとともに、
毎月1回面接相談を実施しました。
　ストレスチェックの実施結果に基づき、
高ストレス者に対して医師による面談を実
施しました。
　目標管理(業績評価)、勤務評定(能力評価
を)を実施しました。

b 一部達成

　引き続き、計画的に研修を実施し、職
員の能力向上及び意識改革に取り組みま
す。
　職場環境づくりの方策としてメンタル
ヘルス面接相談を継続して実施するとと
もに、職員のメンタルヘルス不調の未然
防止として、引き続きストレスチェック
を実施します。
　職員のやる気の高揚や能力の向上を図
るため、継続して職場環境づくりや研修
を実施していきます。
　目標管理(業績評価)、勤務評定(能力
評価)の充実により、職員の意識向上を
図り、人事評価制度への移行を行ってい
きます。

5,368

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

213
行政改革
推進事業

　第七次行政改革大綱及び実施
計画（計画期間平成３０年度か
ら令和４年度）に基づき、効率
的・効果的な行政運営を推進し
ていく。

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

214
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（１）計画的・効率的な行財政運営

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

R1年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

財政健全
化事業

  総合振興計画を着実に推進で
きるように、財政健全化に努め
る。将来負担比率と実質公債費
比率のバランスを考慮し、借入
れをする場合には、借入の利率
と償還年数、年度ごとの償還額
に留意するとともに、できる限
り交付税措置のある起債を選択
するなど、次世代へ過度の負担
にならないように努める。

財政課 - -

　借入利率と償還年数に留意した地方債の
借入れや、交付税措置のある臨時財政対策
債や公共事業等債の借入れ(起債)をし、財
政の健全化に努めました。H30年度の経常収
支比率は、物件費、扶助費の増加、地方税
の減少等により90.2％(H29年度87.7％)とな
り、成果指標である88％を下回ることがで
きませんでした。

c 未達成

　第５次総合振興計画を着実に推進する
とともに、財政健全化を図ります。借り
入れを行う場合は、借入利率や償還年
数、年度ごとの償還額に留意するととも
に、できる限り交付税措置のある起債の
選択をするよう努めます。

0

総合行政
システム
整備事業

　標準パッケージソフトのノン
カスタマイズ運用を堅持するこ
とにより、制度改正やシステム
更新時の人的・経済的負担を最
小限に抑え、将来の自治体クラ
ウド化等最新の技術への対応が
容易になるようにする。
　平成２８年度から単独クラウ
ド方式に移行しており、安定し
たサービスとコストの削減を図
る。また、事務の標準化が可能
な自治体との共同クラウドに向
けて調査研究を行う。

電算課 - -

　引き続きノンカスタマイズ運用を堅持
し、効率的な総合行政システムの運用を行
いました。
　次期総合行政システム移行の際に新たに
追加を希望するシステムについて、各課か
らの申請に基づき総合行政システム管理委
員会に諮りました。

a 達成

　引き続きノンカスタマイズの方針を継
続します。
　次期総合行政システムの構築にあたっ
ては、自治体共同クラウドを取り入れて
いきます。
　また、次期総合行政システムの構築に
向けて関係各課と協議し、仕様の詳細を
検討していきます。

144,812216

215
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（２）施設の計画的な管理

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

庶務課 - -

　蓮田市公共施設等総合管理計画における
実施方針に従い、施設の維持管理を行いま
した。
　また、R2年度に施設ごとの個別施設計画
の策定と蓮田市公共施設等総合管理計画の
見直しを行うため、指名競争入札により業
者を選定し、コンサルタント会社と契約し
ました。

b 一部達成

　庁内のマネジメント会議を随時開催
し、個別施設計画の策定済みの自治体や
策定中の自治体等を参考にしながら、コ
ンサルタント会社のサポートを受け、個
別施設計画の策定と蓮田市公共施設等総
合管理計画の見直しを行います

0

関係各課
（長寿支
援課）

- -

　老人福祉センターでは、給水ポンプ取替
修繕、シャワー水栓取替修繕、給湯室のガ
スコンロ取替修繕、井水管盛替え工事を行
いました。

b 一部達成

　老人福祉センターにおいては、開所か
ら40年経過し、随所で経年劣化による修
繕箇所が発生しているので、計画的に環
境整備に努めます。

1,051

関係各課
（教育総
務課）

- -
　個別施設計画として、学校施設の長寿命
化計画を策定するため、学校施設の劣化診
断調査を実施しました。

b 一部達成
　R1年に実施した学校施設の劣化診断調
査の結果に基づき、長寿命化計画を策定
するように事業を進めていきます。

7,260

関係各課
（社会教
育課）

- -

　5月24日に「平成３１年度　関山分館改修
に伴う地盤変動影響事後調査業務委託」の
契約を行い、5月24日から7月31日にかけて
関山分館周辺の住宅3棟を対象に耐震補強そ
の他改修工事後の家屋調査を行いました。
調査の結果、工事に伴う住宅の損傷等は見
受けられませんでした。

a 達成 　R1年度で事業が完了しました。 486

関係各課
（文化ス
ポーツ
課）

- -
　総合市民体育館パルシーについては、中
長期保全計画書の内容をもとに、サブア
リーナ建設検討への調査を行いました。

b 一部達成

　総合市民体育館においては、中長期保
全計画及びサブアリーナ建設検討への調
査の内容を踏まえ、計画的な修繕に努め
ます。

0

　蓮田市公共施設等総合管理計
画の方針に基づき、総合的かつ

計画的な維持管理を行う。

インフラ
維持管理
の効率的
なマネジ
メントの

実施

217

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（３）民間活力の導入

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

中央公民
館パーキ
ングシス
テム導
入・活用
事業

　中央公民館駐車場のパーキン
グシステム導入に向けて検討す
る。

社会教育
課

- -

　8月から9月にかけて、春日部市立医療セ
ンター、プラザノース、埼玉県県民活動セ
ンター、上尾市役所、岩槻区役所の視察及
び現地調査を行いました。駐車場の形態及
び駐車台数、料金形態などを調査しまし
た。また11月22日(金)に我孫子市の市営複
合施設「アビスタ」へ、さらに12月2日(月)
に新座市「ふるさと新座館」及び和光市役
所へ視察・調査を行いました。

a 達成

　各施設の調査結果をもとに、中央公民
館に適合した駐車場整備を検討し、引き
続きパーキングシステム導入に向けての
調査研究を進めていきます。

2

小・中学
校水泳指
導民間連
携事業

　学校における水泳の授業につ
いて、民間施設の使用、バスに
よる送迎、水泳授業における補
助指導などを行う。

教育総務
課

- -
　教職員の意見把握のための聞き取りや、
事業者との情報交換等を実施しました。

a 達成

　今後の民間委託実施に向けて、水泳授
業のカリキュラムや児童・生徒の移動手
順など、具体的な内容についてさらに協
議を重ねて調整していきます。

0
53

（再掲）

R1年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画
ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

218
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（４）行政組織の効率化・人材育成

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

政策調整
課

- -

　蓮田市定員適正化計画(第3次)は、R2年4
月1日までが計画期間となっており、組織・
機構の再編等に合わせ適宜見直しを行いま
した。蓮田駅西口再開発ビルの公益施設の
オープンがR3年4月に予定されていることや
育児休暇等の職員が多いこと、県から権限
移譲された事務が増加していることなどか
ら、計画(第3次)の見直しや定員の考え方に
ついて検討しました。

a 達成
　現在の事務量や今後予想される事務量
等を考慮し、第4次定員適正化計画を策
定していきます。

0

秘書課 - -

　定員適正化計画に沿った職員採用を実施
しました。
　R2年度からR6年度までを計画期間とする
「第２次蓮田市特定事業主行動計画(後期計
画)」を策定しました。
　R2年度から導入予定の会計年度任用職員
制度についての例規整備を行い、円滑な導
入に向けた準備を整えました。

a 達成

　継続して、定員適正化計画に沿った職
員の採用を行っていきます。
　特定事業主行動計画の進行管理を行っ
ていきます。
　会計年度任用職員の適正な任用を行い
ます。

13,890

219

蓮田市定
員適正化
計画及び
蓮田市特
定事業主
行動計画
の進行管
理

　社会情勢等の変化に迅速に対
応できる執行体制を目指し、定
員適正化計画や特定事業主行動
計画の進行管理を行う。
　令和３年度から令和７年度ま
でを計画期間とする第４次蓮田
市定員適正化計画を策定する。
　令和２年度から適用の会計年
度任用職員制度について、適正
な任用を行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画） R1年度

決算額
（千円）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

政策調整
課

18 近隣市町連携事業

　R1年9月22日(日)のNACK5スタジアム大宮
でのサッカーの試合において、3市(蓮田、
久喜、白岡)連携PRイベントを行い、蓮田
NAVi等を来場者に配布しました。
　R1年12月21日(土)のJR大宮駅コンコース
での利根地域管内9市町による連携PRイベン
トにて、蓮田NAViの配布や、蓮田市定住促
進サイトへのアクセスを促す取組を行いま
した。
　東部中央都市連絡協議会において、公共
施設相互利用ガイドマップを作成しまし
た。

a 達成
　引き続き近隣市町や県と連携し、市外
でのPRを実施します。

0

広報広聴
課

- -

　9月22日にさいたま市で開催された3市連
携シティプロモーションに「蓮田NAVi」を
1000部提供し、はすぴぃ着ぐるみを担当課
に貸し出ししました。
　12月21日にJR大宮駅で開催されたイベン
トに「蓮田NAVi」を300部提供し、はすぴぃ
着ぐるみを担当課に貸し出しました。
　3月14日に開催予定だった県境エリア観光
キャンペーン(イベントは新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため中止)に「蓮田NAVi」
120部を提供しました。

a 達成
　引き続き、近隣市町との連携イベント
の際にはPR情報を提供していきます。

0

ＣＨＥＣＫ
（評価） R1年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）第５次総合振興計画

220
近隣市町
連携事業

　埼玉県利根地域振興センター
や同管内市町、その他近隣市町
と連携して、地域活性化事業を
推進するとともに、市外でシ
ティセールスのイベント等を合
同で行い、人口増加策の推進を
図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） R1年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）第５次総合振興計画

広報広聴
課

128
遠隔地自治体（長野県
松川町）との災害支援
体制の充実

　8月24日の市民まつり、11月3日の雅楽谷
の森フェスティバルに松川町が来訪し、町
ブースでリンゴ等を販売しました。
　7月25日に松川町の新町長が表敬訪問に来
庁しました。
　7月25日、26日に松川町広報担当職員が蓮
田市を訪問し、広報まつかわの特集記事に
友好姉妹都市である蓮田市を取り上げるた
め、民間事業所も含めた市内の取材が行い
ました。
・12月9日に松川町の保育園をはすぴぃが訪
問し、園の子どもたちと交流しました。

a 達成

　引き続き、友好姉妹都市である松川町
との交流を深め、自治体同士だけでな
く、民間も含めた交流も進められるよう
PRしていきます。

47

学校教育
課

128
遠隔地自治体（長野県
松川町）との災害支援
体制の充実

　7月23日、24日に、松川町から蓮田市に小
学生が訪問しました。体験学習やホームス
テイを通して、松川町の小学生との交流を
行い、親睦を深めました。

a 達成

　R2年度は、実施時期に東京オリンピッ
クが重なり、松川町でも選手団の受入れ
を行うことから、蓮田市との交流事業は
R2年度に限り中止の申入れがありまし
た。R3年度に向け、事業実施の計画を立
て、松川町との連絡調整を行います。

136

障がい者
支援体制
の確立
（地域生
活支援事
業）

　障害者の日常生活及び社会生
活を総合的に支援するための法
律に基づき、障がい者が自立し
た日常生活または社会生活を営
むことができるよう、相談支援
事業、コミュニケーション支援
事業、日常生活用具給付事業、
移動支援事業、日中一時支援事
業等を実施する。

福祉課 - -

　地域生活支援事業にかかるサービスの給
付状況に注意し、適正な予算執行に努めま
した。
　また、手話奉仕員養成研修(入門)のほ
か、職員向け手話講習会を実施しました。
　自立支援協議会においては、各部会やプ
ロジェクトを設置し、地域支援拠点整備な
どの障がい福祉施策を研究しました。

a 達成

　障がい者福祉サービスのニーズを把握
するとともに、給付状況を精査し、適正
な予算執行に努めます。
　地域生活支援拠点については、R3年度
の設置に向けて、蓮田市、白岡市、幸手
市、宮代町及び杉戸町で連携しながら、
運営や予算などについて検討を進めてい
きます。

56,124
84

（再掲）

221

長野県松
川町（遠
隔地自治
体）等と
の友好交
流

　友好姉妹都市の盟約を締結し
ている長野県松川町と、友好と
親善の絆を深め、将来に向けて
両自治体が協調した発展を目指
し、官民問わずさらなる交流を
深めていく。
　また学校関係でも、小学生の
視野を広げリーダーとなる人材
を育成することを目的に毎年お
互いのまちを訪れ、さまざまな
体験を通しながら親交を深めて
いく。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） R1年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ （参考）
総合戦略（関連計画）第５次総合振興計画

在宅医
療・介護
の連携体
制の充実

　医療と介護の両方を必要とす
る状態の高齢者が、住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生
の最期まで続けることができる
よう、在宅医療と介護を一体的
に提供するため必要な支援を行
う。
　事業の推進にあたっては、独
立行政法人国立病院機構東埼玉
病院、医師会、歯科医師会、薬
剤師会及び介護事業所などの医
療・介護関係機関や関係市町村
などと緊密に連携し、多職種連
携・協働による包括的かつ継続
的なサービスの提供を可能とす
る環境整備を推進する。

在宅医療
介護課

106
在宅医療・介護の連携
体制の充実

　在宅医療・介護地域資源実態調査を実施
し、一体的なサービス提供のための情報冊
子の作成・公表を行いました。
　「在宅医療・介護関係者連携会議」、
「作業部会」、「代表者会議」を開催し、
在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策
の検討を行ました。
　障がいや難病の支援、成年後見制度な
ど、社会的支援をテーマにした在宅医療・
介護関係者研修の開催により、関係者の資
質向上を図りました。
　地域住民への在宅医療の普及・啓発(オリ
ジナルエンディングノートの作成・在宅介
護教室開催、出前講座実施、出前保健室相
談実施等)を行いました。
　在宅医療連携拠点の設置を継続し、在宅
医療相談窓口の運営、医療機関と訪問看護
事業所の連携会議を開催し体制構築に取り
組みました。

a 達成

　南埼玉郡市医師会に委託して進めてい
る在宅医療連携拠点の機能を継続し、さ
らに高めていくため、医師会、(独)国立
病院機構東埼玉病院、協定市町(久喜
市、白岡市、宮代町)との連携をさらに
進めます。また、入退院時の支援体制を
整備し、在宅療養と入院の連携を強化し
た切れ目のない医療・介護体制構築の取
り組みを具体化します。
　市民への普及啓発に関しては、特に関
心が高いエンディングノートの活用を足
掛かりに、多くの方に関心を持っていた
だき、医療や介護が必要になっても在宅
生活を継続することについて考えていた
だく事業を展開します。

6,003

蓮田白岡
衛生組合
運営事業

　蓮田市と白岡市の２市で構成
している衛生組合の効率的・効
果的な運営に努め、廃棄物の安
全な処理を行う。

みどり環
境課

- -

　蓮田白岡衛生組合とともに資源物の持ち
去り防止パトロールを行いました。
　蓮田市、白岡市、蓮田白岡衛生組合の3者
で事務研究会を4回開催し、情報交換等を行
いました。

a 達成

　引き続き、蓮田白岡衛生組合とともに
資源物持ち去り防止パトロールを行いま
した。
　また、蓮田市、白岡市、蓮田白岡衛生
組合の3者で事務研究会を開催するとと
もに、課長会議へ出席します。
　衛生組合の運営費を負担し、適正な運
営を支援します。

610,023
183

（再掲）

92
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

彩の国
ロードサ
ポート制
度の推進

　埼玉県管理道路の歩道部分に
おいて、住民と行政が協力し
て、快適で美しい道路環境づく
りを推進する。

道路課 - -

　ロードサポート制度・活動団体・支援者
募集チラシおよびロードサポートニュース
を配布し、制度のPR・参加団体募集に関し
て周知に努めました。

a 達成
　引き続き、制度のPR・参加団体募集に
関して周知を行っていきます。

0

政策調整
課

143 大学等連携事業

　現在、人間総合科学大学及び日本薬科大
学と38の連携事業を行っています。
　人間総合科学大学学園祭の中で、「あの
日のオルガン」の上映会を実施し、394人の
かたが来場しました。
　市民大学、薬膳教室、子ども講座の講師
を日本薬科大学から派遣していただきまし
た。

a 達成
　引き続き、各課と大学等との事業調整
を行い、連携事業の拡大を図っていきま
す。

0

関係各課
（商工
課）

143 大学等連携事業

　蓮田ブランド推進協議会において人間総
合科学大学、日本薬科大学から委員を選出
していただいています。
　市民まつりにおいて学生にボランティア
スタッフとして参加してもらいました。
　人間総合科学大学、日本薬科大学の学園
祭に出店しました。

a 達成

　引き続き、相互にイベント等に参加す
るなどの交流を図っていきます。
　若者の柔軟な発想力を活用して新たな
取り組みについて考えていきます。

0

関係各課
（社会教
育課）

143 大学等連携事業

　日本薬科大学の協力のもと、7月20日(土)
に夏期子ども講座「植物の持っている色の
不思議～花の色素と酸・アルカリ～」を実
施し、11月8日(金)には市民大学「健康とく
すり」、翌年1月23日(木)に「薬膳料理教
室」を開催しました。
　また人間総合科学大学の協力のもと、12
月13日(金)に市民大学「健康食と料理」、
12月14日(土)には冬期子ども講座を開催し
ました。

a 達成
　引き続き大学と連携しながら、子ども
講座や市民大学などの事業の充実を図り
ます。

45

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

　大学等と連携して事業を推進
することで、多様化する市民
ニーズに応じる。
　包括協定を締結している人間
総合科学大学及び日本薬科大学
と連携事業を推進するほか、公
共施設等のアセットマネジメン
トについて麗澤大学と一緒に調
査を進める。
　また、蓮田松韻高校や市内の
教育機関等とも同様に積極的に
交流を進めていく。

教育機関
等連携事
業

223

R1年度
決算額
（千円）

222

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）

政策調整
課

143 大学等連携事業

　8月15日(木)にメットライフドームにて開
催された西武ライオンズのフレンドリーシ
ティ感謝デーのイベントに参加し、蓮田
NAVi、はすぴぃシールを配布し市のPRを行
いました。

a 達成
　引き続き民間企業等との連携事業を行
います。

0

関係各課
（危機管
理課）

143 大学等連携事業

　埼玉葬祭業協同組合・全日本葬祭業協同
組合連合会、佐川急便㈱ 北関東支店、三協
フロンテア㈱、㈱セキ薬品、蓮田市医師
会、㈱長崎屋、㈱東武ストア、㈱スギ薬
局、㈱ベルク、㈱ケーヨー、人間総合科学
大学、ネッツトヨタ東埼玉㈱と協定を締結
しました。
　また、9月7日に実施した市総合防災訓練
へも協定締結機関や、市内事業者に参加を
いただき、連携を深めました。

a 達成

　R1年度は、H30年度に実施した九都県
市合同防災訓練での、多様な防災機関と
の関係づくりの効果により、合計12団体
と協定締結に至りました。今後も様々な
団体と協定が締結できるよう努めます。
　また、協定の性質や内容によっての整
理や、協定団体等との実災害発生時での
情報連絡体制の整備に努めます。

0

関係各課
（商工
課）

143 大学等連携事業

　7月29日から8月20日にかけて新蓮田サー
ビスエリアで「蓮田・埼玉フェア」が開催
され、市内の事業所が出店を行いました。
　11月1日から3日の3日間JR東日本と連携し
て駅からハイキングを実施しました。

a 達成
　引き続き民間企業等との連携事業を
行っていきます。

0

　民間企業と連携することで民
間企業の長所を生かした事業を
推進し、時代に合った行政サー
ビスの提供に努める。
　市、商工会、金融機関の３者
で締結した「企業支援に係る包
括連携協力に関する協定」を活
用し、企業支援にとどまらずま
ちづくりについても連携を図っ
ていく。

民間企業
等連携事
業

224
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R1年度） 担当課
事業
№

事業名 課別

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R1年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R1年度中に実施したこと）

（参考）
総合戦略（関連計画）

政策調整
課

143 大学等連携事業

　6月4日(火)に関東財務局を訪問し、改め
て「黒浜公園・東埼玉病院周辺整備基本計
画」の説明を行いました。財務省用地の取
得に関しては、正式な用地取得申し出(取得
等要望書の提出)から国の決定まで2年以上
要する旨の説明を受けています。

d その他

　引き続き、H30年3月に策定した「黒浜
公園・東埼玉病院周辺整備基本計画」に
基づき、財務省用地の取得、東埼玉病院
所有地や所有建物の活用について、関係
課とともに協議を進めていきます。

0

関係各課
（みどり
環境課）

- -

　関東財務局へ、計画の進行状況を説明す
るとともに、用地買収などの打合せを行い
ました。
　東埼玉病院側から、公園計画について協
力的な話をいただきました。

b 一部達成

　財務省との用地取得打合せを行い、用
地取得を早期に実現できるように進めて
いきます。
　また、病院用地の利用についても、病
院と打合せを継続し、進めていきます。

0

小・中学
校水泳指
導民間連
携事業

　学校における水泳の授業につ
いて、民間施設の使用、バスに
よる送迎、水泳授業における補
助指導などを行う。

教育総務
課

- -
　教職員の意見把握のための聞き取りや、
事業者との情報交換等を実施しました。

a 達成

　今後の民間委託実施に向けて、水泳授
業のカリキュラムや児童・生徒の移動手
順など、具体的な内容についてさらに協
議を重ねて調整していきます。

0

社会福祉
協議会と
の連携強
化による
福祉サー
ビスの充
実

　社会福祉サービスの拠点であ
る社会福祉法人蓮田市社会福祉
協議会と市が連携を強化し、迅
速かつ効率的な福祉サービスの
充実を図る。

福祉課

17

41

98
108

109

・障がい者就労支援セ
ンター事業
・はすだ地域支えあい
サービス
・相談事業
・ひとり暮らし高齢者
等見守り事業
・ふれあいいきいきサ
ロンの運営

　蓮田市社会福祉協議会の運営について、
補助金を交付しました。これにより、社会
福祉協議会では、様々な事業を実施し、福
祉サービスの推進及び充実を図ることがで
きました。
　就労支援センター事業について、社会福
祉協議会に委託し、関係機関と連携して障
がい者の就労支援を行いました。

a 達成

　今後も運営費補助金を交付し、実施予
定の事業の確認や情報共有をし、密接な
連携や協力を行うことで、地域福祉の推
進に努めていきます。
　R2年度も同様に、社会福祉協議会に就
労支援センター事業を委託し、適切な就
労支援を行います。

79,005

53
（再掲）

80
（再掲）

225

東埼玉病
院周辺の
活用の検
討

　独立行政法人国立病院機構東
埼玉病院周辺地域の有効な活用
に向けて、関東財務局等との関
係機関と調整し検討を行う。
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